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序章





「ふん、神を謀たばかろうなど百年早い。己の愚おろかさを思い知るがよい」

　稲いな村むら智とも宏ひろの前には神様が鎮ちん座ざしており、その小さな胸を精一杯張っていた。

「いいから、早くどっちか選べよ」

　智宏は腕時計をちらりと見て、自信満々に鼻を「ぷすーっ」と鳴らしている神様をせかす。

　そろそろ家を出ないと、学校に間に合わなくなってしまう。

「そのように急がせて、ワシの集中力を乱そうとしても無駄だぞ」

　焦る智宏のことなど気にもしていない様子で、神様はじっと目の前に並べられたふたつの大きなおにぎりをにらみつけた。

　流れるような黒髪。陶磁器のようにきめ細やかな色白の肌。ちょっとつり目気味の大きな目に、ピンと跳ね上がった生意気そうな眉まゆ毛げ。

　今日の服装はぶかぶかのＴシャツに紺のスパッツと、いつもの格好。

　ただ、そのかたわらにはウサギ型のリュックと、以前は智宏のものだったのにいつの間にか所有権が移っていた帽子という、神様のお出かけ用装備が一式そろっている。

　見た目だけでいえば、年の頃ころは十歳ぐらい。小学校の高学年といったところ。

　一緒に歩いているところを誰だれかが見たら、普通は「可愛かわいい妹さんね」といわれることだろう。

　それでも、この女の子は神様だった。

　智とも宏ひろが生まれる前から、この稲いな村むら家を守り続けてきた家神の珠たま枝え。

　近所の妖よう怪かいたちも一目置くような高い霊格を持つ、正真正銘の神様である。

　地方によっては座ざ敷しき童わらしと呼ぶこともあるそうだが、この珠枝は座敷におとなしくひきこもっているようなタイプではなかった。アウトドア派の座敷童とでもいうべきか。

　もっとも智宏はこの珠枝からあまりご利り益やくを受けた気はしない。

　それどころか、どちらかといえば迷惑を被こうむっていることのほうが多いぐらいだった。他ほかの家神のことは知らないが、ちょっと変わり者の家神なのかもしれない。

「よし、こちらに決めたぞっ！」

　そんな家神の珠枝は意気込んでおにぎりを手に取ると、智宏の鼻先に突きつけた。

　このふたつのおにぎりには、ひとつは珠枝の苦手な梅干し、ひとつには珠枝の好物のタラコが入っている。

　父親を早くに亡くした智宏は、母ひとり子ひとりの家庭。

　そんな母も仕事で家を空けていることが多いので、簡単な食事ぐらいは智宏が自分で用意する。このおにぎりも智宏のお手製であった。おかずを用意するのも面倒なので、簡単におにぎりですませてしまおうというわけだ。

「うむ、これこそタラコに違いない」

　この朝の忙しい時間に、なにを珠枝としているのかといえば、おにぎりの中身を当てるという馬ば鹿か馬ば鹿かしい勝負であった。

　今朝、智宏が学校の準備をしていると、突然、珠枝が一緒に行きたいと言い出した。

　もちろん、珠枝を学校になんか連れて行けるはずがない。

　しかし、珠枝は一度言い出すと強情なので、このおにぎり勝負でケリをつけようと智宏から提案したわけである。

　勝負のルールは、とても単純。

　ふたつのおむすびのうちから、珠枝が好物のタラコおにぎりを引き当てれば勝ちである。

「本当にそっちでいいんだな？」

　そう宣言する珠枝に、智宏はにんまりと笑った。

「――と見せかけて、実はこっちだ。こっちこそがタラコなのだろう!?」

　智宏の表情を見た珠枝は、あわてておにぎりを交換する。

　それを見た智宏は、どんよりと顔を曇らせた。

　そんな智宏の様子に、さっきまでお悩みモードだった珠枝の顔がぱああっと晴れ上がった。

「ふふふふっ、生まれたときから貴様のことを見守ってきたワシにとって、その心中を読み取ることなど、醤しよう油ゆとソースを見分けるぐらい容易たやすいことよ」

「おまえ、よく間違えてるじゃないか」

「ええい、それはたまたま醤油を使いたい気分だったのだ」

「コロッケに醤油？」

「ううっ……」

「刺身にソース？」

「ううっ、う……うるさ～いっ！　そんなことはどうでもいいのだ。おのれ、この罰当たりめ。いますぐ、その顔をほえ面に変えてやるから覚悟しておれ」

　智とも宏ひろのツッコミにかんしゃくを起こした珠たま枝えは、両手でおにぎりを持って思いっきりかぶりついた。

「んんっ!!」

　人形のように整った珠枝の顔が、一瞬でクシャッと中央に寄った。

　見ている智宏のほうも、思わず口の中が酸すっぱくなってしまうような顔。

　智宏のハッタリに見事にひっかかり、ハズレの梅干しおにぎりを食べてしまったのだ。

　智宏は梅干しおにぎりも好きだが、お子ちゃまの珠枝はかなり苦手。梅干しの匂においを嗅かぐだけで、酸っぱそうな顔をするぐらいだ。

「中身はなんだった？」

「ううううううっ、タラコだっ！」

　顔をクシャクシャにさせたまま、珠枝は涙目で答える。

　この期に及んで、往生際が悪い神様だ。

　智宏は意地悪げににんまり笑うと、テーブルに肘ひじをついて身を乗り出した。

「本当に？　残りのおにぎりを見せてみろよ」

「なっ、待てっ！」

　智宏がのぞき込もうとすると、珠枝はあわてて手に残っていたおにぎりを口に放ほうり込んだ。

「うっ!!」

　艶つややかな黒髪が感電したように逆立って、顔が赤くなったり、青くなったり。珠枝は口を押さえて百面相を披露している。

「そんな無理して食べなくてもいいのに……梅干しだったんだろ？」

「ち、ちはうのは。タハコだったのは」

　どうやら口には梅干しの種が残っている様子。

　この酸っぱい塊をどうしたらよいのか四苦八苦して、なるべく口の隅っこに押しやろうとしているのが、外から見ていてもわかる。

「じゃあ、口の中に入っているのはなんなんだよ？　梅干しの種じゃないのか？」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ。眼がん力りきを使って口の中をのぞくなど無礼であろう！」

「そんな便利なことできないよ。おまえのほうがよく知っているだろ？」

　まったくどの口が卑ひ怯きようというのだか。

　確かに智とも宏ひろの目には少しだけ霊力があり、普通の人には見えないモノが見えることがある。だが、だからといってなにかを透視するような力はない。

「とにかく、これで勝負は俺おれの勝ちだな。約束通り、おとなしく留守番していろよ」

　これ以上はつきあっていられないので、智宏は残りのおにぎりを手に取って、立ち上がった。そろそろ家を出ないと本当に遅刻してしまう。

　夏休みが終わった二学期の初日から遅刻なんて格好がつかない。

「ちょっと待て、ワシも一緒に行くのだ！」

　珠たま枝えは口を押さえながらも帽子を頭に乗せて、リュックを背負おうとする。

「いい加減にしろって。だったら、ちゃんと口の中を見せてみろ」

「なっ、わ、わかった。ちょっと待っていろ」

　珠枝はそういいながら、テーブルの麦茶を口にした。

　そんな珠枝にすかさず智宏は耳元で囁ささやく。

「……梅干しの種を飲み込むと、ヘソから芽が出るぞ」

　それを聞いて、珠枝は口からブーッと麦茶を吹き出した。

　なんとも行儀の悪い神様である。

「そんな馬ば鹿かな……ん、んんっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　珠たま枝えは口とお腹なかを交互に押さえてあわてふためく。

「どうした？」

「うわっ、飲んでしまった。飲んでしまったぞ、智とも宏ひろ！」

「なにを飲んだって？」

「種だ、種を飲んでしまった。おまえが驚かすから飲んでしまったではないか！」

「けど、さっきのおにぎりはタラコだったんだろ？」

「も、もちろんタラコだったが、このタラコには種があったのだ。タラコの種を飲んでしまった」

「ほお、最近のタラコには種があるのか」

「どっ、どうする智宏。ヘソから芽が出てしまうぞ。どうしたらいいのだ!?」

「さっさとトイレに行くんだな」

　それを聞いた珠枝は、一目散にトイレに駆けていく。

　その姿には神の威い厳げんの欠片かけらもない。

「たく、朝から疲れさせるなよ……」

　とはいえ、おかげでようやく学校に行けそうだ。

　智宏は珠枝に気づかれぬようこっそりと玄関に向かいながら、おにぎりを頬ほお張ばる。

　やっぱり中身はタラコであった。



    

  
    
      
第一話　伝説のお嬢様がやってきた





　高校一年生の夏休みは終わってしまった。

　今日から長い二学期の始まりだ。

　とはいえ、まだまだ残暑は厳しい。

　通学路の途中にある稲荷いなり神社の境けい内だいには、夏祭りの準備でやぐらが組まれ、夜店の区割りが進められている。

「今晩は夏祭りか。珠たま枝えのやつふてくされているだろうから、祭りではしっかりサービスしてやらないとな」

　毎年、この新学期の時期にお稲荷さんでは夏祭りがある。どうせならお盆休みにやればよいと思うのだが、古くからの伝統でこの時期に行うことになっているそうな。

「去年は、辰たつ則のりと行って……途中で、瑞みず穂ほと会ったんだっけ。瑞穂は今年も浴衣ゆかたを着てくるのかなぁ？」

　智とも宏ひろが神社のほうを眺めながらぼんやり歩いていると、ちょうどいま思い出していた有あり坂さか瑞穂が声をかけてきた。

「智ともちゃん、おはよう」

　瑞穂とは同級生。夏休みの間も時々会っていたが、制服姿の瑞穂はひさしぶりだ。

「あれっ、瑞穂、前髪変えた？」

「うん、いままでのは、ちょっと子供っぽいかなって思ったから」

　夏休み前まではおでこを出していた瑞穂だったが、今朝は前髪をふわりと下ろしていた。ちょっとしたイメージチェンジだったが、確かにこっちのほうが少しだけ大人っぽく見える。

「……似合うかな？」

　眼鏡めがね越しの上うわ目め遣づかいで、瑞穂はやや小さな声で尋ねてきた。

「ああ、そっちのほうがいいかも」

「ほんとに？　よかったぁ！」

　瑞穂は両手を合わせて、ぴょこぴょこ飛び上がりながら喜んでいる。

　朝からずいぶんと上機嫌だ。

「今日から新学期だっていうのに、ずいぶん嬉うれしそうだな」

「だって、また一緒だなって思うと……ね？」

「まあ、ひさしぶりにクラスのやつらに会うのは楽しみだけどさ。俺おれは、夏休みが終わったほうがダメージでかいな」

「もうっ、そういうことじゃないんだけどなぁ」

　ぷうと頬ほおを膨らませながら、瑞みず穂ほは智とも宏ひろの頬をつまんだ。

「顔にお弁当をつけて、ひさしぶりだからお寝坊さんだったの？　急がないと遅刻だよ」

　瑞穂が取ってくれたのは、歩きながら食べていたおにぎりの米粒。

「おまえだって遅いじゃないか」

「私は智ともちゃんのこと待っていてあげてたのぉ」

　瑞穂は心外そうな声をあげると、つまんでいた米粒をパクリと食べてしまう。

「そりゃあ悪かったな」

　なんだか米粒を取られたことが妙に照れくさくて、智宏は思わず顔を赤らめてしまう。そんな智宏の様子に気づいたのか、瑞穂も自分の指先を見つめて、ぽぉっと赤くなった。

「遅くなったのは、珠たま枝えのやつが――」

　智宏は照れ隠しに、あわてて話題をそらすことにした。



「あははは、珠枝ちゃんらしいなぁ～」

　通学路を二人で並んで歩きながら、智宏は朝のおにぎり勝負のいきさつを瑞穂に話してやった。

　瑞穂は珠枝が家神であることを知る、数少ない友人のひとりだった。

　家神が住む家には、福が舞い込むといわれている。

　だが、もしもそのことを他人に知られれば、好奇心や妬ねたみからいらぬトラブルを引き起こすことになるだろう。なにしろ家神に家に居着いてもらうことは、宝くじで一等を当てるぐらい希け有うな幸運らしいのだ。

　智宏も幼い頃ころ亡くした父親の言いつけを守り、珠枝のことを誰だれかに吹聴するようなことはしないようにしている。だから、もしも珠枝に学校に来られたりしたら、なんて説明すればいいのか困ってしまう。

「笑いごとじゃないよ。珠枝のやつ、しつこくて、しつこくて」

「珠枝ちゃんの気持ちはわかるけどね。でも、学校ぐらいは我慢してくれないとな……私のホームグラウンドなんだから」

　後半は小声でなにをいっているのかわからなかったが、瑞穂は拳こぶしを握って「うしっ、頑張れ、私」とかいって、気合いを入れるようなポーズを取っている。

　どうやら、瑞穂は本当に学校が好きらしい。

「……あれ？」

　両側に田んぼが延々と広がる田舎道を二人で歩いていると、少し先に見かけない学校の制服を着た女子がいるのに気づいた。

　黒い半はん袖そでに長めのスカート。どこか上品な印象を受けるセーラー服。

　ただ、制服よりも目が行くのは彼女自身の髪の色だった。

　朝あさ霞がすみのような透明感のある銀色の髪。

　それは不思議ととても自然な雰囲気で、智宏の目には彼女が銀髪であることは当然のことのように見えた。

　セミロングの髪を軽やかに風になびかせながら、彼女は遠くを見つめている。

　なにを見ているのかはわからなかった。その視線の先には、智とも宏ひろの通う学校と、あとはずっと続く田畑ぐらいしかない。

　一瞬、そんな銀髪の彼女の姿に見とれていた智宏だったが、すぐに別のものに目が移った。

　彼女の背後に、ふわふわと浮かぶぼんやり黄色がかった光が見える。

　それはただの光ではない。

　智宏の眼がん力りきをもって初めて見ることのできる、鬼おに火びと呼ばれるものだ。

　もっと力を増せば眼力を持たない普通の人にも見えるだろうが、この鬼火の力はとても弱い。通常、鬼火は暗いところに現れるモノだ。こんな朝っぱらから、太陽の下に現れることなど珍しい。

　さっきから彼女のまわりを離れないところを見ると、もしかすると鬼火はあの女子に取り憑ついているのかもしれない。ならば、こんなところに現れたことも納得できる。

　それほど害のあるモノではないと思うのだが、だからといってそのまま見過ごすのも気が引けた。

「ちょっと待ってて」

　智宏は瑞みず穂ほにそういうと、あぜ道に生えていた草を一本引き抜いた。

　朝露に濡ぬれる、名も知らないただの雑草。

　智宏はそれを持って彼女の背後に歩み寄ると、鬼火の浮かんでいるあたりでさらさらと振る。

　その途端、鬼火は空中に溶け込むように薄れて、やがて見えなくなってしまった。

　きっと嫌がってどこかに去ったのだろう。

　これは簡単なお祓はらいだった。

　神社でお祓いのときに、御ご幣へいと呼ばれる白い紙の房がついた棒を振るのと同じ理屈だ。

　御幣ももともとは榊さかきという木の枝を使っていたものが変化したというのだから、そのへんの草で代用できないわけがない。それに朝露にも邪を祓う力があるそうな。

　智宏としては鬼火を邪悪なものとは思っていないが、あまり人間に近づきすぎればいらぬトラブルを生むこともある。それを心配して、用心のために祓っただけだった。

「……ん？」

　気づくと彼女が、こちらをじっと見つめていた。

　朝っぱらに、草を手に持って振り回している高校生――かなり頭の悪い絵面である。

「あ、あははは……いやぁ」

　智宏は愛あい想そ笑いを浮かべながら「いま持っていることに気づきました」とばかりに、手に持っていた草をぽいっと投げ捨てる。

　ところが彼女の視線は動かない。

　じっとこちらをいぶかしげに見つめている。

　いま気づいたが、彼女はかなり可愛かわいかった。

　髪の色から外人かとも思っていたが、顔立ちは日本美人そのもの。

　切れ長の目に、繊細で整ったまつげが影を落としている。

　小ぶりな鼻に、きゅっと閉じられたピンクの唇。

　色白の肌。細い首筋。

　アイドルのようにこちらに訴えかけてくるような美しさではなく、ひっそりと名画の中にたたずむような静けさをもった美しさだった。

　そんな思わず見とれてしまうような美少女が、智とも宏ひろのほうを見つめている。

　しかも、かなり不機嫌そうに……

「あのぉ」

　さすがに居心地悪くなった智宏がおそるおそる口を開くと、それを制するかのように彼女はいった。

「あなたが稲いな村むら智宏ですね」

　いきなり初対面の相手にフルネームで呼ばれて、智宏は思わずドキッとした。

「な、な、なんで俺おれのこと知ってるの？」

　思わずどもってしまう。なんとも挙動不審に態度だ。

　そんな智宏のほうを、彼女はじいっとにらんでいる。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだかわからないが、どうも怒っている様子だ。

「どこかで会ったっけ……？」

　智とも宏ひろには、彼女を怒らせるような心当たりはない。

　しかし、向こうはこちらの名前を知っているのだ。誰だれなのか、早く思い出さないと立場はどんどん悪くなりそうだった。

　智宏がじっと見つめていると、その視線に気づいたのか、彼女はあわてて両手で自分の身体からだを隠すような仕草をした。

「そ、そんな破は廉れん恥ちな目で見ないでください」

　まるでエロ親父おやじに着替えをのぞかれたといった表情でこちらをにらんでいる。

「は、はれんち……？」

　あまり使わない言葉なので、智宏はその意味を理解するのに数秒を要した。

　そうこうしている間に、彼女は智宏から逃げるように脇わき道みちへと走り去ってしまった。

　おとなしそうな外見とは裏腹に、その逃げ足は驚くほど速い。

「なんだぁ～？」

　智宏が呆あつ気けに取られていると、いきなり耳たぶを引っ張られた。

「智ともちゃん、いったいあの子になにをしたのかな？」

「いた、いたたたっ、なにもしてないってば！」

　瑞みず穂ほは智宏の耳たぶをぐいぐい引っ張りながら、にこにこと笑顔で問いかけてくる。

「嘘うそいわないの。いったいどんな破廉恥なことしたのかな～？」

　どうやらさっきの言葉を聞かれていたらしい。

「本当に知らないんだよ。あんな可愛かわいい子だったら、一度会えば忘れるはずはないんだけど――いだだっ！」

　耳たぶをつかむ瑞穂の手に、さらに力が加えられる。

「どういう関係なのかなぁ～？」

　さっきまでの笑顔は、いつの間にか背後から炎が燃え上がっているような怒りの表情に一転していた。

「ちぎれる、耳がちぎれてしまいます、瑞穂さんっ！」

　智宏が悲鳴をあげると、瑞穂はようやくその手を離してくれた。

　凄すごい腕力だ。リンゴをジュースにすることぐらいわけないんじゃないだろうか。

「ふんっ、もう知らない！」

　さっきまでニコニコ顔だったくせに、瑞穂はぷりぷり怒りながら、さっさと先に行ってしまった。

「なんだよ、まったく」

　わけもわからず女の子二人に怒られて、智宏は耳たぶを押さえながら、その場で首を傾かしげることしかできなかった。
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　ひさしぶりに会ったクラスメイトとの対面もそこそこに、智とも宏ひろたちは始業式のために体育館へと移動する。

　一応冷房はついているようだが、生徒がこれだけ集まると、やはり体育館の中は蒸し暑い。用意のよい先輩たちは、うちわ代わりに下敷きを持ってきたりしている。

「あちぃ～、俺おれも来年は忘れずに持ってこよう」

　先生たちの準備が整うまでは、しばしのおしゃべりタイム。

　智宏は手で首筋を扇あおぎながら、仲のよい友人である桑くわ野の辰たつ則のりに声をかける。

「よう、元気だったか？」

「これが元気に見えるか……？」

　どんよりとした目で辰則はこちらをにらんだ。

　いつもは元気が溢あふれすぎて、こちらが迷惑するぐらいの男なのだが、今日はがっくりと肩を落としてやけに生気がない。

「どうしたんだ、いったい？」

　友人のただならぬ様子に、智宏も真剣な顔で尋ねる。

「夏が……夏が終わっちまったんだよぉ」

「えーと……？」

　いうまでもなく、本日も真夏日の連続記録更新中。外では、朝からセミが景気よく鳴いている。

「まだまだ、夏真っ盛りだぞ？」

「馬ば鹿か野郎。俺の夏はもう終わったんだよっ！　高校一年の夏休み、たったひとつの出会いもないままに終わってしまった」

「あ～、それはそれは……」

　そういえば、辰則が夏休み前に「今年の夏こそ彼女を作る」と胸を張って宣言していたことを思い出した。

　この男は思い込みが激しいぶん、失敗すると落ち込み度合いも人一倍という難儀な性格をしている。この様子だと、きっと夏休みの戦果は無む惨ざんなものだったのだろう。

　ここはあえて詳しく聞かないことが友情だ。

「また、来年があるさ……なっ？」

　我ながら大人な対応だと思いながら、辰則の肩をポンポンと叩たたいてやる。

「高校一年の夏休みは、人生で一度だけなんだよ。おまえにそれが……それが……」

　人生の落らく伍ご者しやといった顔をしていた辰則の表情が、次第に変化してきた。

「なんだ、その余裕の態度は。まさか智宏、おまえ彼女ができたとか？」

「いやいや、それはないけど」

「そりゃあそうか。俺でさえまだなのに、おまえにできるわけないよな」

「失礼なこというな」

　すると、辰たつ則のりはにんまりといやらしい笑いを浮かべた。

「まあ、おまえには幼なじみの有あり坂さかがいるから安心だけどな」

「み、瑞みず穂ほとは別に……」

「けど、一緒に遊びに行ったりするんだろ？」

「ん、まあ海水浴に一度行ったりな」

「なんだよ、おまえらもうアツアツじゃないか！」

「いやいやっ！　もちろん、二人きりじゃなくて、他ほかにもいっぱいいたんだよ」

　妙な誤解をされたくないので、智とも宏ひろはあわてて言葉を付け加えた。

「ふーん。けどさぁ、有坂は真ま面じ目めなぶん、やきもち焼きっぽいから大変だぞぉ。今朝も、なんか怒ってたみたいじゃないか？」

　辰則の言葉に、智宏は向こうの列に立つ瑞穂をちらりと見る。

　今朝、あの鬼おに火びに憑つかれた女子に智宏が妙な因いん縁ねんをつけられてから、瑞穂はずっと不機嫌だった。

　もしかして、あれはやきもちなのだろうか？

　そう考えると、智宏もちょっとむずがゆい気がする。

「あれは、誤解なんだけどなぁ」

「んっ、んっ？　なにが誤解なんだ？」

　智宏の肩に肘ひじをおいて、辰則はニヤニヤ顔だ。

　どうやら瑞穂と喧けん嘩かでもしたと思って喜んでいるのだろう。

「よけいなお世話だよ」

「おまえみたいなやつが、女子にやきもちを焼いてもらえるだけありがたいと思えよなぁ。お互いモテないコンビなんだから」

「そんなもの結成したつもりはないっ！」

　そうこうしているうちに、ようやく壇上に校長先生が立って挨あい拶さつを始める。

　智宏の高校の校長は、丸まる眼鏡めがねをかけたとても背の低い初老の女性で、いつも微ほほ笑えみを絶やさない優しそうな人物であった。その外見通り、話のわかる気さくな校長なので、生徒たちにもたいへん好かれている。

『――というわけで、なんだかみなさん暑そうですし、私からのお話は短めに切り上げましょうかね』

　校長の優しい心遣いに、思わず生徒たちからも拍手がわき上がる。

　まるでご近所さんに挨拶するように、ぺこりとみんなに会釈をしながら立ち去ろうとする校長は、ふと思い出したようにまたマイクのところに戻った。

『そうそう、今週中にも新任の英語の先生がいらっしゃいますので、みなさんよろしくお願いしますね』

『いや、校長。それは私のほうから説明すると、事前に打ち合わせを……』

『あらあら、そうでしたっけ。ごめんなさいね、あなたのお仕事取ってしまって』

　壇上での校長と教頭のやりとりに、生徒たちは大爆笑であった。
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　校長のはからいで手短に済んだ始業式を終えて、智とも宏ひろたちは教室に戻っていた。

「は～い、みなさん席に着きなさ～い」

　クラス担任の本ほん間ま先生が、ざわつく生徒たちに呼びかけながら教室に入ってくる。

　ほんわりウェーブヘアーのメガネッ子教師である本間先生はクラスの人気者。

　優しいお姉さんといった本間先生に恋いこがれ、「年の差なんて関係ないぜ」といった危険思想を持っている男子生徒は何人もいる。

　ただ、生徒にはモテているようだが、私生活での浮いた噂うわさはあまり聞かない。田舎のことなので、もし本間先生に特定の相手がいるということなら、すぐに学校中に広まってよいものだが……

「やっぱり、本間先生はいいなぁ」

　智宏の後ろの席で、辰たつ則のりがうっとりした声で呟つぶやいている。

　どうやらここにもひとり本間先生のファンがいるらしい。

「ほらぁ、みなさん静かにしてくださ～い」

　本間先生は出席簿を片手に教卓の前に立つ。

　その出席簿にはカモメッピというファンシー系のマスコットがストラップのごとくぶら下がっているあたり、教師としての威い厳げんがゼロに等しい。

「え～と、驚かないでくださいね。今日から、このクラスに転校生がきます。なんとあの清せい蘭らん女子学院から、我が校に転校してきたんですよ～」

　教卓に身を乗り出して、本間先生が少し興奮した面おも持もちで告げた。

　一瞬遅れて、クラス全体にどよめきが起きる。

「清蘭って、あの清蘭から？」

「なんだって、ウチみたいなところに転校してきたんだろう？」

「お、お嬢様なのか。お嬢様が来るのか？」

「こんなことなら、朝メシに納なつ豆とう食べてこなけりゃあよかったぁっ！」

　田舎の平凡な高校生たちは、その名を聞いただけで大騒ぎだ。

　世事にやや疎うといところのある智宏であっても、清蘭女子学院の名前は知っている。

　庶民には永遠に縁がないような上流階級のお嬢様たちが、しずしずとお淑しとやかに通っているという名門中の名門女子校である。智宏の暮らす町から遠く離れた地にあるというのに、その噂はちらほらと聞こえている。

　なんでも、運転手つきリムジンが送迎バス代わりだとか。

　学食が三つ星レストランだとか。

　教師がみんなおフランスの人だとか。

　たぶん、全部嘘うそだろうという話ばかりだが、マスコミを含めて外部に情報を漏ろう洩えいさせないお嬢様たちの城であるが故ゆえに、そのような根も葉もない噂うわさばかりが流れるのもいたしかたないことだろう。

　そんな生きた伝説ともいえるお嬢様が転校してくるというのだから、それで盛り上がらないわけがない。

　そして誰だれよりも盛り上がっているのは、誰あろう智とも宏ひろの後ろに座る馬ば鹿かであった。

「と、と、と、と、智宏、清せい蘭らんだってよ。どうする、どうするよ。なんか、俺おれの時代が到来してきた予感がするぞ！」

　明らかに挙動不審な様子を見せる辰たつ則のりに、智宏としては他人のふりをしたい気分でいっぱいだった。

「稲いな村むら君、後ろの人をおとなしくさせてくださいねぇ。でないと先生、恥ずかしくて転校生を紹介できませんから」

　おっとりとした口調で、割と辛しん辣らつなことをいってのける本ほん間ま先生。

　別に辰則の保護者ではないのだが……と不満に思いながらも、智宏は後ろで興奮絶頂の馬鹿をなだめる。

「落ち着け、落ち着け。よく考えてみろ。お嬢様だからって、必ずしも美人とは限らないんだぞ。天は二物を与えずっていうだろ？」

　とはいえ、智宏も健康な男子高校生である。

　お嬢様高校からの転校生となれば、期待で心臓は高鳴った。

　そんな気持ちを悟られないように、智宏は辰則にささやく。

「あまり期待しないほうが、裏切られたときのショックが小さいぞ」

「おまえ……夢がないなぁ」

　ようやくクラスの恥部が静かになったので、本間先生は廊下にいるらしい転校生に入ってくるように呼びかけた。

「……失礼します」

　音もなく教室の戸を開けて、しずしずとお淑しとやかに入ってきたのは――

　智宏がその転校生の姿をしっかりと確認前に、絶叫が耳をつんざいた。

「イヤフ―――ッ！　いま、俺、絶頂っ！」

「ええい、うるさいっ！」

　辰則の頭をわしづかみにして席に座らせると、智宏は落ち着いてもう一度転校生の姿をじっくり確認した。

　さっきまでの大騒ぎとは打って変わり、クラスは低いざわめきに包まれている。

　その気持ちはわからないでもない。

　本間先生の横に立つ転校生は、たとえ清蘭女子学院から来たといわれなくても、誰もがお嬢様と太たい鼓こ判ばんを押すほどのベスト・オブ・オジョーサマであった。

　しかし、智とも宏ひろはみんなとは別の意味で息を呑のんだ。

「あの子って、朝の……？」

　誰だれあろう、彼女こそは朝の通学路で智宏に「破は廉れん恥ち」の烙らく印いんを押した、あの銀髪の美少女だったのだ。

　智宏はやや警戒しながら、両の目に力を込めて、あの鬼おに火びの気配を探る。

　あんなものを学校にまで連れてこられたら大変だ。

「なんだよ、おまえだってすっかり見とれてるじゃないか」

　後ろの席から辰たつ則のりが身を乗り出して、不満げにいう。

「いや、俺おれは違うって！」

　眼がん力りきを使って凝視していたせいで、辰則によからぬ誤解をされてしまったようだ。

　ただ、幸いなことにいまは鬼火の気配は感じられなかった。

　やはり朝のことはたまたまだったのだろう。

「みなさん、初めまして。加か茂も遼りよう子こと申します。転校してきたばかりで、まだなにもわかりません。いろいろと教えていただけたら嬉うれしいです」

　遼子はそう挨あい拶さつをして、深々と頭を下げた。

　クラスのみんなも、つられて頭を下げる。

　なんだか妙な光景に思えたが、かくいう智宏もつられて頭を下げていた。遼子の物腰は思わずこちらが恐縮してしまう、そんな本物の空気を漂わせていた。

　そこに立っているだけで、思わずこちらもお行儀がおよろしくなってしまいますわ、といった感じ。ああ、庶民とはなんと情けない生き物なのだろう。

　さすがは清せい蘭らん女子学院からの猛も者さ――ベスト・オブ・オジョーサマ。

　瞬時にこの教室を自分の支配下に置いてしまった。

「じゃあ、加茂さんの席はこの列の一番後ろでいいかしら？」

　生徒たち同様、ちょっと緊張気味の本ほん間ま先生は一番後ろの空き席を指し示す。

「いょほほほほほっ。ウェルカム、カムヒアー、我が運命の出会い！」

　智宏の後ろで、辰則が小声で奇声をあげるという器用なことをしていた。

　そう――その空き席とは、智宏のすぐ隣の席だった。

　この偶然には辰則ならずとも、智宏だって「もしかして、これって運命の出会いかも」などという、妙な考えにとらわれそうであった。

　ところが、そんなに人生甘くない。

　本間先生に席を示された途端、クラス全員を魅了していた遼子の表情が曇った。

　もう季節外れの雪でも降ってきそうなぐらいの、どんよりっぷりである。

「ど、どうしたのかな？」

　いつもおっとりの本間先生も、突然、この世の終わりのような顔になった遼子に戸惑い気味だ。

「あの……わがままだとは十分に承知しておりますが、あの席は……」

「なにか都合が悪いのかしら？」

「あちらのかたが……ちょっと怖くて」

　遼りよう子こはおずおずと手のひらを上にして智とも宏ひろたちのほうを指し示した。人を指差さないところは、さすが礼儀正しいお嬢様だ。

「ああ、桑くわ野の君はちょっとお茶目なところはあるけど、悪い子じゃないのよ」

　本ほん間ま先生が優しくフォローを入れると、遼子は弱々しく首を横に振った。

「いえ……あちらのかたではなくて、稲いな村むらさんがちょっと……」

「ちょっと？」

「あのかたは、私を破は廉れん恥ちな目で見るものですから」

　そんな遼子の言葉に、クラス全体にどよめきが走る。

「ほらっ、おまえが妙な目でじろじろ見るから遼子様が困ってるだろう！」

　辰たつ則のりが後ろから思い切りこづいてきた。

「いや、さっきのはそういうわけじゃあ……って、いきなりなんで『様』づけなの？」

「稲村君、破廉恥って、いったいどんな目で見ていたの？」

　本間先生が疑いに満ちた目でこちらを見ている。

「いやいや、だから俺おれはなにも――」

　智宏は思わず立ち上がって弁明しようとしたが、それが図らずも公開裁判のきっかけとなってしまった。

　智宏が本間先生の質問になんと答えればよいのかと言葉を詰まらせていると、今度は多数の女子たちが黄色い声をあげる。

「なんて破廉恥なの、稲村君っ！」

「見損なったわ、女の敵っ！」

　恐ろしいことに、破廉恥であることはすでに確定事項らしい。

「だいたい、なんで遼子様がおまえの名前を知っているんだよっ！」

「そうだそうだ、うらやましいっ！」

「俺も呼んで欲しいぞっ！」

「いったい遼子様とどんな関係なんだ、すべて白状しろっ！」

　いつの間に「遼子様」が男子たちからの呼び名となったのかはさておいて、いままで仲のよいクラスメイトだったはずの連中が、まるで親の仇かたきのように智宏を糾弾し始めた。

　その先頭にいるのは、一番の友人のはずである辰則だ。

「この裏切り者め。貴様とのモテないコンビは、本日をもって解散だ！」

　バンバンと机を叩たたいて、涙ながらに抗議している。

「いや、そんなコンビ結成したつもりないから。それに、俺はなにもしてないんだってば！」

　しかし、智宏の必死の反論も、絶対多数の怒声の中には虚むなしくかき消えるのみ。

　世の無情を智宏が感じていると、本間先生が口を開いた。

「みなさん、静かに！」

　いつものおっとりした口調ではなく、教師らしい威い厳げんのある声。

　そんな本ほん間ま先生のただならぬ様子に、教室はしんと静まった。

「有あり坂さかさん、加か茂もさんと席を交換してくれるかしら？」

　本間先生は智とも宏ひろたちとは離れた席に座っている瑞みず穂ほに尋ねた。

「はい、わかりました」

　瑞穂は短く返事をすると、自分の机と椅い子すを智宏たちのほうに運び出した。

　なにもいわれていないのに、他ほかの女子たちが空き席を、瑞穂の席と交換を始める。

　なぜか彼女たちがこちらを汚いモノのように見ているのは気のせいだろうか……

「わがままをいって申し訳ありません」

　遼りよう子こは本間先生と瑞穂に交互に頭を下げると、席を運んでくれている女子に小走りに駆け寄って、手伝おうとする。

「いいわよ、私たちがやってあげるから」

「でも、申し訳ないですから……」

「加茂さんって、お嬢様なのに、なんか腰が低いよね？」

「そ、その……私は全然お嬢様とかじゃありませんから」

「だから、そういうのがお嬢様なんだってばぁ。可愛かわいいなぁ～」

　二学期早々、意味不明のまま株が急降下している智宏とは対照的に、向こうではすっかり遼子と女子たちがうち解けている様子である。

　まあ、たとえ我が身が犠牲となっても、転校生の遼子がクラスに馴な染じめたのなら良しとしてやるか。こんな誤解、すぐに解けるだろうし……などと、ニヒルな笑みを浮かべる智宏の両耳を誰だれかが引っ張った。

「貴様のおかげで、遼子様の隣の席がっ！」

「智ともちゃん、あとでじっくりお話しましょうね……」

　耳を引っ張るのは辰たつ則のりと瑞穂。

　そして、さらに智宏の眼前にもうひとり――

「稲いな村むら君、あとで生徒指導室に来てちょうだいね。少しお話したいことがありますから」

　カモメッピのぶら下がる出席簿を胸に抱きながら、本間先生がニッコリと微笑ほほえんでいた。

「大丈夫、すぐに誤解は解けるはず……解けるはずだから……」

　遼子、辰則、瑞穂、本間先生という四し面めん楚そ歌か状態の中、智宏は静かに己に言い聞かせるのであった。



　　　　　◆◇◆



　二学期の初日は授業がなく、ホームルームだけで午前中のうちに下校となる。

　それなのに智宏だけは、昼食も食べずに午後二時過ぎまで学校に残されていた。

「先生は稲いな村むら君のことを信じていますからね。なにか相談事があったら、いつでもいってちょうだい」

　本ほん間ま先生は心配そうに生徒指導室から智とも宏ひろを見送っている。

　あれだけ身の潔白を訴えたというのに、完全に信用してもらうには至らなかったようだ。その事実に激しい徒労感を覚えながら、智宏は力なく廊下を歩く。

「腹減った……」

　朝、珠たま枝えとの勝負でおにぎりをひとつ食べただけなので、さっきから腹がぐうぐう鳴っている。

「あの転校生が妙なことをいったりするから……こんな目に……」

　さすがにこのいわれのない仕打ちの原因である遼りよう子こに、ふつふつと怒りがわき上がってきた。

「だいたい、俺おれがなにをしたっていうんだよ。破は廉れん恥ち、破廉恥って……」

　ガラスに映る自分の顔をじっと見てみる。

　遼子がいうほど、破廉恥な顔をしているとは思えないが。

「つーか、割とイケてないか？」

　智宏はガラスに映る姿を見ながら、あごに手をやってキリリッとモデルノリで決め顔をしてみたりする。

「あの……稲村さん？」

　とっくにみんな下校しており、廊下には誰だれもいないと思っていたのに、いきなり呼びかけられた。

「うわっ！」

　アホなことをしているところを見られて、智宏はわたわたと声のしたほうを振り返る。

「なにを驚いているのですか？」

　なんと、そこにいたのはすべての元凶たる遼子であった。

　誰もいない廊下で、余よ所その学校の制服を着て立つ遼子の姿は、完全にまわりから浮いていて現実味を感じさせない。

「や、やあ……どうも」

　さっきまでの勢いならば文句のひとつもいってやるところだったが、ガラスに向けて決め顔をしているなどという恥ずかしい場面を見られたせいで、智宏はすっかり弱気になってしまっていた。

「大切なお話があるんですが、お時間よろしいですか？」

　遼子は顔をうつむかせたまま、もじもじとした態度でいった。

　十中八九、誰もがこれから告白シーンだと思うようなパーフェクトなその仕草。

　しかし、遼子のせいでひどい目に遭った智宏は、男子たち垂すい涎ぜんの状況にも流されることなく――ということもなく。

「いったいなんの用かな？」

　キリリッとさきほど練習した決め顔で答えるのだった。

　智とも宏ひろも健康な男子高校生である。

「ここではちょっと……こちらでよろしいですか？」

　遼りよう子こがそそそっと智宏を導くように入っていったのは、誰だれもいない調理実習室であった。

　冷房も効いていない、だいぶ蒸し暑い教室。

　夏休み中、空気の入れ換えをしていないせいか、空気が淀よどんでじめっとした感じ。

　窓はカーテンがきっちりと閉められ、やや薄暗い。なんだか調理台の陰に誰かがいそうな妙な気配まで感じさせる。

　愛の告白をするには、だいぶ不快指数の高めな場所。

　ただ、そんな居心地の悪い教室の中にいても、遼子はどこまでも清せい楚そで涼しげな雰囲気を漂わせていた。

「ここで話……って？」

　二人きりの緊張感に耐えきれず智宏が尋ねると、遼子は愁いを帯びた瞳ひとみでじっと見つめ返してきた。

「真剣なおつきあいをしてくださるのですか？」

　智宏の心拍数が急上昇。

　これは告白？

　告白なのだろうか？

　智宏がドギマギしていると、遼子はさらに追い打ちをかけてきた。

「きちんと本気でおつきあいをするつもりなんですか？」

「ち、ちょっと待って。なんかいきなり過ぎて……俺おれなんていったらいいか」

　これがお嬢様高校流の告白なのか。

　さすが庶民とはひと味違う。

「いきなりなのは、そちらのほうではありませんか！」

　慣れないシチュエーションに戸惑っている智宏に、遼子は声を少し荒げる。

「へ……？」

　なんだか様子がおかしい。

　智宏は少しだけ冷静さを取り戻した。

「ごめん、ちょっと話が見えないんだけど？」

「だから真ま面じ目めな交際を……」

「俺が？」

「はい」

「きみと……？」

　智宏は確認するように、自分と遼子を交互に指差した。

「ぴぃっ！　なにをいっているんですか!!」

　突然、遼子はヤカンの笛のような声をあげて激げつ昂こうした。

　両手の拳こぶしをわなわなと震わせて、じっと智とも宏ひろを上うわ目め遣づかいににらみつける。

　どう見ても、それは告白する相手を見る目つきではない。むしろ親の仇かたきを見るような目だった。

「いやその、こっちもなにがなんだか」

　なぜそんなに彼女が怒っているのかさっぱりわからず、智宏はなにか手がかりはないものかと遼りよう子こを観察する。

「だから、その破は廉れん恥ちな目で見ないでと、何度もいってますでしょう!?」

　遼子の叫びに呼応するかのように、調理実習室中に鬼おに火びが燃え上がった。

　蛇口の取っ手や、立ててある菜さい箸ばしの先などに、まるでろうそくに火がつくように拳ぐらいの大きさの炎が立ち上る。それは赤くはなく、冷たささえ感じさせる青い炎。

「やはり、あなたのことは許せない……」

　遼子の物騒な呟つぶやきを聞き入れたのか、鬼火はその大きさを少し増して、ふわりと宙に舞った。

　どうやら朝に鬼火が遼子に取り憑ついていると思ったのは、智宏の勘違いだったらしい。

　遼子のほうが、鬼火を従えているのだ。

「やめろ、火事になるぞ！」

「ご安心ください、この炎が教室を燃やすようなことはありません。あなたの魂を焼くだけです」

　遼子のいうとおり、鬼火がカーテンに触れても、炎が燃え移るようなことはなかった。

　とはいえ、魂を焼かれるといわれて安心できるわけがない。

　ふわふわ漂っているように見えるくせに、鬼火の動きは素早かった。

　空中を燃え広がるように、するすると音もなく疾走して、智宏を取り囲む。

　カーテンは燃えなかったというのに、鬼火が近づくと智宏の肌にはチリチリと熱気――というか、突き刺すような痛みが感じられた。

　やはりただの火とは違うらしい。

「……って、そんな冷静に分析している場合かよっ！」

　頭上を漂う鬼火を避けるため、なりふり構わず智宏は身をかがめた姿勢で逃げまどう。

　しかし、相手の数は多く、しかも見事に連携した動きを見せて、智宏の逃げ道に先回りをしてくる。

　炎が鼻をかすめると、突き刺すような痛みと同時に、視界から色彩が抜け落ちるような感覚がした。強い日差しの下を歩いていて、いきなり暗い場所に入ったときのように、まわりすべてが灰色っぽく見える。

　これが魂を焼かれるということなのだろうか？

「そこまでです。すぐにすみますから」

　遼子の声に智宏はハッとする。

　いつの間にか壁側に追い詰められていた。もう逃げ場はない。

「逃げると、よけい痛いことになりますよ？」

　いくつもの鬼おに火びが横に整列して鎖のようにつながりあい、智とも宏ひろを包囲した。

「やばっ……」

　壁に背を預け、じりじりと身体からだを低くしながら、智宏はなんとか逃げ出す隙すきを探していると、唐突に誰だれかが声をかけてきた。

「あのぉ、ここでなにをやっているんですか？」

　いったい、いつからいたのだろうか。

　制服を着た女子が、調理台の陰から顔を半分だけだして、少し怯おびえたような表情で智宏たちを見つめていた。

「あなたは……？」

　突然現れた女子に、遼りよう子この気がそれた。

「チャンス！」

　一瞬、鬼火の連携が乱れた隙に、智宏はスライディングをするように包囲の下をくぐり抜ける。

「逃がしませんよ！」

　智宏の動きに気づいた遼子は、腕をふるって鬼火を操る。

　いくつもの鬼火が一塊になって巨大な炎へと変化した。

「一気に押しつぶしなさい！」

「しまった――？」

　完全に炎に包まれたと思った智宏だったが、なぜか痛くもかゆくもない。

　振り返ると巨大な木皿のようなものが、智宏の背中を守るように立ちはだかっていた。

　それが鬼火から智宏を守ってくれたのだ。

「なんだ……これは？」

　よく見るとそれは皿ではなく、巨大な面だった。

　お祭りなどで見かけることのある、ひょっとこの面である。

　この緊迫した状況で、そのおどけた顔は場違いな気がしたが、ともあれこの面が自分を助けてくれたのは間違いない。

「大丈夫ですかぁ？」

　いつの間にか智宏のかたわらには、さっきの女子がいた。

　大きな黒い瞳ひとみに、ぷにっとしたやわらかそうな頬ほお。

　きっちり真ん中わけをした前髪を、髪飾りでとめている。

　やや童顔なので、智宏と同じ学年かとも思ったが、なんとなく年上のような雰囲気もある。どこかとらえどころのない、不思議な女子だった。

「あ、ありがとう……きみは？」

「マドカといいます。この学校の守り神をやらせていただいております」

　見た目は女子高生のマドカは、少し怯えた顔で面を構えながら答えた。

「……邪魔をしないでください。他ほかのかたは巻き込みたくありません」

　そのやりとりを聞いていた遼りよう子こは、やや身構えるようにして呟つぶやいた。

「で、でも、校内で喧けん嘩かは……いけないと思います」

　マドカの忠告はあまりにか細く、遼子の耳には届かなかったようだ。

　じろりと智とも宏ひろたちを守るひょっとこの面をにらんだ遼子は、おもむろに両腕を横に広げる。

　すると、いままでひとつに固まっていた鬼おに火びが再び分裂した。

「あわわわっ、ど、どこから来るですか？」

　敵が複数になった途端、マドカは面をどこに構えてよいかわからずにオロオロと取り乱し始めた。

「おい、こっちだっ！」

　智宏はマドカの腰を抱いて、迫ってくる鬼火を横っ飛びにかわす。

　ひょっとこの面の防御力はたいしたものだが、こうも相手の数が多いと分が悪い。

「壁を背にしろ。そうすれば一方向しか襲われない」

「すごいっ！　頭がいいんですね！」

　マドカは智宏に腰を抱かれたまま、感心したような顔をしている。

　智宏はマドカに面を構えさせたまま、じりじりと壁伝いに教室を移動する。鬼火を防ぐ術すべがあれば、まだ逃げる方法はある。

　幸いなことに、なぜか鬼火の動きもにぶい。

　この隙すきに――と思った智宏であったが、そのとき遼子の低い呟き声が聞こえてきた。

「いつまで抱きついているのですか……」

「えっ？」

「ぴぃっ、その子にいつまで抱きついているのですか、この破は廉れん恥ち男っ！」

　遼子の怒声と共に、ごうっと鬼火が唸うなりをあげた。

　いままで青かった炎が、真っ赤に変わる。

　その途端、教室内の温度が急上昇した。

「あっ、ああっ……！」

　鬼火の変化に真っ先に驚いたのは、遼子だった。

「駄だ目めよっ！　あなたたち、おとなしくなさい」

　遼子は鬼火をなだめるかのように両手を振るが、まったく効果はない。

　いままでのような統制の取れた動きではなく、不規則な動きでばらばらに教室内を漂い始める。

　智宏は熱気をはらんだ空気の中に、焦こげ臭くささを感じ取った。

「おい、天井が焦げてないか……」

　魂だけを焼くという炎から、鬼火は実際に熱を持った炎へと変化していたのだ。

「か、か、火事になっちゃいますぅ～！」

　マドカが涙目で智とも宏ひろに助けを求めてきた。

「助けて欲しいのはこっちのほうだよ」

　智宏は遼りよう子このほうをちらりと見るが、暴走する鬼おに火びにうろたえるばかりであてにはできそうもない。

「カーテンにでも燃え移ったりしたら、やばいぞ……」

　窓の近くを危なっかしくふらふら漂う鬼火を見て、智宏はピンとひらめいた。

「そうだ。このお面、借りるぞ！」

「え、えっ？」

　マドカの承諾を待たずに、智宏はひょっとこの面を手に取ると、一気に窓のほうへと駆け出した。

　途中、燃えさかる鬼火が智宏を遮る。

「ええいっ！」

　智宏は面を両手に構えて、そのままタックル。

　幸いなことに熱を持った鬼火にも、ひょっとこの面の力が有効だった。

　燃えさかる鬼火を千々に散らして、智宏自身には熱気すら感じさせない。

　持ち主のマドカは頼りないが、この面の力は絶大のようだ。

「これでおとなしくしろっ！」

　鬼火を蹴け散ちらしながら窓にたどり着いた智宏は、カーテンをつかんで全開にする。

　すると薄暗い教室に、夏の日差しが一杯に差し込んだ。

「そうか、鬼火は強い光が苦手だから……」

　智宏の意図を理解したマドカが、手をポンと叩たたく。

「こんな真っ昼間から鬼火なんてお呼びじゃないんだ！」

　智宏は続けて、他ほかのカーテンも次々と開いていく。

　その効果はてきめんだった。

　教室が明るくなるにつれて、鬼火の勢いはみるみる弱まっていき、最後のカーテンを開けたときにはすっかり見えなくなってしまった。

「よかった、どっかに行ってくれた……」

　天井が少し焦こげたようだが、どうやら大事には至らなかったようだ。

　教室内に満ちていた熱気も徐々に冷めていく。

　ホッと一息ついた智宏であったが、すぐに気を取り直して遼子と対たい峙じする。

　鬼火は去ったが、まだ遼子がなにかしかけてくるかもしれない。

　ところが、遼子の反応は意外なものだった。

「ぴぃぃ……ごめんなさい。鬼火たちが暴れてしまって」

　遼子は握った手を口元に当てて、おどおどした様子で謝った。

　鬼火が暴走したことを、本気で悪かったと思っているらしい。

「えっ……あ、まあその……」

　いきなりこんな素直に謝られてしまうと、智とも宏ひろとしても調子が狂ってしまう。

　自分を襲ったことをどのように問い詰めてやろうかと思っていたが、遼りよう子この殊勝な態度になんだか責めづらい気分だ。

　そんな智宏に横からマドカが抱きついてきた。

「ありがとうございます、ありがとうございます、学校を守ってくださって！」

　マドカは智宏の手を取って、ブンブンと勢いよく上下に振った。

「いや、別に俺おれは――」

「稲いな村むらさん……」

「お若いのに鬼おに火びが苦手なモノをご存じなんて凄すごいですね！」

「いや、そんなことよりも――」

「稲村さん……？」

　マドカに振り回されながら、智宏はよからぬ気配を感知していた。

　当然、その発信源は遼子しかいない。

　さっきまでおどおど顔だったのに、いまはすっかり怒りの表情。

　ビリビリと智宏を圧する殺気が甦よみがえっている。

「あれ……？　お、怒ってますよ。ねえ、怒ってますよ、あのかた」

　マドカも遼子の気配を察したのか、怯おびえたように智宏にしがみつく。

　すると、遼子はすうっと怒りの表情を抑えて、無表情となった。その変化はあまりに静かで不気味さすら感じさせる。

「お二人の関係はしっかり見届けさせていただきました。あなたのことは許せませんが、今日は学校に迷惑をおかけするところを助けていただきましたので、このまま引き下がります。後日改めて、このことについてはお話をさせていただきます」

　淡々と感情のこもらない口調で告げると、深々とお辞儀をして調理実習室を去っていく。その礼儀正しい態度が、逆になんだか空恐ろしい気がした。

　遼子の殺気から解放されてホッとした智宏だったが、すぐに我に返って、教室を出て行った彼女を追おうとする。

　聞きたいことは山ほどあるのだ。

「ちょっと待っ――うわっ！」

　駆け出そうとした智宏は、マドカに引っ張られて床に突っ伏してしまう。

「なにすんだよっ!?」

「す、すみません。あのかたが怖くて、腰が……」

　床にへたり込んだマドカが、智宏の腰に抱きついた姿勢のままで涙ながらに訴えかけてくる。

「お手間かけますが、私の部屋まで連れて行ってはくれませんでしょうか～」

「ううっっ！」

　智宏は遼子の去っていったほうと、マドカを何度も見比べて頭を抱える。

　マドカには助けてもらった恩もあるし、このまま放ほうっておくのはさすがに――と、ここで智とも宏ひろにふと疑問が浮かんだ。

「ところで、学校の守り神って……きみは何者なの？」

　マドカの部屋とは、この学校の生徒である智宏でさえその存在を知らなかった茶道室だった。

「へえ、この学校に茶道室なんてあったんだ」

「いまはもう使っていませんけどね。茶道を教えられる先生がいないそうで」

「そうか……そりゃあそうだろうな」

　畳敷きの部屋は、本当になにもなかった。

　がらんとしていて、かすかに畳のよい香りがするだけ。

「ここに住んでいるの？」

「住んでいるというのはちょっと変かもしれませんけど、なんだか居心地がよくてずっと前から居着かせてもらっています……あ、ここで結構ですから」

　智宏の肩を借りてここまでやってきたマドカは、膝ひざをついて畳の上をずりずりと進むと、部屋の中央にちょこんと正座をした。

「どうもお手間をおかけしました。なんだか逆に助けられちゃったみたいで申し訳ございません」

　マドカはそういって畳に手をつくと、入り口に立つ智宏に深々と頭を下げた。

「いや、こっちこそ巻き込んじゃって」

「以前は竈かまど神がみとして、もっとみなさんにご利り益やくを与えられたのですが、いまではすっかり力を失ってしまって……本当にお恥ずかしい限りです」

　顔をあげたマドカは、眉まゆを下げて「たははっ」と力なく笑った。

「竈神？」

「そうです……竈神のマドカ。よかったら私のこと憶えていてくださいね」

　少し寂しげな口調でそう告げると、マドカはすうっと畳の中に溶け込むようにしてかき消えてしまった。



　　　　　◆◇◆



　通常なら夏休みボケを治すためのリハビリのような新学期の初日は、智宏にとっては普通の授業がある日よりもくたびれる一日となった。

　夕方、へとへとになりながらようやく家にたどり着いた智宏は、力なく玄関の扉を開ける。

「ただいまぁ～」

　智宏の母親は隣の県にある大学に勤めており、朝は早く、夜は遅い。職場に宿泊することもざらである。

　珠たま枝えも家神とはいいながら勝手気ままに外をふらふらしているので、智とも宏ひろはひとりで家にいることが多かった。寂しいと感じるときもあるが、今日のような疲れた日にはひとり静かに過ごすのも悪くない……と思ったが。

「遅いではないか、智宏！」

　どうやら最後の憩いの場も、今日の智宏には許されないらしい。

　玄関に迎えに出てきた珠枝は、あるモノを腹にくくりつけていた。

「なにしているんだ、おまえは？」

　智宏は肩にかけていたカバンをずり落としながら、ほとほと呆あきれたという声で尋ねた。

「おかえりなさい、智宏さん」

　珠枝の腹にくくりつけられたモノが挨あい拶さつをしてきた。

　それは見たところ、白くて丸いクッションのようで、小さな浴衣ゆかたを着ている。

　顔の部分はつるつるののっぺらぼう。浴衣の袖そでからは短い手が出ており、珠枝の腹にくくりつけられているため、足は床についておらずぶらぶらしている。

　大きさは、珠枝が両手で抱えるのにちょうどよいぐらい。もしくは、尻しりに敷くのにぴったりサイズ。

　この妙なモノは、名を石いしの怪かいという。

　その名のとおり石の妖よう怪かいで、智宏の家の近所にある沼のほとりに住んでいる。

「石の怪、なんて格好だよ。いちおう妖怪町内会の会長なんだろ」

「それはそうですけど、珠枝様には逆らえませんから……」

　丸い頭を石の怪はポリポリとかく。

「で、珠枝はなんで石の怪を腹にくくりつけているんだ？」

「こやつは重し代わりだ！」

　珠枝は「どうだっ！」とばかりに、自慢げに答えた。

「いや、さっぱり意味わからないから」

「なんだ、智宏は物を知らんなぁ？」

　にいっと口の端をあげて、してやったり顔の珠枝。

　もう無視して自分の部屋に行きたい気分だったが、石の怪がなんとなく迷惑そうな顔をしていたので、助けてやるべくもう少し話を聞いてやることにした。

　妖怪たちの中でも、智宏と石の怪のつきあいは割と長いほうだ。そのつるつる顔からでも、石の怪の表情が読めるほどの仲である。

「今朝、飲んでしまった梅干しの芽が出てこないように、こうして石でヘソの蓋ふたをしているのだ。どうだわかったか！」

「まあ、私も石の怪ですので、石が必要といわれると断り切れず……」

　石の怪が手をぱたぱたさせて言葉を継いだ。

「あ～、その～」

　いったいどこから話せばいいのやらと智宏は言葉に迷う。

「不安な気分も、こうしてもふもふすれば癒いやされる。まさに一石二鳥の癒し療法。これで梅干しの種など怖くはないぞ」

　珠たま枝えは至福の表情で、腹に縛り付けた石いしの怪かいを揉もみまくる。

「あいかわらず素晴らしきもふもふ感。よいな、よいものだぞ、これはっ！」

「や、やめてください。そんなに揉んだら――あっ、ああっ！」

　この石の怪は、石のくせに揉み心地がもっちりもふもふとたまらなくよい感触だという特徴がある。もふもふしたモノに目がない珠枝にとって、この石の怪を揉むことはほとんど習性のようなものだった。

「ヘソに蓋ふたをしろなんて、いったい誰だれが……」

　そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい入れ知恵をしたのかと思ったら、その犯人らしき人物が奥からやってきた。

「智とも宏ひろさん、おかえりなさ～い！」

　石の怪をもふもふするのに夢中の珠枝の横をすり抜けて、玄関の智宏の首に抱きついてくる。

「好この香かも来てたのか――って、そんなに抱きつくなって！」

　見た目は年上のお姉さんな彼女も、実は人間ではない。

　近所のお稲荷いなりさんに生える桜の古木の精であった。

　正体が桜の木なだけあって、抱きつかれるとほのかに花の香りが感じられる。

　そして、そんな淡い香りで染め上げたような、桜色の着物姿。

　長い黒髪を後ろで編みあげており、抱きつかれたはずみで、透き通るような白いうなじが智宏の目に飛び込んでくる。これだけでも十分に心臓に悪いのに、遠慮なくぎゅっと抱きつかれて、豊満な胸が腕に押しつけられていた。

　普通の男子高生なら、これで理性はぶっ飛ぶところだろう。

　しかし、これまでの精神修養のおかげで、智宏はなんとか冷静さを保つことができた。

　その感触を惜しみつつも、抱きついてきた彼女をゆっくりと引きはがす。

「今日はなにしに来たんだよ？」

　彼女も妖よう怪かい町内会の一員で、石の怪と一緒に智宏の家によく遊びに来る。

　桜の精というのは人間の男を誘惑する性質があるらしく、なにかと智宏に色っぽくからんでくる。年とし頃ごろの高校生としては嬉うれしくもあり、困りものでもあった。

「いえ、別に用があってとかではないんですけどね。お昼に遊びに来たら、今日から学校だというから待たせてもらってましたぁ」

　そのしっとりした日本美人という外見には似つかわしくない、ぽかぽか陽気を思わせる明るい笑み。しかし、そのギャップもまた彼女の魅力のひとつであった。

「好香、智宏になれなれしくするなっ！」

　石の怪をもふもふしながら珠枝が怒ど鳴なった。

「珠枝様は石の怪に抱きついているんだから、私は智宏さんと……」

「ええい、ならば石いしの怪かいをくれてやるわ」

「あれ～、おヘソから芽が出てきてもいいんですかぁ？」

「ぐ、ぐぬぬぬっ」

　好この香かにいわれて、珠たま枝えはあわてて石の怪を「むぎゅう」と、お腹なかに押しつける。

「そうそう、そうして石で蓋ふたをしておけば、芽は出ませんから。しばらくの辛抱ですよ、珠枝様？」

　その隙すきに、好香は智とも宏ひろからカバンを受け取ったり、脱いだ靴を揃そろえたりと、まるで若奥様のようにかいがいしい。

「あれを吹き込んだのはおまえか」

　あまり世話を焼かれるのも照れくさいので、好香からカバンを取り返してから尋ねる。

「私は桜の精ですから。草木のことならなんでもお尋ねくださいね」

　人差し指をピンと立てて、好香はウィンクする。

「ん……まあ、そのことには感謝しておるが。しかし、智宏のことは別だぞ……」

　珠枝は口をとがらせて、好香にボソボソと抗議をする。

　いつもは強気の珠枝だが、今日は好香に恩義を感じているせいか少しばかり弱腰だ。

「あ～、え～っと」

　とりあえず智宏は三人の顔を見回して、石の怪が一番の被害者と判断した。

　そして、ひとこと告げる。



「腹から芽が出るなんて、嘘うそだから」



「じゃあ、そういうことでぇ～」

　すぐさま逃げ出そうとした好香の着物の帯を、珠枝が素早くつかんだ。その動き、まるで猛もう禽きん類るいのごとし。

「ほどほどにしとけよ」

　智宏はこれから起きる惨劇をよそに、とりあえず着替えるため、二階の自室へと上がるのだった。



　　　　　◆◇◆



　今日の晩ご飯は好香たちも来ているので、冷凍食品のコロッケや唐揚げなどを手当たり次第に揚げまくってみた。

　おかげで、食卓はやけに賑にぎやかである。

「うううっ、おかわりいかがですかぁ～」

「うむ、頼むぞ」

　割かつ烹ぽう着ぎを着て日本のお母さんといった格好の好香は、さきほどから正座で珠枝に給きゆう仕じしている。

　今晩の夕食は好この香かにもいろいろ手伝ってもらったのに、いまだおあずけのままだった。

　珠たま枝えを騙だました罰だそうな。

　ちょっと可か哀わい相そうかとも思ったが、智とも宏ひろとしても好香の悪戯いたずら好きには痛い目に遭ったことがあるので、今回は助け船を出してやらなかった。

　好香は珠枝のお茶ちや碗わんにご飯をよそうと、智宏に差し出した。

「お願いします」

「あ、わかった」

　智宏はお茶碗を受け取ると、珠枝の前に置いてやる。

「……智宏、もっと心を込めて供そなえんか」

　珠枝は置かれた茶碗を見て、不満げに頬ほおを膨らませた。

「はいはい、どうぞお召し上がりください」

「うむ、そうでなくては、せっかくの食事も不ま味ずくなる」

　珠枝は満足げに茶碗を手に取る。

　家神である珠枝は、こうして人に供えてもらったものしか食べることはない。

　なんでも家神としての決まりらしい。

　面倒な決まりだったが、食いしん坊の珠枝が一度も台所のものを盗み食いしたことがないところからしても、それは厳格なものなのだろう。外見は普通の女の子の珠枝だったが、こういうところはやはり家神なのだなと実感させられる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ところで智とも宏ひろ、なにか学校であったのではないか？」

「えっ？」

「なにかよからぬ気配の名な残ごりが残っておる」

　珠たま枝えはクンクンと鼻を鳴らす。

　本当に匂においで察しているのかどうかわからないが、さすがに鋭い。

「あ、これは……」

　智宏はなんと答えるか、少し躊ちゆう躇ちよした。

　遼りよう子こや鬼おに火びのことを正直に話せば、珠枝は智宏に危害を及ぼそうとした遼子に怒りをぶつけることも考えられる。

　普段はぐうたらしている珠枝ではあるが、家神として稲いな村むら家のものを守るという気持ちは誰だれよりも強い。

　遼子が鬼火を使し役えきできるからといって、神である珠枝の相手になるとは思えなかった。

　智宏は少し考えてから、遼子のことは隠すことに決めた。

「学校で妙な子に会ったぞ。おまえのお仲間かもな」

「ん、どういうことだ？」

「マドカっていう子なんだけど。竈かまど神がみなんだってさ」

「なんだ珍しくもない」

　珠枝はクンクン鼻を鳴らすのをやめて、プチトマトを箸はしで取ろうとする。

「そうなのか？」

「そ、そうだ……おまえのいうとおり竈神は……家の神ではあるがな」

　珠枝はつるつる滑るプチトマトと悪戦苦闘している。

　この様子なら、どうやら鬼火に襲われたことは誤ご魔ま化かせそうだ。

　となると、今度はマドカのことが気になった。

「好この香かはマドカって子を知ってるか？」

「竈神のマドカ様ですか？　聞かないお名前ですね」

　お盆を抱くように持って、好香は首を傾かしげている。

　どうやら、マドカは妖よう怪かい町内会の一員というわけではないらしい。まあ、見た目からしてあまり外をふらふらしているようなタイプではなかったが。

「なあ、竈神ってどんな神様なんだ？」

　智宏は好香に尋ねる。

「そりゃあ、竈のぉ……神様に決まってるじゃないですか」

「なんの説明にもなっておらん」

　にぱぁと笑って答える好香の顔面に、珠枝はズビッとチョップした。

「あたたっ」

　顔面を押さえる好香。

「だったら、珠たま枝えは知ってるのかよ？」

「ふん、竈かまど神がみというのは、家に福をもたらすモノの呼び名に過ぎん。よって、その正体は様々だ。そもそも神に名をつけるのは人間の仕業だからな。ワシらは、なにも自分から神と名乗ったりはせん」

「でも、家神って珍しいモノなんだろ？」

「昔はそれぞれの家に、それぞれの竈神を祭っていたものだからな。廃すたれてしまったとはいえ、ひっそりと在あり続けているモノがいても不思議ではない」

　反抗的なプチトマトに業を煮やしたのか、珠枝はぷちっと箸はしで突き刺した。

「台所の神だから竈神と呼ばれているが、火伏の神――すなわち、火事を防ぐ神でもある。竈神として、ひょっとこの面を飾る家もあるな」

　珠枝はプチトマトをくわえた口をタコのようにきゅっと突き出して、ひょっとこの顔真ま似ねをしてみせた。

「なんでひょっとこなんだ？」

「アレは火ひ男おとこといってな、いまは道化の象徴のようなモノだが、もともとは火の神を模したモノだったのだ。とてもとても古い神だぞ」

「火男……ひおとこ……ひょっとこ。確かに音は似ているかも」

「あの口の形は火を吹いている様を表している。目もそうだ。強い火を見ると、目を痛めるからな」

　珠枝は口を突き出したまま、片目を細めてみせる。まさしくそれはひょっとこの顔だったが、同時に火をおこそうとしている顔にも見えた。

　あのマドカが背負っていたひょっとこに、そんな意味があったとは智とも宏ひろも知らなかった。

「でも、確かにご利り益やくはあったな……」

　むしろ、あのひょっとこの面は、持ち主のマドカ以上に役に立ってくれたぐらいだ。

「まあ、おまえが会ったのはそんなたいそうなモノではなく、この土地でささやかに祭られてきた小さな神だろうがな。竈神もやがては姿を消していくモノのひとつだ」

　珠枝はくわえていたトマトをスポッと吸い込んだ。

「マドカもそういってたな。いまはすっかり力を失ってしまったって。だいぶ自信を無くしてたみたいだった」

「ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。力など、なぜ必要なのだ」

「そりゃあ、神様なんだからご利益を与えるためとかじゃないのか。学校の守り神だっていっていたし」

「おまえは、学校にその竈神がいたことを知っていたのか？」

「いや、今日会うまで知らなかった」

「それ見たことか。自分を祭らない人間に、なぜご利益を与えねばならない」

　少し意地の悪そうな顔をして、珠枝はじろりと横目でにらむ。

「それは……そうだけど」

「ならば力など不要だろうが。人間などに関かかわらず、勝手気ままに生きればよいのだ。我らの性分に返ってな」

　珠たま枝えのいうことも、もっともだった。

　智とも宏ひろは茶道室にいたマドカのことを思い出す。

　家を守ることなどそっちのけでふらふらしている珠枝よりも、よほどマドカのほうが座ざ敷しき童わらしっぽかった。

「……いや、もしかして違うのかも」

　智宏は別れ際のマドカの顔を思い浮かべる。

「マドカは他ほかに行く場所がないんじゃないのかな……」

　もちろん、人間の智宏に、神の気持ちなどわかるはずもない。

　ただ、殺風景な茶道室の真ん中に腰を下ろして、ここまで連れてきてくれた智宏に感謝して頭を下げるマドカの姿はどこか寂しげで、いま思い出してもいたたまれない気分にさせられるものだった。

「あのぉ、珠枝様。私にもひとくちいただけないですかねぇ」

　智宏がそんな思いにふけっていると、食事中もぬいぐるみのように抱かれ、珠枝にもふもふされ続けていた石いしの怪かいが短い手をパタパタさせて抗議を始めた。

「だったら、私もそろそろ勘弁してくださいなぁ～」

　ずっとおあずけをくらっている好この香かも、涙目で智宏に訴えかける。

「まあ、待て待て。ワシが食べ終わってから――っと、石の怪、つまみ食いは許さんぞ。ああっ、それはワシが大事に取っておいたクリームコロッケ！　うわっ、好香、それはワシが目をつけていたメンチカツ！」

　穏やかな均衡は崩れ、突とつ如じよとして食卓は弱肉強食の無法状態となった。

「この罰当たりどもめ。おまえたちは葉っぱを食べろ、葉っぱを。いや、むしろ皿でも食っていろ！」

「ほら、喧けん嘩かするなよ。たくさんあるんだから……」

　賑にぎやかになった食卓で三人の仲裁をしながらも、智宏はマドカのことを考える。

　いまごろマドカはどうしているだろうか。

　あの誰だれもいない部屋で――ずっとひとりで。



    

  
    
      
第二話　神様なんて引退したい





　翌朝、登校した智とも宏ひろは、教室の前でしばし足を止める。

　遼りよう子こと顔を合わせたら、どうなるか不安だったからだ。

　まさかみんなのいるところで鬼おに火びを呼び出すようなことはないと思うが、油断はできなかった。

　彼女にあそこまで敵意を向けられる憶えはない。

　なんとか誤解を解かねばとは思うのだが、なにかというとすぐに人のことを破は廉れん恥ち呼ばわりするのだけはやめてほしい。

　あのベスト・オブ・オジョーサマな可愛かわいらしい顔で破廉恥と非難されると、心が深く傷ついて反論どころではなくなってしまうからだ。

「おはようございます」

　智宏が教室の前で思い悩んでいると、誰だれかが丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしてきた。

「あ、おはよ……」

　振り返り、智宏は硬直する。

　そこにいたのは、まさしく悩みの種の筆頭である遼子だったのだ。

「昨日は大変失礼いたしました。今後はあのようなことのないように――」

　遼子は深く下げた頭をあげると、じっと穏やかな瞳ひとみで智宏を見る。

　光り輝く銀髪とは正反対の、まわりの光を吸い取ってしまうかのように底深い黒色の瞳。

　智宏の内面を見透かそうとしているかのような視線に居心地の悪さを感じたが、すぐに遼子は目をそらすと、何事もなかったように脇わきを通り抜ける。

　ただ、ひとことの言葉を言い残して……

「あなたの魂を焼かせていただきますので」

　ギクリとして智宏が遼子のあとを目で追うと、彼女はすでに教室の中でクラスメイトたちに取り囲まれていた。

　二日目になっても遼子の人気は衰えない。

「今日から授業だけど、教科書とかそろってる？」

「すみません、しばらくはみなさんに見せていただくことになると思います。ご迷惑かもしれませんが、どうぞよろしくお願いします」

「いやいや、全然迷惑なんかじゃないから。俺おれの教科書をあげてもいいぐらいだから」

　みんな物珍しさや、外見の美しさだけでなく、遼子の人柄を好いて集まっているようだった。

　そして、遼子も群がるクラスメイトたちに対して、わずらわしいとかそんな気配は欠片かけらも見せず、笑顔でひとりひとりと挨あい拶さつを交わしている。

「こうしてみていると、いい子なんだよなぁ」

　智とも宏ひろはその様子を遠くから、気づかれないように横目で観察していた。

　なにしろクラスの男子の半分近くが同じように、遼りよう子この姿に見とれているのだ。智宏ひとりの視線が増えたところで気がつかれまい。

　そんなことを智宏が思っていると、突然、遼子は両手で身体からだを隠すようにして、こちらをキッとにらんできた。

「えっ!?」

　遼子ににらまれた智宏は、気まずくて目をそらす。

　こっそり観察していたつもりなのに、なぜばれてしまったのだろうか？

「もしかして、俺おれの眼がん力りきが……？」

　智宏は遼子がずっと自分の「目」にこだわってきたことを思い起こす。

　それはすなわち、智宏の眼力を指しているのではないだろうか。

　しかし、普通の人間には眼力など関係ないはず。

「まさか加か茂もさんって、妖よう怪かいだったりして？」

　ならば、鬼おに火びを使し役えきしていたこともうなずけるが……それでも、智宏は自分の考えに首を傾かしげた。

　どうもこの推論はピンと来ない。

　智宏の知る限り、人間と妖怪は根本的に異質なもの。どんなに人間に似た姿をしていても、どこかにズレがある。

　学校のようにたくさんの人に囲まれている場所ならば、なおさらのことだ。

　遼子のように完全に人間の中に溶け込んでいる妖怪など、智宏は見たことがなかった。

　せめて、落ち着いて話さえできれば、きっと誤解は解けると思うのだが。

　もう一度、智宏はちらりと遼子を見るが、あいかわらず生徒たちに囲まれている。

　とても二人で話をできる雰囲気ではない。

「うーん、どうしたものやら」
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　最後の授業が終わっても、結局、智宏は遼子と話をするチャンスも見み出いだせないままでいた。

　あまりじろじろ見ると、またこちらを凄すごい目でにらんでくるので、遼子がひとりになるタイミングを見定めることもできない。

　一日、悶もん々もんとした気分でいた智宏だったが、思わぬチャンスが到来した。

　授業を終えたあと、遼子が先生に呼ばれて廊下に出て行ったのだ。

　このときばかりは取り巻きもいない。

　智とも宏ひろは意を決して、自分も廊下に出る。

　先生との用事はすでに済んだようで、遼りよう子こは教室に戻るところだった。

　生徒たちはホームルームが始まるのを教室内で待っているため、廊下にはあまり人影がない。このタイミングを逃すわけにはいかないだろう。

「あのさ……」

　智宏に声をかけられて、遼子はビクッとした顔で反応する。

「ぴっ、なんですか!?」

　また自分の身体からだを隠すようにして、怯おびえたような顔でこちらをにらみつけてくる。

　クラスメイトにはあんなに愛あい想そのよい笑顔を振りまいているというのに、この差はいったいなんなのだろうか……

　美少女ににらまれて気が挫くじけそうになるのを堪え、智宏はじっと遼子を見つめる。

「や、やめて」

　遼子はじりじりと後ずさりしながら訴える。

「なんで、俺おれを嫌うんだよ？」

　ここで引いては同じことの繰り返しだ。智宏は心を鬼にして遼子に詰め寄った。

「お、鬼おに火び……」

　遼子は弱々しく手を振るが、なにも現れはしなかった。

　この時間の廊下には、窓から夏の太陽がサンサンと差し込んでいる。たとえ現れたとしてもたいしたことはできないだろう。

　智宏は両目に力を込めて集中する。

　遼子の正体を見抜くために。

「ぴぃぃ～、駄だ目め……そんなに見ないで……いやぁ」

　涙目でこちらを見上げる遼子の姿に、智宏はなんだか罪悪感がふつふつとわき上がってきた。昨日、襲われたのはこちらのほうなのに、これではまるで智宏のほうが加害者――というか、変質者のようである。

　しかし、これほど眼がん力りきで見られることを嫌うとなれば、やはり遼子の正体は……

　智宏の頭にそんな疑問が浮かんだとき、遼子はなにかに耐えきれなくなったように大きな悲鳴をあげた。

「ぴやぁっ！」

「なっ!?」

　突然、智宏の眼前から遼子が消えた。

　正確には制服だけを残して、忽こつ然ぜんといなくなってしまったのだ。

　廊下には遼子の着ていた清せい蘭らん女子学院の制服のみが、もぬけの殻となって残っている。

「あ、あれっ、どこに？」

　やはり遼子は妖よう怪かいだったのだろうか。

　智宏は眼力を使って、遼子の気配を追う。

「おかしいな、すぐ近くにいるみたいなんだけど……？」

「稲いな村むら君、ホームルームを始めますよ。教室に入りなさい」

　そんなとき、タイミング悪く本ほん間ま先生が背後からやってきた。

「あ、すぐに入りますから」

　振り返った智とも宏ひろは、脱ぎ捨てられた遼りよう子この制服のことをどう誤ご魔ま化かそうか一瞬迷ったが、状況はそんな心配など吹き飛ぶほどに悪化していた。

「かっ、加か茂もさん、いったいどうしたんですか、その格好は!?」

　本間先生がいつにない大声をあげた。

「えっ？」

　反射的に智宏は顔を遼子がいた方向へと戻した。

「うわあああっ!!」

　昨今、見たことのない衝撃映像に、智宏も思わず絶叫してしまった。

「ぴ、ぴぃ」

　いつの間にか戻ってきていた遼子が、笛のようなちょっと変わった泣き声をあげながら床に座り込んでいた。

　しかも、半裸で。

「なんで……そんな格好を……」

　遼子はかろうじてスカートに足を通しているだけという姿。

　上半身は完全に裸で、制服の上着を胸に当てて、智宏のほうに背を向けている。

　白く滑らかな肌は、あまりのまぶしさに目が潰つぶれそう。

　背筋の美しいラインを無意識のうちに追っていると、そのまま腰にまで至り、スカートから少しのぞかせるお尻しりが見えた。

「んんっ？」

　そのお尻には、なにか白くてふわっとしたものがついていた。

　それはまるでウサギの尻尾しつぽのような……

「ぴぃぃっ、み、見ないでっ！」

　智宏に背を向けたまま、遼子は智宏になにかを投げつけた。

　顔にぶつかったそれをのけようとしていると、誰だれかに後ろからバシンと殴られた。

「稲村君は教室に戻ってなさいっ！」

　カモメッピのストラップがついた出席簿を上段に構えた本間先生は、真っ赤な顔をして智宏に命じた。

　同時に騒ぎを聞きつけた教室の連中が顔を出し始める。

「なんだ、なんだ？」

「り、遼子様が……」

「ど、どうしたの、その格好！」

「誰にやられたの!?」

「男子は見るな。廊下に出てくるなっ！」

　いち早く反応した女子たちが、遼りよう子こを男子の好奇の目からブロックする。

　本ほん間ま先生は素早く上着を遼子にかけてやり、女子トイレのほうへと誘導してあげている。そのまわりに女子が立ちはだかり、動くバリケードを形成した。

　ほんの一瞬ではあるが、遼子の白い肌を目撃した男子は興奮した様子で、廊下での状況を熱く語っていた。

　当然、その説明の中には智とも宏ひろの名も登場するわけで……

「智宏、貴様いったい遼子様になにをしたんだぁぁぁっ！」

　これまた当然、誰だれも止めてくれる者のいない教室で、野獣と化した男子生徒たちにつるし上げられる結果となった。

「な、なにも知らん。俺おれはなにもしていない！」

　男子の魔の手から逃げまどいながら、智宏は自分の手に握られたモノに気づく。

　それは遼子が投げつけてきたモノ。

「…………!!」

　智宏は迫り来る男子たちに見られないように、あわててそれをポケットに突っ込んだ。

　こんなモノを見られたら、確実に殺される。

　なにしろそれは遼子のものらしきパンティー。

　しかも、色はシックな黒。



    

  
    
      



    

  
    
      　お嬢様というのは、隠れたところが大人の装よそおいらしい。

「意外だ……」

　男子に追われながら、智とも宏ひろはそんな場違いなことを考える。

　それはたぶんこれから身に迫る恐怖を忘れるための、現実逃避だったのだろう……
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　クラスの男子たちに捕らえられ、両手を縛られた智宏が本ほん間ま先生に引き渡されてから、一時間後の生徒指導室前。

「先生は稲いな村むら君のことを信じていますからね。なにか相談事があったら、いつでもいってちょうだい」

　昨日とまったく同じことを、昨日よりもやや厳しい顔つきでいう本間先生に見送られながら、智宏はとぼとぼと廊下に出てきた。

「失礼します……」

　刑務所を出所する元受刑者のような顔つきで、智宏はぺこりと頭を下げる。

　あれだけの騒ぎだったというのに、昨日よりも尋問時間が短く済んだのはわけがある。

　あのあと、遼りよう子こが全面的に智宏のことをかばってくれたのだという。

　ちょっと間違えれば、智宏が人間として最低な犯罪行為に及ぼうとしていたというシチュエーションである。

　遼子がみんなの誤解を解いてくれなかったら、いまごろどうなっていたことやら。

　冗談抜きで警察沙ざ汰ただったかもしれない。

「感謝……すべきなのかな？」

　智宏にはどうも遼子の真意がわからない。

　魂を焼くなどと物騒なことをいいながらも、火事になりかけたところを助けてやれば素直にお礼をいうし、誤解を受けたらかばってくれる。陥れることなど容易だったろうに。

「悪いやつ……ではないんだよなぁ」

　それだけに、どうしてそんな遼子にあんなに恨まれているのかがわからない。

　できることなら、そちらの誤解も解いて、仲良くやりたいと思う。

「あんな可愛かわいい子と喧けん嘩かしていても損なだけだしな」

　智宏はそう呟つぶやいてから、ポケットの中に入ったままになっている黒いアレを思い出して、顔を赤らめる。

　いったいこれはどうしたらいいものやら。

　ハンカチならば洗濯して返すとか、そういうパターンなのだが……

「ん、あれは？」

　そんな智宏の悩みを知ったら、たぶんよからぬ考えに取り憑つかれてケダモノと化すだろう男が、校舎の玄関付近でウロウロしている。

　悪友の辰たつ則のりだ。

　普段から挙動不審な男であるが、今回は辰則以外にも見知らぬ男子が何人か同様にウロウロしている。その様子からして、隠れて校門のほうを観察しているようだった。

「どうしたんだ？」

　スニーカーに履き替えた智とも宏ひろが、辰則に声をかける。

「おお、智宏。いいところに来たな」

　辰則はフーッフーッと鼻息を荒くさせながら顔を近づけてくる。

「いいところ？」

「どうやら、時代の流れがいまは俺おれに向かって怒ど濤とうのように押し寄せているようなんだ。こんなに幸せでどうしよう。俺困っちゃう！」

　辰則は自分自身を抱きしめて、うねうね奇怪な踊りをしている。

　あまりに馬ば鹿からしいので、智宏はすっぱりと辰則をスルーして、そのまま玄関を出た。

「あれ？」

　智宏は校門に立つ人影に気づく。

　この高校の制服とは違う、黒い半はん袖そでのセーラー服姿の女子生徒。

　あのデザインには智宏も見覚えがある。遼りよう子この着ていた清せい蘭らん女子学院の制服だ。

　どうやら玄関付近に集まっていた男子たちは、彼女のことを観察していたらしい。

「おおい、待てよ」

　置いてきぼりにされていた辰則が、あわてて智宏のあとを追う。

「もしかして、おまえたちはアレを見物していたのか？」

　智宏は校門に立つ彼女を親指で指した。

「当たり前だろ。清蘭女子学院からの第二の刺客――あの目を見てみろよ。まるで通り過ぎる生徒たちを威嚇して、値踏みするような目つき。あれはきっと高飛車系お嬢様に違いない。きっとどこかの財閥令嬢だよ。ああっ、あの口でののしって欲しい。あの足で思い切り踏みつけて欲しい」

　辰則が完全にトリップモードに陥っている。

　しかし、玄関付近にたまっている男子たちも似たり寄ったりの顔をしているところをみると、どうやら辰則だけが特別というわけではないようだ。

　世の中にはそんな需要があるのかと、ちょっとだけ智宏は感心していた。

「優しくてお淑しとやかな遼子様。新たにやってきた高飛車系お姫様スタイルのショートカットなお嬢様。どっちだ、俺はどっちを選べばよいんだ。両手に花でメガハッピーなエンディングへたどり着くルートは用意されていないのか？」

　智宏の肩をガクガクと揺さぶりながら、辰則は意味不明な訴えをしてくる。

「あー、辰則。少なくとも、アレは選ばないほうがいいと思うぞ……」

　ぐったりした顔で智宏が呟つぶやいたとき、アレがもの凄すごい勢いで突っ込んできた。



「智とも宏ひろ、あんた遅いわよ！」



　辰たつ則のりたちが羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめていた高飛車系お嬢様とやらが、智宏の襟えり首くびを後ろからつかんだ。

「ぐぇっ、ひ、引っ張るな。この馬ば鹿か！」

「馬鹿はどっちよ。せっかく私があんたの学校まで来てあげたというのに、いつまでも出てこないで」

「知るか、そんなの。誰だれが来てくれって頼んだ!?」

「あんたのところの校長に来てくれって頼まれたのよ」

「だったら、勝手に校長室に行けよ」

「なっ、私にひとりで歩けっていうの。だっ、だっ、男子がウジャウジャいる校内を、私がひとりでっ!?」

　ようやく手を放してくれたので、智宏は襟を直しながら高飛車系お嬢様と向き合った。

「たくっ、あいかわらずだな……真ま希きは」

「だってしょうがないじゃない。共学なんて来たことないんだもん」

　楠くすの木き真希はふてくされたように、上うわ目め遣づかいに智宏を見つめる。

　こうして見ると、確かに辰則たちが騒ぐのもわからないでもない。

　遼りよう子ことはまったくタイプが違うが、この真希も性格さえ知らなければ十分可愛かわいい女の子として通じるだろう。

　やや茶色がかったショートカットに、気が強そうだがぱっちりとした大きな目。全体的に猫系なので、への字口ですねている顔もなんだか可愛らしい。

　そしてなにより、今日の真希は、その清せい蘭らん女子学院の制服が魅力の大きな演出となっていることは否めまい。

　いつもはダメージジーンズにＴシャツ、そしてシルバーアクセサリーというストリート系な格好をしている真希だが、清せい楚そな清蘭女子学院の制服に身を包むと、確かに高飛車なお嬢様と見えないこともない。馬子にも衣装とはこのことか。

「それにしても、なんで校長先生がおまえなんか――」

「とぉ、とぅぉ、とぅぉもぉひろぉ～!!」

　突然辰則が異様な叫び声をあげた。

「な、なにこれ、あんたの友達なの？」

　真希は智宏の後ろに隠れながら、絶叫する辰則を怯おびえたような顔で指差した。

「いや、友達……だとは思うけど。一般的な言い方では」

　辰則は、智宏とその背後に隠れる真希とを交互に見比べてから、猛烈に抗議を始めた。

「なんでだよ、なんでまたおまえにフラグが立っているんだよ。いったいどんな修行をしたら、そんな裏技が使えるようになるんだ。教えてくれ、なんだってするから。いますぐ人間をやめてもいいから。インドで修行もするから。是非その秘術を教えてくれ！」

「あ～、やっぱり知らない人だわ」

　辰たつ則のりの相手をすることが面倒くさくなった智とも宏ひろは、ややこしいことになる前に真ま希きの手を取って校舎へと駆け出した。

　まわりの男子たちの羨せん望ぼうの眼まな差ざしが、針のように全身に突き刺さったが、智宏の心境は複雑である。

「みんなこいつの本性を知らないから、そんな顔するんだよ……」



　とりあえず真希を連れて校舎に入り、男子たちの目につかないところまで避難した。

　真希は落ち着かない様子で、あたりをきょろきょろと見回している。

「な、なんなの、この学校の男子たちは。人のことを、まるでパンダみたいにじろじろと見て……」

　中学時代は私立の女子中学校に通っていたという真希は、年とし頃ごろの男に免疫がないという、性格と外見に似合わない弱点があった。

　智宏も年頃の男のつもりなのだが、なぜか真希はまったく抵抗なく接してくる――というより、いつもこき使ってくれている。

　辰則はうらやましがっていたが、智宏からしてみればいい迷惑である。

「ところで、その格好はなんなの。コスプレってやつ？」

「馬ば鹿かっ、ウチの学校の制服よ！　午前中まで学校にいたのに、急に呼び出されてこっちに来たから、着替える暇がなかったのっ！」

　真希が、顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

　口を開けると八重歯が見えて、余計に猫っぽい。

「でも、その制服って清せい蘭らん女子学院のじゃないか？」

「な、なんであんたがそんなこと知ってるのよ。まさか制服マニア？」

　汚らわしいモノを見る目で、真希はこちらを見ている。

「違うっ！　たまたま、俺おれのクラスに清蘭女子学院の子が転校してきたんだよ。だから知ってただけだ」

「清蘭の子が、こんな学校に？」

　真希は信じていない様子だ。

　確かに究極のお嬢様校から、こんな田舎の平凡な高校に転校してくるお嬢様がいるとは信じがたいだろう。

「清蘭女子学院の制服をコスプレしているだけのヤツとは違って、こっちは本物のお嬢様って感じの子だよ……まあ、ちょっと変わっているところもあるけどな」

　遼りよう子こが鬼おに火びを操っていたことを真希に話すと、ややこしいことになりそうなので黙っておくことにする。

「誰だれがコスプレよ、失礼ねっ！　私だって清蘭の一年なんだから」

　その言葉に智宏は立ち止まり、しげしげと真希を観察した。

「な、なによぉ」

　智とも宏ひろに見つめられて、真ま希きは顔を赤らめる。

「うんうん、そういうことにしておこうね。そういうことに」

「あーっ、あんた信じてないでしょ!?」

「だって、おまえとお嬢様って、きっちり対極に位置してるだろ。数学的に美しいまでにシンメトリーな関係」

「どこが対極よ。私だって清せい蘭らんじゃあ……」

　と、そこで真希は言葉を濁す。

　なにかいいづらいことでもあるのだろうか。

「だったら、ウチの転校生におまえのことを知ってるか聞いてみようかな」

　遼りよう子こに話しかけるのに、ちょうどよい話題になってくれそうだ。

「ばっ、馬ば鹿か！　駄だ目めよ、絶対に駄目だからね。聞いたら、絞め殺すから。絞め殺して、木に吊つるすからねっ!!」

　真希は智宏の首を絞めながらわめいた。

　この場ですぐに絞め殺されそうな勢いである。

「ギ、ギブ……」

　真希の手をパンパンとタップする。

「とにかくいまは清蘭のことなんかどうでもいいの。問題なのは、あんたの学校のほうよ！」

「おまえこそ失礼だな。ウチの高校のどこが問題なんだよ……って、そりゃあ問題のあるやつが若干いることは否定しないけど」

　たったいま、その問題人物を見られてしまったばかりだから、言い訳のしようがない。

「あんたの友達のことなんかどうでもいいの。私もくわしいことは知らないけど、あんたの高校の守り神が引退したいって、昨日の晩、校長の枕まくら元もとに現れたそうよ」

「えっ、ウチの学校の守り神が……？」
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「わざわざ遠いところをお越しいただきまして」

　生徒たちと同じ年齢の真希に、自分の高校の校長が頭を下げているのは、なんとも妙な感じだった。

　いつも温厚な笑顔を浮かべているイメージの校長だったが、今日は少しばかり表情が硬かった。

　例の守り神のことで悩んでいるのだろうか。

　いつも生徒たちのことを気にかけてくれる校長のそんな様子を見ると、智宏としてもなんとかしてあげたいと思わずにいられない。

「国土交通省から来ました、特定土地監視員の楠くすの木き真ま希きです」

　慣れた調子で、真希は校長に名刺を差し出した。

　この真希が国土交通省で働いているのは冗談でもなんでもなく、驚くべきことに事実である。

　その仕事は土地に根付く、神々や妖よう怪かいたちの調査や折衝など。

　そもそも智とも宏ひろと真希が知り合ったのも、彼女がこの土地の妖怪を調査しに来たことがきっかけだった。

「相談しておいてなんですけど、守り神のことで国交省のかたがお仕事をなさっているとは意外ですね」

「地域の開発などの際、地元のかたからそういったモノの相談を受けることが多いものですから。国交省の管轄で、私たちのような人間を集めた組織が作られたんですよ。あまり、一般のかたには知られていませんけどね」

　真希はすらすらと大人びた口調で説明する。

　まるでさっきまでとは別人だ。

「あなたたちのような……？」

「古くは『祈き祷とう師し』と呼ばれた職を受け継いできた者です。私の実家も古くから祈き祷とうなどを生業としてきた家系なんです」

「あら、そうなんですか。若いのにご立派ねぇ」

　守り神が枕まくら元もとに立ったことを気にするだけあって、校長は祈祷師といわれてもさほど抵抗はないようだ。

　普通ならば胡う散さん臭くさく感じる人もいるだろうが、さすがに校長ともなると度量が大きい。

「それで守り神のことですけど」

「ええ、昨晩、私の枕元に見知らぬ女子生徒が立ちまして、なんとも落ち込んだ顔で学校の守り神を引退したいと訴えてくるのです。なぜかそのことが妙に気になりまして……」

「守り神が、落ち込んだ顔をしていたんですか？」

　校長の話を聞いた真希は首を傾かしげる。

「どうかされましたか？」

「十分に祭られていないことに腹を立てて、守護していた場所から立ち去るという話はよくありますが……落ち込んで引退したいとお告げするというのは珍しいですね。なにか心当たりはありますか？」

「さあ、これといって思い当たることは……先代の校長から、神かみ棚だなを祭るようには言いつけられていて、このように失礼のないようにはしてきたつもりですが」

　校長は、校長室の壁に備え付けられた神棚を振り返る。

　白しら木きで作られた小さな社のような、ごく一般的な神棚である。手入れはよくされており、粗そ末まつに扱われているようには見えない。

「ん―――――っ？」

　真ま希きは目を細め、難しい顔で神かみ棚だなをにらんでいる。

「どうした？」

「なんか、守り神がいるようには見えないんだけど……よくわからないなぁ」

「うん、俺おれもさっきから少しも霊格を感じないからおかしいと思ってたんだ。いなくなったとしても気配ぐらいは残っているはずだけど」

　普通、神を祭る場所には、もっと場自体に力を感じるものだ。

　しかし、智とも宏ひろの眼がん力りきには、この神棚は最初からからっぽだったかのように見えた。

「むっ、あいかわらず生意気な眼力ね……」

　いままで校長の前で猫を被かぶっていた真希が、忌々しげに呟つぶやいた。

　実は、見えないモノを見る眼力だけならば、智宏のほうが真希より上なのだ。

　プライドの高い真希はそのことが面白くないらしい。

「どうやら、ここに守り神はいらっしゃらないようですね」

「まさかもうどこかへ行ってしまわれたのでしょうか？」

　校長は身を乗り出して、心配そうに尋ねた。

　やはり自分の学校から守り神がいなくなるとなれば、校長としては気がかりでならないのだろう。守り神にお暇いとまを告げられるなどという縁起の悪いことは、そうそう体験できるものではない。

「いえ、この神棚にはずいぶん前からいらっしゃらなかったようですね」

「では、どこに？」

　いままで二人の会話を黙って聞いていた智宏は、少し気まずい顔をしながら手をあげた。

「それなら俺に心当たりが……」

「あなたが？」

　やはり校長に意外そうな顔で見られてしまった。

　できることなら、学校では自分が妖よう怪かいと縁があることは知られたくない。

　しかし、さっきからずっと心配そうな顔をしている校長を見ていると、さすがに放ほうっておけなくなってしまった。

　智宏は昨日会ったマドカのことを、自分の眼力のことを悟られないよう、慎重に言葉を選びながら話した。

　珠たま枝えと違い、人間の智宏にとって嘘うそをつくことは得意である。
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「うんうん、やっぱりあんたと合流して正解だったわね」

　校長との打ち合わせを終えて、智宏と真希は人ひと気けのない校舎を二人で歩いていた。

「そういや、コヒロはどうしたんだよ」

「コヒロはなんか用事があるからって、別行動をしているの。あんたのところには行ってないの？」

「いや、しばらく会ってないなぁ」

　コヒロとは、真ま希きのお目付役の妖よう怪かいである。

　性格はクールな年上の女性で、すぐにキレて暴走する真希のよきブレーキ役であった。

「だから、あんたはコヒロの代わり。しっかり働きなさい」

「なんだよそれ」

　とはいえ、コヒロのいない真希はあまりに危なっかしい。

　よく見張っていないと、なにをしでかすかわかったものではない。

「まあ、あんたの眼がん力りきだけは、私も少しは認めてあげないでもないけどね。でも、それだって私という素晴らしい才能を持つ祈き祷とう師しが一緒にいてこそ、本当の価値を発揮するものなのよ。あんたが持っているだけじゃあ、宝の持ち腐れもいいところ。そのへんのところ、わかっているの？」

　偉そうに講釈しながら、真希は智とも宏ひろの前をすたすたと歩いていく。

「どうでもいいけど、目的の場所を通り過ぎたぞ」

「そっ、それを早くいいなさいよ、もうっ！」

　真希は顔を真っ赤にしながら、すたすたと戻ってきた。

　実にからかいやすい祈祷師様である。

「ここが守り神のいる部屋なの？　なんか陰気な感じね」

「もとは茶道室だったんだけど、いまは誰だれも使ってないらしいからな」

　智宏の心当たりとは、昨日、マドカを送っていった茶道室であった。

「なんで使わなくなったの？」

「いまどき茶道なんてするやつはいないだろ」

「へえ、共学の高校って茶道をしないんだ。変なの」

　どこかずれたことをいいながら、真希は茶道室の木製の戸をそっと開けた。

　中は上履きを脱ぐための玄関になっており、その奥には校内ではここにしかないと思われる襖ふすまがある。

「危険は無さそうだから入ってみましょう」

　真希は来客用のスリッパを脱ぐと、襖の前に正座をして、もったいぶった調子で開ける。

　さらに部屋に向けて一礼してから、しずしずと中に入っていった。

「なに、気取ったことやってるんだよ？」

「べ、別に気取ってやってるわけじゃないわよ。茶室に入るときの作さ法ほうでしょ!?」

　真希は智宏に指摘されてあわてて立ち上がる。

　顔が赤いのは怒っているというより、照れくさかったようだ。

　しかし、自然とあのような作法が出るとは、真希がお嬢様というのは本当なのかもしれない。智宏は頭の中で評価を少しだけ改めた。

「で、どこにいるのよ。その守り神は？」

「昨日はここで別れたんだけど……マドカ、いないのか？」

　智とも宏ひろが呼びかけるが返事はない。

「あんたの眼がん力りきでも見えないの？」

「うっすらと気配は感じるんだけどな。少なくとも、校長室の神かみ棚だなよりは気配を感じる」

「となると、隠れているってことね。よ～し、引っ張り出してやるか」

　ぺろりと舌なめずりをして真ま希きは畳をどんどんと踏んだ。

「縛ばく鎖さの小人！」

　真希が叫ぶと、畳から白いモノがいくつも飛び出した。

「ほほーっ！」

「ふふーっ！」

　二本の短い角のある白い頭ず巾きんに、背中に「縛ばく」の一文字が染められたいなせな法はつ被ぴ姿。

　背丈は智宏の膝ひざぐらいしかないのだが、手には太くて重そうな鉄の鎖を軽々と持っている。

　この小人たちは、真希が縛鎖と呼ぶ術を行使するときに呼び出す妖よう怪かいたちだった。

「ほーほー」

「ふーふー」

　呼び出された縛鎖の小人たちは、畳の上をコロコロ転げ回ったり、追いかけっこを始めたりと、楽しそうに遊び始めて――

「あんたたち、遊んでないのっ！」

　すぐに真希に怒られた。

「ふーっ」

「ほーっ」

　反省のポーズなのか、小人たちは真希の前に並んでちょこんと正座をする。

「あんたたち、この部屋にいる竈かまど神がみをしょっぴいてきなさい」

「ほほーっ！」

「ふふーっ！」

　真希の命令を受けた小人たちは、気をつけの姿勢で立ち上がると、びしっと敬礼をする。

　しかし、相手は力を失いつつあるとはいえ神の名を冠するモノである。

　この縛鎖の小人たちもなかなかの力自慢ではあるが、はたして彼らの手に負えるかどうか。下へ手たをすれば、神の罰があたるかもしれない――と、智宏が心配していたところ。

「ほほーっ！」

「いやああああっ、私はもう引退した身ですからぁ！」

「……あっさり捕まったな」

　小人たちの鎖にグルグル巻きにされて、竈神のマドカが畳の下から連行されてきた。
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　まわりを縛ばく鎖さの小人たちに包囲され、なにか悪いことをした生徒のように、マドカは真ま希きの前に正座をさせられている。

「あんたねぇ、勝手に守り神を引退できるわけないでしょうが」

「でもぉ……」

「反論は認めないわよ。神は人のために在ある。それが現代のルールなんだから！」

　無茶苦茶なことをいっているようにも聞こえるが、真希の言葉にも真理はあった。

　いまの人間は、自分たちに益となるモノをもてはやし、神として祭ることがほとんどだ。

　かつて自然そのものの脅威として、畏い怖ふすべきものと敬われていた神の存在感も、いまは希薄となってしまっている。

　山は切り開かれ、海は征服され、嵐あらしは低気圧のせい、流行はやり病やまいは病原菌のせいと分析されてしまっているこの時代においては、神のおわす場所というものは少なくなってしまっているのだ。

「私には、もうこの学校を守るほどの力はありませんから……」

「誰だれもあんたにそんなこと期待してないわよ。守り神なんてお飾りなんだから、ただそこに在ればいいの。それで人間は勝手に安心するんだから」

「それでは竈かまど神がみとしての沽こ券けんに……」

「実力の伴わないプライドなんて捨てなさい。それとも、なにかできることがあるわけ？」

　真希はマドカに厳しい言葉をズバズバとぶつける。

　もう少し優しい言い方はできないのかと智とも宏ひろは思っていたが、真希もあれでプロなのだから、ここは口を挟まずに状況を見守ることにした。

「うううっ、おそうじとかならできますけどぉ」

　なんとも地味な神様だが、マドカを見ていると真ま面じ目めに掃除をしている姿は実によく似合っている気がした。

「だいたい、あんたね。なんでいきなり引退とか言い出すわけよ？」

　真希は腕を組んで、偉そうに問いただす。

「いきなりというわけではないんですよぉ。みなさんの役に立とうとしているのに、このごろなんだか失敗ばかりで……」

「失敗って？」

「職員室のちらかった机を整理してあげたら、翌朝、その席の先生が書類の場所がわからなくなったって大騒ぎしていたり」

「うーん、それは整理のできない先生のほうが悪いわね。ウチの高校の職員室なんて、机の上に書類一枚置いてないわよ」

「そんなのおまえのところだけだろ」

　智宏が小声で突っ込む。

「机の中に教科書を忘れている生徒がいたので、家まで届けてあげたら、翌日、全部の教科書を忘れてしまっていたり」

「それは生徒がよほどアホなのね。あなたのせいじゃないわよ」

「いやいやそれって、わざと教科書を置いていってたんじゃないのか？」

　智とも宏ひろの学校では、毎日教科書を持ち帰る生徒のほうが少数派だ。智宏にだって経験のあることだ。

「教科書を置いていったら、家でどうやって復習するのよ？」

「ううっ、なんかおまえに正論をいわれると、すごい落ち込む……」

　言い訳のしようがない智宏は、がっくりうなだれた。

「ほら、別に守り神として悪いことをしているわけじゃないんだから、もっと自信を持ちなさいな。むしろ、他ほかの形だけの神よりも、よっぽど役立っているわよ」

　落ち込むマドカの肩をパンパンと叩たたく。

　神様を説得しているというよりは、同級生を励ましているような態度だ。おそらくマドカの外見が、真ま希きを気安くさせているのだろう。

「でも、昨日の出来事で……決定的に自信が無くなってしまって……」

「なによ、なにがあったの？」

　真希が眉まゆをひそめる。

「鬼おに火びに襲われているところを、稲いな村むらさんに助けられてしまったんです。本当なら、私が助けてあげるところだったというのに……そう思ったら、なんだかすっかり自信が無くなっちゃってぇ」

　そういってマドカは両手の人差し指同士をつんつんさせながら、その目にじんわりと涙を浮かべる。

「あ・ん・た・が・原因かぁ～！」

　真希はぐりんと首だけで智宏のほうを振り返る。

「うわっ！」

「なんであんたはそうやって面倒なことを引き起こすのかなぁ。ちょっと眼がん力りきがあるからっていい気になってない？　なってるでしょ？　なってるよね？」

　その顔はにこやかであるが、こめかみには血管がピキピキ浮かんでいる。暴走寸前の合図だ。

「そ、そんなのしかたないだろ。女の子が困ってたら、誰だれだって助けるって」

「可愛かわいい女の子なら、なおさらってこと？」

「ま、まあ、それは否定しないけど」

　智宏はちらりとマドカのほうを見る。

「えっ、そんな……やだぁ」

　マドカは頬ほおを染めてまんざらでもないといった顔をしながらも、イヤイヤと首を振っている。

　そんなやりとりを見ていた真ま希きはギラーンと怪しく目を光らせながら、ゆらりと立ち上がった。

「……わかった。だったら、この竈かまど神がみを封印しちゃいましょう。ちょうど霊格の高い面を持っているようだし、これに封じ込めちゃえ」

「えっ、ええっ？」

　なにやら鬼気迫る表情の真希に、マドカは身の危険を感じたようだ。

「あとは校長に、このひょっとこの面をご神体として神かみ棚だなに祭るようにいっておけば、火伏せの御守りぐらいにはなるでしょうよ」

　真希が指し示すと、マドカを包囲していた小人たちが鎖を手ににじり寄る。

「あの……封じられたりするのは、私はあまり好みじゃないかなぁ～、なんていってみたりして」

「真希、それはいくらなんでも乱暴だろう」

　マドカと智とも宏ひろは、おそるおそる真希に訴えかける。

「なによ、だったらあんたが代わりに守り神になるっての？」

「あ、それはよい考えかもです。稲いな村むらさんなら、私も安心してお任せできます」

　マドカがポンと手を叩たたいた。

　なんという無責任な神様。

「そうね、その自慢の眼がん力りきで学校の平和を守るってのはどうかしら。だったら校長も納得するかもね」

　じりじりと真希が近づいてくる。目つきは完全に本気モードだ。

「ほほーっ」

　いつの間にか縛ばく鎖さの小人も、智宏のほうを包囲していた。法はつ被ぴ姿の小人たちに取り囲まれると、まるで時代劇の捕り物シーンのようだった。

「さあ、神妙に――」

　このままでは高校生にして神様などという、わけのわからないキャラにされてしまう。

　そんな高校生活はかなり嫌だ――というより、学校の守り神が高校を無事に卒業できるのかどうかさえ不安だ。

「えーと、そのぉ……」

　智宏は苦し紛まぎれで、この場を乗り切る打開策をひねり出した。



「そ、そうだっ、だったら新しい神様を探しに行こう！」



    

  
    
      
第三話　夏祭り・神様スカウトキャラバン開催





　夏祭りが開かれているお稲荷いなりさんへと続く道。

　日は傾き、黄たそ昏がれ時どき。

　向こうの山にはまだ夕日の名な残ごりが残っているが、空を見上げればすっかり藍あい色いろに染まっている。目をこらせば一番星も見えた。

　かすかに祭まつり囃ばや子しが聞こえてくる。

　普段なら心弾む音色であるが、今日はちょっとばかり状況が異なる。

　今晩の夏祭りでは、新しい学校の守り神役を探さねばならないのだ。

　妖よう怪かいたちは、こういう賑にぎやかなことが大好きな連中が多い。きっとお稲荷さんには妖怪町内会の面々が集まっていることだろう。

　その証拠に、さきほどからずっとかたわらを歩く神様も、この夏祭りをとても楽しみにしていた。

「珠たま枝え、その浴衣ゆかたはどうしたんだ？」

「今日のために用意してもらったのだ。どうだ似合うか？」

　白地に赤い金魚が大きく描かれた浴衣。

　髪型もいつものストレートではなく、両側を赤いボンボンで縛って、お洒落しやれモードな珠枝であった。

「可か愛わいいよ、よく似合ってる」

　智とも宏ひろは素直な感想を述べた。

　実際、いつものＴシャツにスパッツというラフな格好より、今日の珠枝は数段女の子っぽく見える。

　普段は男の子のような姿で、年寄り口調で喋しやべるので意識しないが、たまにこういう格好をすると、もともと可愛らしい顔をしているので智宏も思わず見とれてしまうことがある。

「そ、そうか。それは……よかった」

　雪ウサギの形を模した小物入れをもじもじといじりながら、誉ほめられたのが嬉うれしかったのか珠枝は頬ほおを赤らめた。

「智宏も浴衣を着ればよかったのだ。そんないつもの格好で来おって」

「お洒落は女の子のためにあるんだよ」

　不満げな顔をしている珠枝の頭を、智宏は撫なでてやる。

　さらさらとした髪の毛の手触りが、とても心地良い。

「……ワシはおまえと浴衣で一緒に歩きたかったのだが」

「ん、なんだって？」

「な、な、なんでもない。そんなことより、なぜこんなにぞろぞろとお邪魔虫どもがついてきているのだっ！」

　せっかくおしとやかな雰囲気だった珠たま枝えは、思い出したようにキーッと髪を逆立てて、後ろを指差した。

「誰だれがお邪魔虫よっ！」

　智とも宏ひろたちの後ろを歩いていた真ま希きが、八重歯をむき出しにして珠枝に突っかかる。

　真希がついてきているのは、もちろん竈かまど神がみであるマドカの代わりを探すためだった。

　だが、智宏には夏祭りは珠枝と一緒に行くという先約もあり、結局、みんなで一緒に行くこととなったわけである。

「まあまあ、二人とも喧けん嘩かしないで」

　この一行に瑞みず穂ほも一緒なのは、真希が清せい蘭らん女子学院の制服のままでは嫌だというので、浴衣ゆかたを借りに行ったためである。

　あまり共通点のなさそうな真希と瑞穂だが、二人はメル友でよく気が合うらしく、真希がこちらに来るときはいつも会っているのだそうな。

　そんなわけで、真希も瑞穂も、珠枝に負けずに今晩は浴衣姿だった。

　真希は落ち着いた紺地に朝顔が描かれた、割とおとなしめなデザイン。

　瑞穂のほうは、淡い桃色の地に白い花びらをあしらった大人っぽい浴衣だった。ちょっと瑞穂には早いかなというのが、智宏の感想である。

「お邪魔虫といって、貴様たち以外の誰がいるというのだっ！」

「私は仕事なの。あんたこそ邪魔しないでくれる？」

　せっかくの浴衣姿が台無しといった調子で、二人の喧嘩は続く。

　自由奔放な家神である珠枝のことを、真希はあまりよくは思っていない。神はきちんと祭られおとなしくしているべきというのが、真希の持論である。

　おかげで、二人は会えばいつも喧嘩ばかり。

「なんだ、拝み屋。貴様、祭りで神楽でも舞うつもりか。そんな貧相ななりでは、稲荷いなりもがっかりだろうがな」

　そういって、珠枝は真希の胸をつついた。

「なっ、なによ、あんたにだけはいわれたくないわよ。完全幼女体型のくせに！」

　負けずに真希も珠枝の胸をつつく。

　お互い浴衣を着てしまうと、そのささやかなふくらみは完全に隠れてしまうような体型。

　ちなみに、瑞穂も真希と似たようなもの。あまり共通点がないと思っていたが、そのあたりで気が合うのかもしれない。

「ふ～ん、ワシは神だからそんなことはちぃ～とも気にせんのだ。なぁ、智宏も気にしないであろう？」

「えっ、俺おれはないより、あったほうが……」

　いきなり話を振られたので、思わず本音が漏れてしまった。

　口に出してしまってから、智とも宏ひろは「しまったぁ」と顔をしかめる。

「そ、そうなの、智ともちゃん!?」

　いままで珠たま枝えと真ま希きのやりとりを苦笑いしながら見守っていた瑞みず穂ほが、突然、二人の頭を乗り越えて智宏に詰め寄った。

「智宏、おまえそんなことをいうような年とし頃ごろになっていたのか！」

「あんたみたいに女を胸でしか見ない男がいるから、世の中は乱れるのよ！」

　瑞穂と一緒に、珠枝と真希も一斉攻撃をしかけてきた。

　こういうときだけ一致団結するのも、三人とも共通の肉体的特徴を持つからだろうか？

「いや、だから……別にそういう意味じゃなくて」

「では、どういう意味なのだ？」

「ねえ、どういう意味なの？」

「どういう意味なのよっ!?」

　三人がずいっと顔を近づける。

「いや、その……あっ、夜店が見えてきたぞ」

　こうなれば逃げるが勝ちである。

「うわぁ、結構、たくさん出てきてるなぁ～」

　智宏はそらぞらしい声をあげながら、お稲荷いなりさんの境けい内だいのほうへと駆け出した。

「なっ、ずるいぞ智宏。ワシが一番乗りだっ！」

「ああ～っ、待ってよ、智ちゃん。私も行く～っ！」

「こらっ、私を置いてかないでよねっ！」

　割と簡単に誤ご魔ま化かせたようで、三人もすぐにあとを追いかけてきた。

　きっと祭りの賑にぎやかな雰囲気には、細かいことを忘れさせてくれる効果があるのだろう。

　智宏は心の中でホッとしながら、夜店の喧けん噪そうへと飛び込んでいった。
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「ほーほー」

「ふーふー」

「ほら、あんたたち、もっとこっちに……って、違うっ！　そっちじゃないわよ！」

「お嬢ちゃん、ヨーヨー相手に、そんな怒ど鳴ならなくても」

　店のおじさんが呆あきれるほどヨーヨー釣りに熱中しているのは、真希だった。

　意外なことに、真希はこういう夜店が立ち並ぶような夏祭りにはあまり来たことがないらしい。

　見るものすべてが物珍しいようで、いきなりヨーヨー釣りにはまってしまっている。

　最初は馬ば鹿からしいとかいっていたくせに、いざやってみるとなかなか取れないことに業を煮やし、縛ばく鎖さの小人たちに手伝わせるという卑ひ怯きような技まで駆使しているところだった。

「ふーふー？」

　縛ばく鎖さの小人は、普通の人には見えないように姿を消すことができる。

　それをいいことに、細い鎖を投げ縄のように使って、プールの中の水風船を引き寄せている。こうして鎖でうまく釣りやすい位置に固定できたところで、真ま希きが釣り上げるという作戦なのだが――

「馬ば鹿か、なんで動かすのよ！」

「ほーほー！」

　あと少しというところで鎖がつるんと水風船から抜けてしまい、またも失敗。

　この作戦は、縛鎖の小人と息を合わせないといけないので、逆に取りづらいのではと思わないでもなかった。

「わー、また取れたぁ」

　その横で瑞みず穂ほが易やす々やすとヨーヨーを釣り上げている。

　こういう地味で辛抱の必要な作業は、瑞穂の得意分野だった。

　一方、水風船がむこうから釣りやすい位置にやってくるのをじっと待ち続けるということが、真希にはどうにも無理らしい。

「こんな遊びでも性格の差は出るもんだなぁ」

　いきなり最初からフルスロットルで遊び続けている真希は見捨てて、智とも宏ひろは反対側の夜店でじっとしている珠たま枝えに呼びかける。

「なあ、珠枝。そろそろ行かないか？」

「んー、もう少し待つのだ」

　珠枝はこちらを振り向くこともなく、じっと一点を見つめている。

「もういいだろう。買って供そなえてやるから」

「供えてくれるのはありがたいが、もう少し待つのだ」

　珠枝はまるでとりつく島がない。

　それほどまでに珠枝の関心をひいているのは、夜店ならば必ずあるといってもよい、綿菓子を作る機械だった。

　円筒形の機械になにやら投入すると、うっすらと煙がたなびくように綿菓子ができていく。何度見ても不思議な機械だが、珠枝の食いつきぶりはただ事ではない。

「むふふふ……ふわふわだのぉ。もふもふだのぉ」

　珠枝はうっとりとろけるような顔で、おじさんが絡め取る綿菓子を眺めている。綿菓子を食べたいというよりは、そのふわふわもふもふな様子が、珠枝としてはたまらないらしい。

「じゃあ、そこにいろよ。俺おれはちょっとぶらついてくるから」

「うむー、わかった」

　本当にわかっているのかどうか疑問だが、姿は子供とはいえ、この祭りに来ている誰だれよりも年上の珠枝である。ひとりにしておいても平気だろう。

　それに智とも宏ひろは、この祭りに遊びに来ただけではない。

　この騒ぎに惹ひかれてやってきているはずの妖よう怪かいたちから、竈かまど神がみの代役を探さねばならないのだ。でなければ、自分が神様にされてしまうかもしれない。

「けど、さっきから全然見かけないな……」

　普通の人には姿が見えないことをいいことに、時にはコンビニにまで出没する妖怪たちが、なぜか夜店の立ち並ぶ境けい内だいには見あたらなかった。

　楽しい雰囲気が大好きな妖怪たちのことだから、絶対に遊びに来ていると思ったのだが、智宏の予想が外れたのだろうか。

　足下の暗がりなど、妖怪のいそうな場所に気をつけながら気配を探していると、ちょっと気になる声が聞こえてきた。

「ねえねえ、美人のお姉さん。そこにずっと立っていられると、こっちも困るんだけどなぁ～」

　美人という言葉に反応したわけではないが、智宏は声のしたほうへ顔を向ける。

　夜店でありがちな安物のアクセサリーを並べている夜店の前に、直立不動の姿勢のままで立ち尽くす黒衣の美女。

　闇やみに溶け込むような長い黒髪。

　瞳ひとみはどんな感情も表に出すことはなく、どこまでも穏やかで奥深い漆黒だった。

　艶つややかに光を反射する様子が流水を彷ほう彿ふつとさせる髪の色とは違い、その瞳の黒は極限までの静せいを表している。

　そして、それらの様々な黒とは見事なコントラストの白い肌は、ほの白く輝きを発しているのではないかと思うほど。

　ヒゲを生やしたちょっと怖そうな夜店のおにいさんも、こんな美人に営業妨害をされてしまって、どのように扱ったらよいのか困り顔である。

「コヒロ？」

「クワッ！」

　智宏に呼びかけられて、いままで微動だにしなかった彼女は、大きく目を見開いて、奇妙な叫び声をあげた。

　そして、いまの奇行はなかったかのように落ち着いた動作でこちらを振り向くと、礼儀正しく頭を下げた。

「これは、稲いな村むら様。ご無ぶ沙さ汰たをしております」

「うん、ひさしぶり」

　智宏はそんな彼女に軽く挨あい拶さつを返す。

　夜店のおにいさんは、こんな美人と知り合いなのかと、ちょっと意外そうな顔で智宏のほうを見ている。

「こんなところでなにしているんだ？」

「人を探しておりまして」

「ああ、そういえば真ま希きがコヒロは別の用事があるっていってたな」

　一見したところ黒いスーツのよく似合うクールビューティーなお姉さんだが、そんなコヒロの正体は八や咫た烏がらすというカラスの妖よう怪かいである。その名は日本最古の歴史書といわれる古こ事じ記きに記されているほどの、由緒正しき一族なのだという。

　祈き祷とう師しである真希のお目付役をしているぐらいなので、その霊格は高く、石いしの怪かいや好この香かよりもずっと強い力を持った妖怪だった。

「探している人は、このへんにいそうなの？」

　コヒロには相談相手になってもらうなど、いろいろ世話になっている。

　智とも宏ひろはなんなら妖怪探しのついでに手伝ってやろうかと思った。

「気配を追って来たのですが……」

「ここで足止めをくらっているというわけか」

　コヒロが一心不乱で見つめていた夜店のアクセサリー。

　それはキラキラときれいではあるが、智宏の目から見ても安物というのがわかる。

　大人っぽいスーツをこれ以上ないまでに着こなしているコヒロには、とても似つかわしいとは思えない。

「ホントにこういうの好きだよな、コヒロって」

「カラスですので」

　アクセサリーをじっと見つめながら、コヒロはややそっけない調子で答えるが、これはいつものこと。

　そして、こういった光りモノに目がないのもいつものことだった。

　コヒロはキラキラ光っていれば王冠でさえ宝物にしてしまうぐらいで、人間の姿はしていても、カラスの習性には忠実なのである。

　智宏はひょいと身体からだをのけぞらせて、コヒロの背中をのぞいて見た。

　スカートのお尻しりからぴょこんと飛び出している服の飾りのようにも見えるカラスの尾羽――それがピコピコとしきりに動いている。

　これはコヒロが上機嫌のときにする仕草であった。

　よほどこのアクセサリーが気に入ったらしい。

「よかったら、一個買ってやるよ」

　コヒロがこのまま張りつき続けて、夜店のおにいさんを困らせてもいけないと思い、智宏はコヒロにいってみる。

「クワッ！」

　またも驚きの叫び声をあげて、コヒロは大きく目を見開いた。

「ほら、これなんかいいんじゃないかな。派手でピカピカだぞ？」

　小学生の女の子ぐらいしか喜ばないんじゃないだろうかという、やけに大きなダイヤっぽいモノのついた指輪を智宏は指差す。

「……人間社会では指輪を贈るということは、婚約を意味すると聞きましたが。そのように理解してよろしいのでしょうか？」

　コヒロ真剣な面おも持もちでじぃぃぃっと智とも宏ひろのほうを見つめながらいった。

「いやいやっ、そんなたいそうなものじゃないんだってば！」

　いきなりの急展開に智宏はわたわたと手を振った。

　夜店の指輪で婚約なんて、どこかのドラマか漫画にありそうな展開だが、いくらなんでもまだいろいろと早すぎる。

「そうでしょうね。稲いな村むら様はすでにお姉様の尾羽を抜いてしまったのですから――」

　コヒロは大きく見開いた目をすっと細めて、智宏を見つめた。

「ちょっと待ってくれ。なんでいまその話題が出てくるんだ？　尾羽を抜いたら、どうなっちゃうんだよっ!?」

「そ、それは私の口からは……」

　いつも無表情なコヒロが、珍しく頬ほおを赤らめて、ぷいっと顔をそらした。

「ねえ、尾羽を抜くのにどんな意味があるか知らないけど、それは全部誤解だから。わかってるよね、わかっているんだよね!?」

　そっぽを向くコヒロに、智宏は執しつ拗ように訴えかける。

　コヒロの姉であるオオヒロと智宏には浅からぬ因いん縁ねんがある。

　いや、智宏としてはそんなに深いとは思っていないのだが、オオヒロのほうでは一方的に重く受け止めているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「お姉様がそれを納得してくださっていればいいのですが……」

「いや、納得させてよ。お願いだから、コヒロ様！」

　妖よう怪かいたちとも平気でつきあっている智とも宏ひろだったが、コヒロの姉だけは苦手であった。

　妖怪としての恐ろしさというより、相性がよくないという感じだった。

「承知しました」

「頼むよ、ホントに」

「では、さきほどの婚約指輪のことに話を戻しますけど――」

「いや、戻さないでいいから。お願いだから、やめてくれよ。そういう普通の高校生には荷の重い誤解はっ！」

　コヒロは智宏の叫びが聞こえないのか、聞こえていて無視しているのか、もの凄すごい集中力でアクセサリーの物色を始めた。

「あのぉ……コヒロさん？」

「………………」

　完全に無視。

　邪魔をしたら、視線だけで殺されてしまいそうな目つきだ。

　尾羽のピコピコもエンジン全開。そのまま尾羽だけで飛んでいきそうな勢い。

「すみません、まだまだかかりそうです」

　智宏はぺこりと夜店のおにいさんに頭を下げる。

「もう好きにしてくれよ……」

　そんなコヒロの様子におにいさんもとうとう白旗をあげた。

　顔は怖いが、いい人だ。

「ん……？」

　智宏が心の中でおにいさんに感謝していると、ふと人ひと混ごみの中にこの場にあまりふさわしくない服装をした女子を見かけた。

「あれ、加か茂もさんだ」

　例の清せい蘭らん女子学院の制服姿で、たくさんの人の流れに圧倒されたように危なっかしい足取りで歩いている。

　ところが、智宏が声をかけようとする前に、遼りよう子こはこちらに気づいたのか、驚いたような顔をして一目散に逃げ出した。

「うわ～、嫌われてるなぁ」

　あそこまで露骨に避けられてしまうと、さすがに傷ついてしまうが、智宏としては遼子にはいろいろと用がある。

　とりあえず昼間のセミヌード事件のことは謝っておきたかった。

　智宏がすぐにあとを追うと、こういう混雑した場所に慣れていないのか、遼子は人の壁に邪魔されてなかなか先に進めないでいた。

「逃げないでくれよ」

　おかげですぐに追いつけた智とも宏ひろは、逃げる遼りよう子この手をつかんだ。

「ぴぃっ!?」

「なにもしないから……」

　遼子は智宏の顔をじっと見ると、ぷいっと顔をそらして呟つぶやく。

「別にあなたから逃げたわけではありません」

「んっ？」

　では、いったいなぜ逃げ出したというのだろうか。

「そんなことより、私をその――」

「破は廉れん恥ちな目で見るなっていうんだろ？」

「そ、そうです……」

　遼子はもじもじと恥ずかしそうに身をよじった。

　確かにこの人ひと混ごみの中で、学校のようなことになったら一大事である。

　遼子はもちろん、智宏の今後の人生的にもだ。

「だったら、これでどうだ？」

　智宏は手近な夜店で売っていた、安物のサングラスをかける。

「な……なんですか、そのメガネは」

「これなら、俺おれに見られても大丈夫かなと思って」

「確かにそれならだいぶ平気ですが、それにしても……」

「それにしても？」

「ちっとも似合っていませんわ」

　そういうと、遼子は堪えきれないとばかりにお腹なかを抱えてクスクスと笑い始めた。

「そうかなぁ？」

　格好つけるためにかけたわけではないから別によいのだが、こんなに笑われるというのも心外だった。

　とはいえ、遼子が自分の前でこんなに楽しげな顔をしてくれたのはこれが初めてである。そんな遼子を見ていると、まあ笑われてもいいかという気持ちになってくる。

「ちょっと歩かない？　話したいことがいろいろあるんだ」

　サングラスの代金を支払った智宏がそう問いかけると、遼子は笑うのをピタリとやめて、智宏のほうをじっと見つめた。

「ええ、いいですわ。私もお話したいことはたくさんありますから」

　その表情はとても真剣で、思わず智宏がたじろぐほどだった。
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　智宏と遼子は、色とりどりの夜店が並ぶ境けい内だいを本社のほうへと歩いていく。

　最初に交わした会話のあとは、二人とも無言だった。

　サングラスのおかげで遼りよう子こは智とも宏ひろに見られることを嫌がらなくなったが、こうして二人きりで落ち着いた空気になると、なにから話してよいのかわからなくなってしまった。

　そもそも相手は一日でクラスの男子たちを虜とりこにした美少女である。

　しばらく歩いているうちに智宏は妙に遼子のことを意識してしまい、さらに話しかけづらくなっていた。

「たこ焼きでも食べる？」

　賑にぎやかな祭りの場で、じっと沈黙を続けることに耐えきれなくなった智宏は、近くのたこ焼き屋に助けを求めた。

「たこ焼き……？」

　遼子は智宏が買ってきた、ソースたっぷりのたこ焼きを不思議そうに見つめた。

「もしかして、たこ焼き知らないの。さすがはお嬢様」

「馬ば鹿かにしないでください、名前ぐらいは知ってます。ただ、現物を見るのは初めてですが……」

　遼子はかつお節がわしゃわしゃとうごめくのを怪け訝げんそうに観察している。

「このざわざわと動く気味の悪いものを食べるのですか？」

「気味が悪いかなぁ？」

　確かに熱でうごめくかつお節はなんだか生きた虫のようでもあって、初めての人には妙なモノに見えるかもしれない。

「やっぱり、お嬢様にはたこ焼きは似合わないか」

　智宏は自分で食べようと、串くしでたこ焼きを持ち上げた。

　すると、いきなり遼子は口を大きく開けて目をつぶる。

「あーん」

「あの、加か茂もさん……？」

「あーん」

　智宏の心臓が高鳴る。

　いったいどのボタンを押したら、こんな嬉うれし恥ずかしな展開になるというのだろうか？

「お、お、お、俺おれにどうしろと？」

　にわかに信じがたい状況に、智宏は悪友の辰たつ則のり並に挙動不審になっていた。

　目の前の遼子の姿は、どう見ても「あーん」をして食べさせてくれとねだる女の子の姿である。

　さっきまでまともに会話もしたことがなかったというのに、いきなりラブラブカップルモード。

　まわりの通行人の、生暖かくもうらやましそうな視線が痛い。

「あーん」

　戸惑う智宏を急せかすように、遼子はペンギンのように手をパタパタとさせてさらにねだってきた。

　その姿はあまりに可愛かわいらしく、逆に智とも宏ひろの野生の本能が警戒アラームを鳴らした。

「まさか、なにかの罠わなか!?」

　しかし、ここで引いたら男がすたる。

　智宏は意を決して、たこ焼きを遼りよう子この口に入れてやった。

「はふはふ」

　遼子はなんの抵抗もなく、そのたこ焼きを口に入れて熱そうにしている。

「お、お味はいかがでしょうか、お嬢様？」

　おずおずと智宏が尋ねると、遼子はハッと我に返ったような顔でこちらを見た。

「ぴっ、これは……その……」

　遼子の顔がじわわわっと赤く染まっていく。

「たこ焼き、気に入った？」

　智宏はもう一度、たこ焼きを串くしに刺して持ち上げた。

「あーん」

　顔を真っ赤にさせたまま、遼子はまた例の「あーん」の仕草である。

　二度目だったので、智宏はそれほど動揺せずに、もう一度たこ焼きを口に入れてやった。

「は、はふ、ほ、ほれは、ほういふいみへは……」

　遼子は口の中でたこ焼きを「はふはふ」させながら、なにかいっているようなのだが、いまいち聞き取れない。



    

  
    
      



    

  
    
      「食べ終わってから話したら？　行儀悪いよ」

「…………！」

　智とも宏ひろに注意されると、遼りよう子こはじろっと上うわ目め遣づかいににらみながらも、もむもむと熱々のたこ焼きを食べることに専念する。

「相当気に入ったんだな」

「ち、違います。それは……確かにこの食べ物は、美お味いしいと思いますけど。これは私の癖くせみたいなもので……」

　遼子が口を押さえながら反論する。

「癖って？」

「食べ物を差し出されると――」

「差し出されると？」

　智宏がたこ焼きを差し出してみると、やはり遼子は「あーん」と口を開ける。

「はい、どうぞ」

　智宏は反射的に遼子の口にたこ焼きを入れた。

「はふはふっ！」

　熱いたこ焼きに四苦八苦している遼子の様子を見ながら、智宏はだいたい理解した。

「面白い癖だなぁ」

　いったいどんな生活をしていたら、こんな癖が身につくのだろうか。

　もしかして、お嬢様は自宅ではいつもメイドさんとかに「あーん」をしてもらっているのだろうか。庶民には計り知れない世界だ。

「もう一個食べる？」

「ぴっ、結構です。こんなところで、恥ずかしいじゃないですかっ！」

　ようやくたこ焼きを食べ終えた遼子が、涙目で抗議してくる。

「ごめんごめん、なんか面白くて」

「ちっとも面白くなんかありません！」

「あれ、怒らせちゃった？」

　ちょっと調子に乗りすぎたかと、智宏は素直に詫わびる。

「いえ……別に怒ってはいませんが」

　遼子は少し口をとがらせて、む～っと智宏のほうを見つめる。

「そういえば、まだ昼間のお礼をいってなかったっけ」

「お礼？」

「みんなの誤解を解いてくれたらしいじゃないか。その……昼間のことで」

　智宏は遼子のあられもない姿と、例の黒い下着を思い出して、顔を赤らめる。

「あ、あれは、あなたが全部悪いというわけではありませんから」

「もしかして、俺おれの眼がん力りきのせいなの？」

　智宏は自分のサングラスを指差した。

「その目――私は苦手です。そのような力、持っていてもよいことなどありませんよ」

「うん、それはみんなによくいわれる」

　普通は見えないモノが見えることは、智とも宏ひろにとってよいことばかりとは限らない。

　それどころか、害になることが多いだろうと、これまで多くの人にいわれてきた。

「けど、この目がなければ出会えなかったモノもたくさんあるから。俺おれにとっては大切な力なんだ」

　遼りよう子このいうとおり、この眼がん力りきのせいで恐ろしい目にあったこともある。

　しかし、それ以上に大切な出会いもたくさんした。

　恐ろしいことも、楽しいことも、すべてひっくるめて智宏の大事な思い出だった。

「やっぱり、あなたは変なかたですのね」

「そうかもね。でも、加か茂もさんも結構変わっているよ」

　智宏はそういって微笑ほほえんだ。

「……私も急ぎすぎていたのかもしれません。もう少し、あなたのことを知ってからでも遅くないのかも」

　遼子は真ま面じ目めな顔でそういうと、大きなのし袋を取り出した。結婚式とかで使われそうな、豪華な飾りのついた袋である。

「あなたに渡すように預かってきたものです」

「なにそれ、お年玉じゃないよね？」

「あなたはお馬ば鹿かさんですか！　これは私にとって大切な――」

　遼子はじっと智宏を見つめていた。

　その目は少し潤うるんでおり、キラキラとさざ波を立てる水みな面ものように夜店の明かりを反射している。

　そんな遼子の美しい瞳ひとみに心奪われ、思わず智宏は息を呑のんだ。

　いったい遼子はこれからなにをいうつもりなのか、智宏は気づかぬうちに心臓が高鳴っていた。

「とても大切な――」

　遼子が息苦しそうに、次の言葉を告げようとしたとき――



「あ～っ、稲いな村むらさん。こんなところにいたんですかっ!?」



　人ひと混ごみの中から押し出されるようにして現れたのは、背中に巨大なひょっとこの面を背負ったマドカだった。

「こ、こんなにたくさん人がいるところに来たのはひさしぶりだったので、目が回りましたぁ～」

　ふらふらっと智宏の胸にすがりついて、髪をくしゃくしゃに乱したマドカは息もたえだえにいう。

「なんだ、おまえも来てたのか？」

「私の後継者を捜してくれているのですから、前任者としては来ないわけにはいきませんよぉ」

「けど、妖よう怪かいたちが見あたらないんだよなぁ」

「みなさんなら、本社の裏に集まっていましたよ。私はあまり面識がないので、稲いな村むらさんから紹介してくださいな」

　人ひと混ごみに揉もまれ足にきているらしいマドカは、智とも宏ひろの腕に取りすがったまま、本社のほうへと強引に引っ張っていく。

「あっ、ちょっとその前に……」

「ほらほら、早く行かないと、みなさん帰ってしまいますよ」

　智宏をマドカに連れ去られ、取り残された遼りよう子こは、あわてて二人を追いかける。

「ぴぃっ！　待ってください。話はまだ途中ですよ！」

「わっ、あなたは昨日の放火魔!?」

　遼子を見て、マドカは驚きの声をあげた。

「そ、それは誤解です！　確かに、鬼おに火びがご迷惑をおかけしたことはお詫わびしますが……って、ちょっと話を聞いてください！」

　遼子の弁明もマドカの耳には届いていない。

　結局、急ぐマドカを追って、本社の裏まで遼子はついてくる。

　賑にぎやかな祭まつり囃ばや子しは聞こえているが、ここまで来る人間はいない。

　昼間のように明るい参道の照明のおかげで、このあたりもぼんやりと明るかった。

　そして、そんな薄暗い影の中にたたずむモノたちがいた。

「おや、智宏さんじゃないですか」

　いち早くこちらに気づいたのは、妖怪町内会長の石いしの怪かいだった。

　マドカのいうとおり、妖怪たちの祭りはこちらで開催されていたらしい。

　お稲荷いなりさんへのお供そなえものらしき樽酒や果物や乾かん物ぶつを中心に置いて、様々な妖怪たちが丸くなって座っている。

　巨大なヘビや、化けタヌキの親子といった動物の妖怪から、ふわふわたなびく布のようなものとか、ひとつ目の毛玉といった、いったい何者なのかはっきりしない妖怪までその姿は様々。中には、人の姿に似たモノもいる。

　智宏たちに気づいた妖怪たちはこちらを見て、ぺこりと頭を下げたり、挨あい拶さつ代わりにゆらゆらうごめいたりしている。

「よかったら、智宏さんも一緒にいかがですか？　そちらのお嬢さんたちも、どうぞどうぞ」

　石の怪は短い手を振って、愛あい想そ良く智宏たちを招く。

　毛玉は智宏の足下を飛び跳ね、化けダヌキはポコポコ腹はら鼓つづみを打って歓迎してくれた。

「うわぁ、本当に稲村さんはみなさんとお知り合いなんですね。人間なのに凄すごいなぁ」

　すんなり妖よう怪かいたちに受け入れられている智とも宏ひろに、マドカは感心した顔をする。

「だって、智宏さんは妖怪町内会長候補だったこともあるんですよぉ～」

「うわっ、好この香か！」

　いきなり後ろから、手に日本酒の一升瓶を持った好香が抱きついてきた。

「さあ、今こ宵よいも楽しくやりましょう！」

「うっ、酒くさっ！」

「お祭りはいいですよねぇ。みなさん、親切にお酒をおごってくれます」

　今晩の好香はいつもの着物ではなく、桜の花びらをあしらった浴衣ゆかた姿だった。

　長い髪は後ろでまとめられて、風鈴の飾りがついたかんざしで留めてある。

　頬ほおはほんのり桜色。しかし、目つきがとろ～んとしているところからして、だいぶ酔っぱらっているらしい。

　きっと祭りに来ている人間たちに、酒をたかりまくってきたに違いない。

　桜といえば花見。

　そのため桜の精である好香も、酒には目がなかった。

「ところで、このかたはど～な～た？」

　後ろから智宏の胸に抱きついたまま、好香は値踏みをするような目でマドカを見る。

　マドカは少し怯おびえたように、智宏の手にすがった。

「あのっ、私は……稲いな村むらさんの学校の守り神でして」

「ああ、あなたが学校の竈かまど神がみ様ですか。駄だ目めですよ、私の智宏さんを誘惑しちゃあ……」

　好香は指先で智宏の頬をつんつんする。完全に酔っぱらいモードだ。

　こうなると好香はしつこい。

「馬ば鹿か、そんなんじゃ――」

　智宏があわてて否定しようとしたとき、不穏な気配を感じ取った。

　チリチリと髪の先に熱気を感じた。

　この気配……初めての経験ではない。

　智宏はおそるおそる上を見上げる。

「や、やばいぞ……」

　そこには、学校を火事にしかけた、あの巨大な鬼おに火びが燃えさかっていた。

「ぴぃぃ～っ！　あなたという人間は、やっぱりその心根まで破は廉れん恥ちだったのですね」

「違う、そんなことは！」

「そんな姿でよく弁解できるものですね。この恥知らず！」

　遼りよう子こに指差され、智宏は我が身を見る。

「稲村さん、またこの前みたいになんとかしてくださ～い」

「智宏さん、私は木なので、火は苦手なんですよ～」

　鬼火に怯えたマドカと好香にぴったりと身体からだを押しつけられ、智宏は身動きが取れない状態だった。

　確かにこれは誤解されてもしかたない姿ではあるが――

「だからって、なんで加か茂もさんが怒るんだよ」

　それは根本的な問題だ。

「せっかく少しだけ見直していたのに……このっ、このっ、この女たらしっ！」

　問答無用といった調子で遼りよう子こが手を振り下ろすと、鬼おに火びは智とも宏ひろたちを押しつぶすようにそのまま降下してきた。

「うわわわわっ！」

　逃げることもできない智宏は、いつのまにか好この香かと一緒になって抱きついているマドカの背中からひょっとこの面を取ると、急いで傘のように頭上に掲げた。

　熱気とともに、ずっしりとした重みがのしかかる。

　ひょっとこの面を避けて、鬼火が雨だれのように地面に降り注ぐ。

　さすがは火の神の面だ。効果てきめんである。

　ちりぢりになった鬼火は、あたりを無軌道に飛び回り始めた。

「そうだ、これってチャンスかも」

　集まった妖よう怪かいたちの中に、この鬼火をなんとかできるモノがいれば、それはマドカの後継者として相応ふさわしいということになるだろう。

　智宏は鬼火を怖がるマドカと好香をひょっとこの面で守りながら、妖怪町内会の面々のお手並みを拝見することにしたが――

「きゃあ～」

「熱い～」

「焦こげる～」

　鬼火に追われて、無様に逃げまどう地元妖怪たち。

　誰だれひとり、鬼火に立ち向かうものなどいなかった。

「予想以上に情けない連中だな……」

　智宏が呆あきれていると、野球の球ぐらいの青白い鬼火が顔面に直撃した。

「うわっぷ！」

「仕留めた、油断大敵っ！」

　遼子の勝ち誇った声が聞こえたが、不思議なことに痛くもかゆくもない。

「あれ、この前はなんか目がおかしくなったけど？」

「はっ、そのメガネはこのときのためだったんですね！」

　親切にも遼子が解説してくれた。

「あ、そうなんだ。このサングラスのおかげなんだ」

　魂を焼くという熱を持たない鬼火は、サングラスをかけていれば影響を受けないらしい。これはよいことを聞いた。

「だから、人間は油断も隙すきもない」

　鬼火に囲まれながら遼子は、智宏のほうを憎々しげににらんでいる。

「人間って……やっぱり、加か茂もさんは……？」

　そのとき、智とも宏ひろの眼がん力りきはこの本社の裏に強大な霊力を持つ何者かが侵入してきたことを察知した。

　それに呼応するかのように鬼おに火びは炎の大きさを増す。

「こ、この気配は!?」

　遼りよう子こも気づいたらしく、警戒するようにあたりを見回した。

　この気配、智宏は知っている。

　それはそれは、よ～く知っている気配だった。



「と～も～ひ～ろ～」



　地獄から聞こえてくるような声とともに現れたのは、白い浴衣ゆかた姿の珠たま枝えだった。

「ぴぃ～、なんですか。このかたは……！」

　珠枝とは初対面の遼子は、その圧倒的な迫力に打ち震えている。

　見た目ではなく、その霊格を感じ取っているのだ。

「智宏、ワシをひとりほったらかしにしておいて、なんとも楽しそうではないか。生意気に、そんな色いろ眼鏡めがねまでかけて洒落しやれたつもりか……ああん？」

　ぎらりと珠枝の目が闇やみの中で光った。

「いやっ、これはっ！」

　智宏はなんとか言い訳をしようとするが、両側からマドカと好この香かに抱きつかれた状態のままではなにをいっても無駄だった。

「あなたはいったい何者ですか!?」

　よせばいいのに遼子が口を挟む。

「なんだ、妙な白しろ助すけがいるな。貴様こそ何者だ？」

　不機嫌な顔のまま、珠枝は黄色く輝く目で遼子を一いち瞥べつする。

　その眼力は智宏の比ではない。

　遼子は金縛りにあったかのように身体からだを硬直させた。

「お、鬼火たち……あの目を……そらして」

　身体を動かせないまま、遼子は苦しげに鬼火に命令を下す。

　するといままで妖よう怪かいたちを追っかけていたモノたちも含め、すべての鬼火が一斉に珠枝に襲いかかった。

「しゃらくさい」

　珠枝はその場から動こうともせずに、ただ不敵に笑うのみ。

「失うせろ、この罰当たりめ」

　珠枝がそう呟つぶやいた途端、鬼火はまるで花火のように強い光を発して、すぐさま霧散してしまった。

　指先ひとつ動かさずに、たった一言で鬼おに火びを祓はらってしまった。

　まさしく神の業わざ。格が違う。

　智とも宏ひろはひさしぶりに珠たま枝えの恐ろしさを目の当たりにした気分だった。

「む、逃げたか」

　珠枝の言葉に我に返り、智宏があたりを見回すといつのまにか遼りよう子この姿は消えていた。

　きっと、鬼火を繰り出した隙すきに逃げ出したのだろう。賢明な判断だ。

「まあ、あんな雑魚はどうでもいい。それよりも――」

　腕を組んでつかつかと近づいてくる珠枝に、智宏が息を呑のんだとき。

「す、凄すごいです。こんな高い霊格のかたがいらっしゃったとはっ！」

　いままで智宏にすがっていたマドカが、今度は凄い勢いで珠枝に抱きついた。

「な、なんだ、こいつは!?」

　予想外の反応に、珠枝も怒りを忘れて戸惑うばかり。

「その子が、この前、夕食のときに話したウチの学校の竈かまど神がみなんだけど」

「なぜ、その竈神がワシに抱きつくのだ！」

「もう、あなたしか考えられませ～ん！」

「こっ、こらっ、抱きつくな！　顔をすりつけるな！」

　頬ほおをすりすりさせているマドカを、珠枝はぐい～っと強引に引きはがす。

「なんだというのだ、いったい……」

「是非、是非、ウチの学校の守り神になってくださいませっ！」

「学校の……守り神だと？」

　珠枝はあごに手をやって、じっと真剣な面おも持もちをした。

「申し遅れました。私、稲いな村むらさんの高校の守り神をしておりますマドカと申します。昨今、己の力不足を思い知るに当たり、是非にあなた様にその座をお譲りしたく――」

　マドカは珠枝の前に正座をして、頭を下げる。

「ほう、智宏の学校の……なるほど、なるほど」

　ようやく事情が飲み込めたとばかりに、珠枝がにんまりと笑った。

「なんだよ、この最悪の展開は……」

　智宏はがっくりと肩を落とす。こうなったらもう誰だれも珠枝を止めることはできない。

「ちょっとちょっと、さっきここで妙な気配がしたけど!?」

　さきほど鬼火が放った強い光を察知したのか、いまごろになって駆けつけた真ま希きに、智宏は力なく笑みを浮かべる。

「もう、全部終わったよ。できることなら、もっとも避けたかった結果にな……」

「なに、どういうこと、なにがあったの？」

　状況をつかめないまま、真希はきょとんとしている。

　あいかわらず役に立たない祈き祷とう師し様だ。

「智宏、喜べ。おまえの学校はこの竈神に代わって、ワシがしっかり守ってやるぞ」

　腰に両手を当てて、珠たま枝えは意気揚々と宣言した。

「なんと頼もしいお言葉。これからは、珠枝ねえさまと呼ばせてください！」

　そんな珠枝にマドカは感激した顔で賛美の声を送る。

「くるしゅうない、くるしゅうないぞぉっ！　わーはははははっ！」

　遠くに聞こえる祭まつり囃ばや子しの中、カンラカンラと珠枝の気持ちよい高笑いがいつまでも響き渡っていた。



    

  
    
      
第四話　珠たま枝えのもふもふスクールライフ





「珠枝様～、お菓子を持ってきたんですけど、よかったら味見してみませんか？」

「うむ、よかろう、よかろう」

　茶道室に女子生徒たちが、可愛かわいらしい包みを持ってやってきた。

「調理実習で作ったんですけど……」

　包みの中はドライフルーツとラム酒がたっぷり入った、焼きたてのパウンドケーキだ。

　ほんわりと甘い香りが部屋に漂う。

「変わった香りだが、カステラとは違うのか？」

「違いますよぉ～」

「ふむぅ？」

　珠枝を囲んで、女子生徒たちはきゃいきゃい大騒ぎ。

「珠枝ねえさま、お茶をいれますね」

「うむ、頼むぞ」

　マドカはいそいそと紅茶を女子生徒たちのぶんまで準備している。



    

  
    
      



    

  
    
      「すっかり馴な染じみやがって……」

　かしましい女子たちの輪から外れて、壁にもたれながら智とも宏ひろは渋い顔をしていた。

　新しい守り神である珠たま枝えは、智宏が驚くほどすんなり学校に受け入れられた。



『今日から、当校の守り神になっていただく珠枝様です。みなさん、仲良くしてくださいね』



　夏祭りから数日後に開かれた全校朝礼で、校長が珠枝をそう紹介したとき、全生徒の中で智宏だけが盛大にズッコケた。

　他ほかの生徒たちが本気で珠枝のことを守り神と思っているのかどうかは、アンケート調査でもしてみないとわからないが、たぶん校長の冗談と思っている生徒も多いだろう。

　とにかく人柄のよい校長なので、なんとなくそんな冗談も受け入れてしまいたくなる空気が、この学校にはある。

　朝礼で校長が公認したおかげで、学校内を珠枝が我が物顔でうろついても誰だれも不審に思わなくなってしまった。

　それどころか、珠枝の部屋として暗黙の了解を受けた茶道室には、こうして珠枝とお茶を飲もうという生徒もやってくる。

　特別あつらえの珠枝も着られる子供サイズの制服まで校長に用意してもらって、守り神というよりは、学校のマスコットキャラ的扱いであった。

「ふむ、なかなかうまいな。ハイカラな味だ」

「珠枝様、こっちも食べてみてください。ココア味ですよ？」

「む～、ココアは苦いから苦手なのだ……」

　差し出されたブラウンのパウンドケーキを見て、珠枝は眉まゆ根ねを寄せる。

「え～、これが大人の味なのに。珠枝様はお子様だなぁ～」

「ば、馬ば鹿かにするな。ワシが本気になればココアぐらいなんともないわっ！」

　女子たちに乗せられて、珠枝はココア味のパウンドケーキを一口で頬ほお張ばる。

「どうですかぁ？」

「うむむ、悪くはないが……なぜ、おまえたちはケーキを苦くするのだ。やはりケーキは甘いほうがよいと思うぞ」

　珠枝は口をとがらせて女子たちに訴える。

「あはははは、珠枝様可愛かわいい～」

　このようにみんなに好意的に受け入れられているのは、やはり珠枝の人徳のなせる業わざだろうか。なにしろ神様なのだから、そこらの人間よりも徳は高いのだろう。

　ともあれ、智宏が恐れていたほど滅茶苦茶な騒ぎにならなかったのは喜ばしい誤算だった。

　珠枝も生徒たちの前では、自分が人間でないことを吹聴したりはせず、微妙な距離感を保ち続けている。智とも宏ひろが生まれるはるか以前から、珠たま枝えはこうして人間たちと共に在あり続けてきたのだから、いまさら自分ごときが心配することもなかったのかもしれない。

　それにいまは珠枝のことより、もっと心配なことがあった。

「加か茂もさん、今日も来なかったな……」

　あの祭りの晩以来、遼りよう子こはずっと学校を休んでいた。

　病気ではなく家庭の事情からということだが、くわしいところはわからない。

　まだ転校したばかりなので、遼子の自宅や連絡先などを知っているクラスメイトもいなく確認のしようもなかった。クラスの女子が本ほん間ま先生に遼子の連絡先を教えてもらおうとしたそうだが、個人情報保護という理由で教えてもらえなかったらしい。本間先生が悪いというわけではないが、なんとも世知辛い世の中だ。

　クラスメイトたちも心配していたが、智宏が気になっていたのは、祭りのときに遼子が自分に向けた言葉である。

「あのとき、加茂さんは俺おれのことを『人間』と呼んだ……」

　それは遼子が人ならぬ存在であることを意味しているのではないだろうか。

「けれど、もしそうだとしたら」

　妖よう怪かいは己の正体を知られることを好まない。

　智宏の眼がん力りきをあれほどまでに嫌ったのは、そんな妖怪の特性が故ゆえだとしたら。

「加茂さんが学校を休んでいるのは、俺のせいなのかも……」

　このまま遼子とお別れでは、あまりにも後味が悪かった。



　　　　　◆◇◆



　ホームルーム開始のチャイムが鳴っても、遼子の席は空いたまま。

　この日の朝も、遼子は休みらしい。

　ぽつりと空いた席は、智宏の心をチクリと刺す。

「やっぱりお嬢様だから忙しいのかしら？」

「いまごろ家族と一緒に海外旅行とか？」

「あるかもね～」

　女子たちがひそひそと憶測を語り合っているが、男子たちは遼子様の不在にテンションがた落ちだった。

「ああっ、うるおいが……うるおいが足りない」

「教室の空気が淀よどんでいるぞ。遼子様の浄化力が失われたせいだっ！」

「こんなことなら、俺たち出会わなければよかったのに。俺は……神を恨む！」

「せっかく、あの日から納なつ豆とう断ちをしているというのに！」

　辰たつ則のりを始めとした馬ば鹿かな男子たちが、遼子のいない席を切ない目で見つめながら身もだえしている。

　そんな騒ぎを無視して、智とも宏ひろは夏祭りでの遼りよう子このことを思い出しながら、ぼんやりと頬ほお杖づえをついていた。

「智ともちゃんも、加か茂もさんが欠席だから落ち込んでいるの？」

　遼子と席を交換して、すぐ隣になった瑞みず穂ほがシャーペンで脇わきの下を突いてきた。

「まあ……な」

　誰だれにもいえないことだが、遼子を学校から追い出したのは、自分のせいかもしれないのだ。それを考えると気が重い。

「もうっ、なによ。智ちゃんまで」

　なにやら瑞穂は不機嫌そうな顔で、席から身を乗り出すと、今度は強くシャーペンで突いてきた。

「いてっ！　なにするんだよ？」

「別に病気ってわけじゃないんだし、すぐにまた会えるよ」

「だったらいいんだけどな……」

　せっかく励ましてくれている瑞穂に、智宏が気のない返事をすると、ようやく本ほん間ま先生が教室にやってきた。

「はいはい、みなさん静かにしてくださいね～」

　後ろで騒いでいた辰たつ則のりも、さすがにおとなしくなる。

「え～と、この前、始業式で校長先生がいってましたけど、今日からこのクラスに新しい副担任の先生がやってきます」

　本間先生の言葉にも、クラスのみんなは無反応。

　遼子というメジャーリーガークラスの転校生を迎えたあとでは、新任の教師などインパクト不足である。

「英語の授業を受け持っていただくことになりますが……と、とにかく紹介するわね」

「ん、なんか様子が変だな……？」

　遼子のことで上の空のクラスメイトの中で、智宏だけは本間先生の様子がおかしいことに気づいた。

　なにか緊張しているようだ。

　その証拠に、出席簿にぶら下がっているカモメッピのぬいぐるみをむぎゅむぎゅと握りしめている。あれは本間先生が動揺しているときの癖くせである。

「どうぞお入りください」

　本間先生が教室の戸を開けると、すっと優雅な動作で黒い影がその横をすり抜けた。

　まるで本間先生が、ホテルのドアマンのような扱い。

　教室に入り込んできた影は、教卓の前で動きを止めて、コツンと音をたてる。

　そのとき、ようやく生徒たちは影の姿を認めた。

　黒いスーツに黒のシャツ。

　手には柄に動物のかぎ爪づめの装飾が施された、黒いステッキを持っている。

　影の中から湧わき出したかのように黒色に統一された服装の中で、唯一、滴る血のように赤いネクタイが妖あやしいコントラストを放っていた。

　そんな黒衣を纏まとうのは、本ほん間ま先生よりも頭ふたつばかり長身。

　漆黒の黒髪は、腰に届く長さ。

　刃物を彷ほう彿ふつとさせる切れ長の目。

　ネクタイと同じ色をした、妖よう艶えんな唇。

　この人物が男装の麗人であることに生徒が気づくまで、教室は物音ひとつなく静寂に包まれていた。

「初めまして、オオヒロです」

　宝塚の男役のような、こちらの喉のど元もとをくすぐるような奥深い響きのある声。

　その挨あい拶さつを機に、教室はどっと沸いた。

　最上級の演劇の舞台から舞い降りてきたような、眉び目もく秀しゆう麗れい、艶えん麗れい妖よう美び、男女を問わず魅了するその蠱こ惑わく的な容姿は、健全な高校生にとって香りの強すぎる毒花ともいえた。

　生徒たちは声にならない歓声をあげる。

「みなさん、静かに、静かにしなさい！」

　カモメッピを握りしめて本間先生が必死になだめようとするが、生徒たちはまるで聞く耳持たない。

　すると――



　……コツン。



　まるで人気バンドのライブ会場と化した教室の中に、小さく硬質な音が響いた。

　それは黒衣の麗人が、手に持つステッキで床を突いた音。

　大歓声の中、誰だれにも聞こえるはずのないかすかな音。

　それなのに、すべての生徒がそれを耳にして、そして鳩はとが豆鉄砲を食ったようにピタリと口を閉じた。

「本間先生が静かにしなさいといってるわよ？」

　この騒ぎの原因であるオオヒロは、ステッキをくるっと回転させ小こ脇わきに挟むと、本間先生のほうを横目で見てうながした。

「さあ、本間先生――？」

「あ、あの……ありがとうございます」

　ぽわ～っと赤面して、本間先生はお礼をいう。

　明らかに貫かん禄ろく負けしている。これではむしろ本間先生のほうが新任教師のようだ。

「えーと、あの……で、では、オオヒロ先生、自己紹介をどうぞっ！」

　なんとも間の悪い言い方で、再度、本間先生はオオヒロにふった。

「わかりました……はじめまして、今日からみなさんの英語を担当することになるオオヒロです。このクラスの副担任も務めることになるので、みなさんと接する機会も多いことでしょう。一緒に楽しい学校生活を送りましょうね」

　さきほどまで日常生活から遊離した雰囲気を発していたオオヒロは、まるで手のひらを返したように親しみやすい笑顔を浮かべて自己紹介をする。

　そのおかげか、いままで凍り付いたような静けさに包まれていた教室に、再びぽつりぽつりと私語が戻ってきた。

「お、おいっ、智とも宏ひろ。我が運命の出会いパートⅡの始まりだぞっ」

　さすがに場の空気を読んだのか、辰たつ則のりはいつものように絶叫することなく、小声で囁ささやきかけてきた。

「……って、なにやってるんだ、おまえは？」

「まずい。アレだけはまずいんだ……」

　智宏は机に顔を伏せて、冷や汗を流しながら呟つぶやいた。

　そう、智宏は知っている。

　教卓に立つ、アレの正体を知っている。

　彼女こそはコヒロの姉。

　八や咫た烏がらすのオオヒロ。

　神である珠たま枝えですら、一目を置く大だい妖よう怪かい。

　その霊力は妖怪町内会の連中などとは比べものにならなく、底は計り知れない。智宏の眼がん力りきで見抜くことすら避けたいほどの相手だ。

「あのぉ、先生はなんで男物のスーツを着ているんですかぁ？」

　そんなオオヒロの恐ろしさを知らない女子のひとりが、おずおずとそれでいて興味津々の顔つきで尋ねた。

「なっ……！」

　智宏は戦せん慄りつする。

　馬ば鹿かな質問をして、もしもオオヒロが機嫌を損ねたりしたら、いったいなにが起きるか想像もつかない。

「ふふっ、私が女物を着たら、男子たちが見とれて授業にならないでしょう？」

　オオヒロはスーツの襟えりをつまんで、たっぷりの茶ちや目めっ気けを込めて答える。

「きゃ～っ、私もそんなこといってみた～い」

　その自信過剰な答えに、女子たちは反感を通り越して、羨せん望ぼうの黄色い悲鳴をあげる。

「それとも、この格好はお気に召さない？」

「そんなことありません、最高で～すっ！」

　教室の女子たちは一斉に拳こぶしを突き上げて力強く主張した。

「な、なんなんだ、このノリは……」

　興奮する生徒たちの中で、ひとり青ざめた顔をしている智宏は唖あ然ぜんとした。

「先生のスリーサイズを教えてくださいっ！」

　オオヒロの気さくな反応に勢いを得たどこかのお調子者が、地雷原に突っ込んでいった。

　そして、その命知らずは智とも宏ひろの後ろにいた。

「ば、馬ば鹿かっ!!」

　鼻息荒く、テカテカした笑顔を浮かべている辰たつ則のりの馬鹿面を見て、智宏は思わず悲鳴にも似た声をあげた。

　これでおしまいだ。

　オオヒロの怒りにより、この教室は恐怖と混乱のるつぼと化すだろう。

「スリーサイズねぇ……男物を着ているからわかりづらいだろうけど。先生、脱ぐと凄すごいわよ？」

　オオヒロのその言葉を聞いた男子たちのどよめきで教室が揺らいだ。

　新たな天体を発見した天文台職員たちのように、男子生徒たちは真剣な顔つきで眼前の未確認物体を観測、分析している。

「本ほん間ま先生を一ホンマとするなら、一・一七ホンマは楽勝か？」

　ひとりが電卓を使って、ある数字をはじき出す。

「いや待て、男物による着やせ修正を計算にいれろ。これは一・二ホンマオーバーすら夢ではないぞ」

「なんだと……それは我々にとって未知の領域だぞ。ありえないっ！」

「目の前を見ろ。そこにあるモノが現実だ！」

　智宏は心の底から、このクラスの男子たちは馬鹿だと実感していた。

「しかし、オオヒロのやつ……いったい、なにを企たくらんでいるんだ？」

　一瞬にしてクラスの女子も男子もその魅力の虜とりことしたオオヒロは、盛り上がっている生徒たちを無言のまま楽しげに眺めている。

「じゃあ、そろそろ一限目が始まりますから――」

　この騒ぎを本間先生がなんとか収拾をつけようとしたとき、最後の質問がオオヒロにぶつけられた。

「オオヒロ先生は恋人がいるんですか？」

　これまた定番の質問だが――このとき、いままでまったく心の底を見せることのなかったオオヒロの表情がわずかに揺らいだのを、智宏は見逃さなかった。

「そうねぇ」

　だが、それも一瞬のことで、オオヒロはあの妖よう艶えんな笑みを取り戻す。

「気になる人はいるわよ」

「ええ～っ！」

　失望と好奇の入り混じった悲鳴のような声が、男子と女子両方からわき上がった。

「それって、どんな人なんですか!?」

　教室の熱狂は絶頂に達する。

「そうね、みんなもよく知っている人よ」

　オオヒロはそういってステッキでコツンと床を突いた。

「えっ……？」

　途端にいままで大騒ぎしていた生徒たちは嘘うそのように静かになった。

「じゃあ、みなさん授業で会いましょう」

　爆弾発言を残したまま、オオヒロは機嫌良く教室を出て行く。

　生徒たちはそれを無言のまま、ぽかんと見送るのみ。

　ただひとり、智とも宏ひろだけは机に顔を伏せてカタカタと震えていた。

　智宏は気づいていた。

　最後にオオヒロが自分のほうを見たことを。

　そして、その目の奥にあるのは、紛まぎれもなく人間とは異なる世界の住人が持つ光。

　見つめるものを圧するより、飲み尽くすような底の見えない深い瞳ひとみ。

「やっぱり俺おれが尾羽を抜いたこと……根に持っているんだ」

　智宏は額に冷や汗を浮かべながら、乾いた唇でそう呟つぶやいた。



　　　　　◆◇◆



　三限目は英語。

　オオヒロの初授業だった。

　驚いたことにオオヒロの英語は完かん璧ぺき。

　智宏の知る妖よう怪かいたちは、なんというか和風なイメージで、英語とは縁遠いと思っていたのだが。

「オオヒロ先生の英語って、凄すごく発音がきれいですね。まるでネイティブみたい」

　クラスで英語の成績トップの女子が感心した声をあげている。

「以前、香港ホンコンにいたことがあってね。古い英えい国こくなまりがあると思うけど、勘弁してちょうだい」

「うわ～、イギリス英語ですか。格好いいなぁ」

　いったいいつの時代の香港にいたのか、くわしく聞かないほうが無難であろう。

　智宏は教科書で顔を隠しながら、ただただ時間が早く過ぎることを祈っていた。

「智宏、智宏、あの三本足がにょろにょろ唱えているものは、本当に外人の言葉なのか？」

「たぶんな。流りゆう暢ちようすぎて、俺には聞き取れないところもあるけど」

「ふむぅ、三本足のやつめ、妙な特技をもっておるなぁ」

　さすがに学校の守り神に就任しただけあって、珠枝はオオヒロがやってきたことをすぐに察知していた。

　そこで敵情視察とばかりに、智宏の授業に紛れ込んできたというわけだ。

　もっとも、隠れて観察するとか、そんな殊勝なことはまったく考えていないようで、どこからか持ってきた椅い子すを智宏の席の隣に置いて、当然のように一緒に授業を受けていた。

「そんなことより静かにしてろ。授業中だぞ」

「ふん、三本足なぞに遠慮することなどあるか」

　すねているのか、珠たま枝えは智とも宏ひろの隣の席で足をぶらぶらとさせている。

「教室では先生なの。一番偉いの」

「なんだと、ワシより偉いとでも――もがっ！」

　智宏はあわてて珠枝の口を塞ふさぐ。

　バタバタしていると、反対隣に座る瑞みず穂ほが珠枝に囁ささやいた。

「珠枝ちゃん、静かにしないと先生に追い出されちゃうよ」

「むうううっ……」

　瑞穂にいわれて、珠枝もおとなしくなった。

　それにしても、さすがオオヒロはたいしたもので、珠枝が騒いでもまったく動じた様子は見せず、初めての授業を堂々とした態度で滞とどこおりなく進めている。

「頼むから、騒ぎを起こさないでくれよ……」

「気にいらんなぁ、みんな三本足のいうことばかり聞きおって」

「授業なんだから、そういうもんなの」

「いわれたことを鵜う呑のみにすることだけが学問とは思わないがな。それではひとりで本を読んでいることと変わりないではないか」

「……突然、正論を言い出すのはやめてくれないか」

　智宏にとっては、このまま何事もなく終業のチャイムが鳴ってくれることが、最も望ましい授業なのだ。

「智宏、おまえ質問してみろ」

「なんでだよ」

「難しい質問でもしてやって、三本足の化けの皮を剥はいでやれ」

「質問っていったって……」

「黙って座っているだけなら、置物のタヌキでもできるぞ」

「わかったよ。質問してやるから、静かにしてろ」

　あまり無視するとうるさいので、智宏は珠枝を黙らすためしかたなく辞書をパラパラとめくって、あまり使わなそうな単語を探す。

　実のところ、智宏も内心ではオオヒロの英語教師としての能力に興味があった。

「では、次のページに――」

　きりのよさそうなタイミングを見計らって、智宏はオオヒロに声をかける。

「あの先生、look aheadってどういう意味でしたっけ？」

「“〝前途を考える”〟よ、稲いな村むら君」

　即答だった。もちろん正解である。

　どうやらオオヒロの英語は本物らしい。

「あ、ありがとうございます」

「では、今度はこちらから質問。look　afterの意味は？」

　オオヒロは意地悪そうな笑みを浮かべて問いかける。

「えっ……そのぉ、すみません。わかりません」

「謝ることはないわよ。わからないことは学べばよいのだから。そうだ、勉強熱心な稲いな村むら君には、あとで自習用の課題を出してあげましょう」

「ええっ！」

「そんなに喜ばなくてもよいのよ」

　オオヒロはにんまりと笑う。これ以上、抗議したらさらに課題を増やされそうだ。

「ううっ……」

　机に突っ伏した智とも宏ひろを、珠たま枝えがじとっと見下ろした。

「なんだ情けないのぉ～」

「うるさい、余計な宿題を増やして……おまえのせいだからな、恨むぞ」

　智宏がギロリとにらむと、珠枝は口をとがらせた。

「そんなに怒らんでもいいだろう」

「いいからもう静かにしてろ。でないと、教室から追い出すぞ」

「むぅ～」

　智宏に叱しかられて、珠枝はぶすっとした顔でそっぽを向いた。

　このままふくれていてくれたほうが、まだ静かでありがたい。

　智宏は珠枝を無視して、教科書に没頭しているふりをする。

　オオヒロの真意はわからないが、相手が教師という立場でいる限り、学校では圧倒的にこちらが不利だ。

　向こうからなにかしてこない限りは、こちらも余計なことはしないほうがよいだろう。

　それに、もしもオオヒロがここに来た理由が、智宏が尾羽を抜いたせいだというのなら、珠枝にはそのことを知られたくない。

　以前、オオヒロが珠枝がらみのことでこの土地に来たとき、智宏は彼女を追い払うために八や咫た烏がらすの弱点らしき尾羽を抜いたことがあった。

　その効果はてきめんだったのだが、祭りで会ったコヒロの態度や、オオヒロがわざわざ教師に化けてまで学校にやってきたことを考えると、どうも智宏が想像しているよりも、もっと深い意味が八咫烏の尾羽を抜くという行為には秘められているらしい。

　八咫烏の尾羽の意味を珠枝が知っているかどうかはわからないが、このことを珠枝に知られたら、さらにややこしいことになりそうだ。

「とにかく今日一日は静かにやり過ごして、コヒロか真ま希きになんとか仲裁してもらわなきゃあな……」

　美しい発音で英文を朗読するオオヒロの声を聞きながら、智宏は早く学校が終わることのみを祈っていた。
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「智とも宏ひろに叱しかられたのだ！」

　昼休み、生徒たちで賑にぎわう学食のホールで、珠たま枝えはマドカに不満をぶつけていた。

「は、はあ……」

　制服の上に割かつ烹ぽう着ぎという姿のマドカは、少し困り顔。

　学校の守り神を引退したあと、マドカは学食限定の守り神となっていた。

　竈の名が表すとおり、台所の神様にスケールダウンしたというわけである。

　もっとも、マドカはその境遇に満足しており、忙しい昼休みには厨ちゆう房ぼうを手伝ったりしている。

　さすが神様だけあって、厨房の誰だれもマドカが手伝っていることを疑問には思わなかった。いつの間にか遊びの輪に加わっているという座ざ敷しき童わらしと同じで、そこにいることに不自然さを感じさせないのだ。

　そして、生徒たちにも「なぜか学食のお手伝いをしている変わった女子」として、なんとなく受け入れられていた。

　そのため、この昼休みの時間はマドカも忙しく、珠枝の愚痴などにつきあっている暇はないのだが……

「智宏に叱られたのだ！」

　もう一度、同じことを叫んで、珠枝はテーブルをバンバンと叩たたいた。

「はい、それはさきほど聞きましたが……」

「それもこれも、すべてはあやつのせいなのだっ！」

　珠枝はびしっと向こうのテーブルを指差す。

　そこにはたくさんの生徒たちに囲まれたオオヒロの姿があった。

「今日来たばかりなのに、凄すごい人気ですねぇ」

「あの三本足め……ここはワシのナワバリだというのに」

「ははぁ、珠枝ねえさまは人気を奪われて嫉しつ妬となさって――いたたたっ！」

　珠枝はマドカの両りよう頬ほおをむにぃ～っと引っ張った。

「ああん、誰が誰に嫉妬だと？」

「ほ、ほめんなは～い」

　やわらかな頬をむにむにもてあそばれながら、マドカは涙目で謝る。

「それで、頼んでおいたものは仕込んできたのだろうな？」

「はあ、それはいわれたとおりにしましたが……」

「なんだ、その顔は？」

「正直、私は気が進みません」

「……うむ、確かに、ワシもここまでやるのは気が引けるが」

　珠枝はマドカの頬を引っ張るのをやめて、じっと自分の手を見つめた。

　これからなそうという非道な行いに、珠たま枝えの中で葛かつ藤とうがわき上がっているようだった。

「しかし、あやつが教師という立場を利用するならば、こちらも手段は選べん」

　決意を固めたように、珠枝は広げた手のひらをぎゅっと握りしめる。

「でも、だからといってあの呪のろわれた品々を使うなんて……」

「神とは、ときにどこまでも非情になれるものなのだ」

　キッと厳しい目つきで、珠枝はオオヒロのほうを見つめる。

　見た目の年齢にそぐわない、それはきれい事だけでは済まされない世界を乗り越えてきたモノの目だった。

「見ろ、そろそろ箸はしを手に取るぞ」

　オオヒロのテーブルに置かれた箸立て。

　あれこそは、この学校に伝わる呪われし箸立て。

　前任の守り神であったマドカが、そのあまりの恐ろしさに生徒たちの手に触れないようにと封印しておいたモノ。

　だが、いまその封印が解かれる。

　すべてはあのオオヒロに対抗するため。

「……あの箸立てに立てられた割わり箸ばしは、なぜかきちんと割れないで後ろが折れてしまうのです」

　マドカはぐびりと息を呑のんで、珠枝と一緒にオオヒロの様子を見守った。

「ううむ、何度聞いても、恐ろしい呪いだ。ワシであっても、割り箸を割るときは細心の注意を払うというのに」

「いくら注意しても無駄なのです。こう、ギリギリのところまで広がって……ぽきん」

　マドカは真剣な顔つきで割り箸を割る仕草をしてみせる。

「どうしても後ろのところが折れてしまうのです」

「恐ろしいのぉ」

「恐ろしいのです」

　珠枝とマドカはコクコクとうなずき合う。

「ふふっ……ふははははっ！　よ～し、生意気な三本足め。長さが違う使いづらい箸で食事をする苦しみ、とくと味わうがよい」

「たっ、珠枝ねえさま！」

　勝利の笑みを浮かべる珠枝を、マドカは悲鳴に似た声で呼びかけた。

「どうした？」

「大変です、オオヒロ先生の昼食はカレーライスのようですっ！」

「なんだと～っ！」

　カレーにはスプーン。

　それは神である珠枝にも覆すことのできない世界の理ことわり。「おのれ、こしゃくな真ま似ねを！」

　珠たま枝えはテーブルを拳こぶしで叩たたき、歯がみをした。

「ど、どうしましょう。これでは！」

「なんの、まだまだ……次に控えるは、さらに身の毛もよだつおぞましきアレではないか。むしろカレーならば、その恐ろしさを十二分に発揮できるというもの」

「でも、アレは！」

「このワシでさえ、貴様にその存在を聞いたときは恐怖に打ち震えたものよ」

「ですから、珠枝ねえさま！」

　マドカが珠枝の袖そでを引っ張った。

「なんだ、なにか不安でもあるというのか？」

「相手がカレーでは、『必ずソースと醤しよう油ゆを間違えてしまう呪のろいの容器』も意味がないと思うのですが」

「なぜだ、カレーにはソースだろう？」

　珠枝はきょとんとした顔でいった。

　しばしの沈黙のあと、マドカは申し訳なさそうに告げた。

「……たぶん、珠枝ねえさまのほうが少数派ですから」

「なんだと？」

「普通はカレーにソースをかけません」

「ば、馬ば鹿かな……！」

　カレーにソース。

　それこそが稲いな村むら家に伝わる、カレーを美お味いしく食べる方法。

　当たり前のスタンダード。

　珠枝は愕がく然ぜんとした面おも持もちで、オオヒロの手元を見た。

「なんと……そのまま……食べおった……」

　それは稲村家に脈々と伝えられた伝統が、脆もろくも否定された瞬間であった。

「そんな、カレーには……ソースだろう？」

　まだ現実を受け入れられない珠枝の呟つぶやきは、学食の喧けん噪そうの中にむなしく消えていった。
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　放課後、学食での計略が失敗に終わった珠枝が不機嫌な顔つきで廊下を歩いていると、何者かが呼び止めてきた。

「珠枝様、ちょっといいかしら？」

　智とも宏ひろの担任の本ほん間ま先生である。

「なにか用か」

「これ、稲村君に渡しておいてほしいの」

　そういって本間先生は、薄い本が入っているぐらいの厚みのある、大きめの封筒を手渡した。

「なんだこれは？」

　封がしてあるので中は見られない。

「オオヒロ先生からなんだけど」

「なんだと？」

　嫌な名前を聞いた珠たま枝えは、露骨に顔をしかめる。

「とっても大事なものだそうだから、間違いなく渡してあげてね。無くしたら、稲いな村むら君、二年生になれなくなっちゃうかもよ？」

「……うむむっ、心得た」

　それを聞いて、珠枝は渋々ながらも封筒をしっかり胸に抱いた。

　オオヒロは気にくわないが、自分のせいで智とも宏ひろが留年してしまったら大変だ。

「じゃあ、お願いね」

　本ほん間ま先生が立ち去ってから、珠枝は封筒をじっと見つめる。

「中からは、妙な気配は感じられないが……」

　振ってみると紙束が入っているような感触。本当に学校関係の資料なのかもしれない。

「智宏は教室か？」

　とりあえずお使いを済ませてしまおうと、珠枝が封筒を抱いて駆け出そうとすると、またも誰だれかが声をかけてきた。

「珠枝さま～、よかったらまた味見してくれませんかぁ？」

　甘ったるい猫なで声で、数人の女子生徒たちが手招きをしている。

「む、いまワシは忙しいのだが……」

「でも、できたてが美お味いしいと思うんですよぉ」

　後ろに控えていた女子生徒が、両手に持って差し出したのは、手のひらに収まりきらないほどの巨大なシュークリーム。

「うおおっ、おおきいのぉっ！」

　珠枝は思わず驚きの声をあげる。

「できたてなので、皮はさっくり、中は甘～いカスタードクリームがたっぷりですよ？」

　女子生徒は蓋ふたになっているシュークリームの皮を持ち上げてみせる。

　その中には心もとろけてしまいそうな黄金色のカスタードクリームが、罰当たりなまでにみっしりとつまっていた。

「な、なんとけしからんシュークリームなのだ。よこせ、このワシが味見をしてやろう！」

　珠枝は我を忘れて片手を差し出した。

「はい、どうぞっ！」

　ずしりと重量感のある巨大シュークリームが、珠枝の手に渡された。

「これはいったいどうやって……」

「がぶっと大胆にいっちゃってくださいな」

「うむ、わかった！」

　女子生徒のアドバイスに従い、珠たま枝えは大きな口を開けて豪快にシュークリームにかぶりついた。

「おおおお～っ！」

　香ばしいサクサクな皮を越えると、そこには濃厚なクリームの海が広がっていた。

　どっぷり魂まで甘くする、コクと深みのある味わい。

　バニラの香りは、珠枝を惑わすセイレーンの歌声。

　口の周りにクリームをつけたまま、珠枝はぽにゃ～んとゆるみきった顔でシュークリームの魔力に酔いしれていた。

「珠枝様、まだまだありますよ」

　女子生徒たちは、さらに魔性のシュークリームを珠枝に差し出す。

「ま、待て、まだ食べ終わってないのだ」

「でも、できたてを食べないと」

「どんどんシュークリームから、美お味いしさが失われていきます」

「聞こえませんか、シュークリームちゃんの嘆きの声が？」

　巨大シュークリームの攻略に苦戦している珠枝に、女子生徒たちは口々に訴えかける。

「シュークリームの声だと……？」

　珠枝は不思議そうに手元のシュークリームに耳を傾けた。



『はやく食べて、はやく食べてよ』



「き、聞こえる。ワシにも聞こえるぞ、シュークリームの声が！」

　なんとなくこのシュークリームの声は、かたわらに立つ女子生徒たちと似ている気がするが、きっとお菓子は作り手に似るのだろう。

「その封筒は私たちが持ってあげますから。こっちも食べてくださいな」

　女子生徒たちは、珠枝が片手に持っている封筒に手をかけた。

「いや、これは大事な……」



『珠枝様、いまボクの美味しさは二割ダウン……はやく食べてくれないと……駄だ目めになっちゃう……』



　またシュークリームの声が聞こえた。しかも、さきほどより弱々しい。

「馬ば鹿か者、しっかりするのだ。おまえたちはもっと頑張れるはずだっ！」

　珠枝は懸命にシュークリームを励ました。

「ほら、珠枝様。このシュークリームたちのためにも、いまはその封筒を私たちに預けて――」

　女子生徒たちはじりじりと迫ってくる。

　ふぅーふぅーと息が荒い。

　気づくと、その目つきも尋常ではなかった。

「ま、まさか貴様ら、この封筒が目当てか!?」

　珠たま枝えは後ずさりしながら警戒する。

「お願い、ちょっとだけでいいの……」

「その封筒を見せてぇ……」

　幽鬼のごとき迫りくる女子生徒たちに、珠枝は険しい顔をする。

　本物の幽霊ならば怖くもなんともないが、この女子生徒たちにはそういった霊的な気配は感じられない。

　魂は正常な状態のまま、まるでなにかに取り憑つかれたように執しつ拗ように封筒を狙ねらってにじり寄ってくる。

「いったい、なんだというのだっ！」

　相手が学校の生徒では、乱暴なこともできない。これなら相手が妖よう怪かいや幽霊のほうがよほどやりやすかった。

　しかたなく珠枝はシュークリームと封筒を手に、廊下を駆け出した。

「くっ、この珠枝様が――もむもむ――逃げねばならぬとは――むぐむぐ！」

　その怒りをシュークリームの美お味いしさで誤ご魔ま化かしながら、珠枝は智とも宏ひろのクラスを目指して駆けていく。

　ようやく巨大シュークリームを食べ終わったとき、珠枝は視界の隅に白いモノを発見した。

「むむっ、なんだ？」

　キキキッと急ブレーキをしてＵターン。

「なんだ、あの雪まんじゅうはっ!?」

　珠枝のもふもふセンサーがビンビン反応している。

　それは廊下にうずくまる白くて丸くてふわふわで、そしてなによりもふもふななにかだった。

「みゃ～っ！」

　猫まっしぐら――ならぬ、珠枝まっしぐら。

　プロ野球選手も拍手を送るようなヘッドスライディングをしながら、珠枝はそのもふもふした雪まんじゅうをキャッチした。

「うおおおおっ、素晴らしきもふもふ感！」

　珠枝はそのもふもふに顔を埋め、歓喜の雄お叫たけびをあげた。

「なんなのだ、この極上のもふもふは？」

　抱きしめながらも、珠枝はその正体を確認する。

　ひこひこと動く鼻らしきもの。

　つぶらな赤い目。

　こちらの頬ほおをくすぐる長い耳。

　思わずぎゅっとつかみたくなる、まん丸の短い尻しつ尾ぽ。

「ウサギ……貴様はウサギなのか？」

　珠たま枝えは意外そうな顔をする。

「なんという警戒心のなさだ。貴様、そんな調子では山で一日とて生きられぬぞ？」

　珠枝が知っている野ウサギは、もっと素早く、なにより用心深い生き物だ。

　しかし、この白いウサギはまったくの無防備で、のほ～んとした顔で珠枝を見つめている。

「だが、そこがまたよい！」

　辛抱たまらず、珠枝はむぎゅうとウサギを抱きしめる。

「いいのぉ、いいのぉ」

　珠枝が夢中になってそのもふもふを味わっていると、なにやら足下にもぞもぞと寄ってくるものが。

「なっ、何事だ!?」

　気づくと珠枝のまわりには、奇跡のもふもふウサギが何匹も歩き回っていた。

「こ、これは夢か、幻か……」

　この有り得ない光景に、珠枝が思わずひざまずき両手でウサギたちを抱きかかえようとしたとき――珠枝のゴッドイアーは、廊下の陰からの不審な囁ささやき声をキャッチした。

「ふふふっ、飼育部必殺のぴょんぴょん大行進に癒いやされ、すべてを忘れるがよい……」

「なっ、これも罠わなかっ！」

　我に返った珠枝は、いつの間にか自分が封筒を手放しそうになっていたことに気づいた。

「くっ、すべては智とも宏ひろのため……ここは我慢、我慢なのだっ！」

　珠枝は足下にもそもそ寄ってくるウサギたちの誘惑を必死の思いで断ち切り、その場から逃げ出した。

　ただし、いま抱きしめているウサギは手放さないままで……

「うわぁ～、俺おれのぴょん吉きちを連れて行かないでくれぇ～！」

　廊下の陰からジャージ姿の男子生徒たちが飛び出してきたが、珠枝は振り向くことなく駆けていく。

「ぬぬぬっ、皆がこの封筒を狙ねらっておる。それほどまでに大事なものだというのか……これは絶対に智宏に届けねばならぬぞ」

　小こ脇わきに抱えたウサギをもふもふしながら、珠枝は深刻な顔つきで呟つぶやく。

『廊下を走るな』の張り紙も無視して、風のように廊下を走り抜けると、ようやく智宏の教室が見えてきた。

　廊下には、智宏と同じクラスの男子が立っている。

「おい、智宏はいるか？」

　息を切らせながら珠たま枝えは問いかける。

「ああ、智とも宏ひろだったらそこに」

　教室の戸の影に隠れる男子を指差した。

「よ、よかった。智宏、これをおまえに――」

　恐るべき罠わなを乗り越え、ようやく智宏のもとにたどり着けた珠枝は、安あん堵どに包まれながら封筒を差し出した。

「ありがとう、珠枝様」

　その手は珠枝から封筒を乱暴に奪い取った。

「なっ、貴様はっ！」

「うははははははっ、手に入れたぞ。とうとう手に入れたぞ、究極の秘密を！」

　両手で封筒を高々と掲げ、高らかに勝利の叫びをあげているのは智宏ではない。

　智宏の友人、辰たつ則のりだった。

「それをよこしなさい！」

　シュークリームを手に持った女子生徒たちがやってくる。

「ぴょん吉きちと封筒を我が手に！」

　両手にウサギたちを抱えたジャージ姿の男子生徒たちもやってくる。

「ええい、オオヒロ先生の秘密は我々のモノだ！」

　智宏のクラスメイトの男子たちが、一糸乱れぬ動きでずらりと横に並び、人間バリケードを組んだ。

「オオヒロ先生の美しさの秘ひ訣けつノート！」

「オオヒロ先生のいけないプライベート写真！」

「オオヒロ先生の驚きよう愕がくスリーサイズ！」

　三者三様の魂の叫びをあげて生徒たちが威嚇しあう。

　珠枝は彼らの中心でぽつーんと立っていた。

「貴様ら……」

　そんな珠枝の低い呟つぶやきは、互いにののしりあう生徒たちの耳には届いていなかった。

　やがて三陣営は激突。

　生徒とシュークリームとウサギが入り交じる、無益な戦いを繰り広げようとしたが――



「ワシをあまり怒らせるなよ、罰当たりどもめ」



　慈悲深き神は、その戦いをたったひとことで鎮めた。

　ただし、そこに残るは死し屍し累るい々るい。

　気絶して、だらしなく廊下で伸びている生徒の群れ。

「……さて、智宏はどこにいるのかな？」

　静寂さを取り戻した廊下を、珠枝は封筒とシュークリームとウサギを手にゆっくりと立ち去るのであった。



　　　　　◆◇◆



「これをオオヒロが？」

　智とも宏ひろは珠たま枝えに手渡された封筒を不審そうに見つめる。

「よからぬものが入っている気配はないが、なぜか皆がこの封筒を狙ねらっておった。ここまで運ぶのも大変だったのだぞ？」

「ふ～ん」

　珠枝の頭にはウサギがだら～んと乗っかっており、うつらうつらしている。

　さらに珠枝の口の周りはクリームだらけで、甘いバニラの香りを漂わせていた。

　その人生を満喫しきっているといった姿からは、とても大変だったようには見えないのだが……

「もしかすると、とんでもない価値のあるものが入っておるのかもしれんぞ」

「そんなわけないと思うけど」

「いいから、早く開けるのだ」

　中身に興味津々の珠枝は、智宏の腕を引っ張って急せかした。

「わかったよ……」

　封を破って中を出してみると、それは二十枚ぐらいのプリントの束だった。

「なんなのだ、それは？」

　珠枝はぴょんぴょん飛び上がりながら、智宏の手元をのぞき込む。

　智宏はしばらくそのプリントの内容を読んだあと、珠枝をじとぉ～っと暗い目で見つめて答えた。

「……英語の課題だよ」

「んっ、つまりどういうことだ？」

　わけがわからないという顔で、珠枝は首を左右に傾かしげる。

「俺おれに家でやってこいっていうんだろ。うえええっ、こんなにたくさん……夏休みの課題並じゃないか」

　げんなりした顔で智宏はプリントの束をめくる。

「なぜそんなモノをみんな欲しがったのだ。オオヒロの秘密だとかいってたが？」

「なんだよ、その秘密って……」

「『すりーさいず』だとか、『ぷらいべーと写真』だとかいっていたぞ」

「……たぶん、オオヒロは生徒たちに嘘うそを教えて、おまえから封筒を奪うようにたきつけたんだよ」

「なんだと!?」

「おまえ、俺に隠れてオオヒロにちょっかい出しただろう？」

「そ、そ、そ、そんなことはしていないぞ」

「昼休み前、マドカとなんかコソコソやってなかったか？」

「あれは、ソースとカレーについて語り合っていただけなのだ……」

　珠たま枝えは顔をうつむかせて、指をもじもじとさせた。

　誰だれが見ても嘘うそをついているとわかる態度だ。

「そんなことするから、オオヒロにからかわれるんだよ」

　くたびれた顔で智とも宏ひろはため息をつく。

　二人がいがみ合うのも困りものだが、そのせいでこちらにとばっちりが来るのはもっと困りものだ。

「つまり、その封筒は智宏にとって価値あるものではなかったのか？」

　課題というものがいまいち理解できないのか、珠枝は釈然としない顔で尋ねてきた。

「価値がないとはいわないけど……少なくとも嬉うれしいものではないな」

　そのときプリントの間から、一枚のカードがはらりと舞い落ちた。

「なんだこれは？」

　珠枝が拾い上げる。

　それはクリーム色の名刺大のカードで、万年筆らしい青いインクの筆跡で文字が記されていた。

「ワシには読めん。これも英語なのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　確かにそこに書いてある文字はアルファベットだったが、それは英文ではなかった。

「ああ、そのカードならみんな欲しがるかも」

「ほお、やはり智とも宏ひろにとって大事なものだったのだな？」

　珠たま枝えは大事そうにカードを捧ささげて、嬉うれしそうな顔をする。

「たぶん、オオヒロのメアドだよ」

「メアド？」

「メールアドレス。つまり、オオヒロの個人的な連絡先ってこと」

「なっ、こんなもの、おまえには不要だ！」

　その正体を聞いた珠枝は、怒りに任せてカードを破りまくり、紙かみ吹ふ雪ぶきに変えてしまった。

「あーあ」

「うぬぬぬっ、あの三本足め、智宏をたぶらかしおって……」

「そういう意味だったのかなぁ」

　教師が生徒にメールアドレスを教えるぐらい、それほど珍しいことでもないと思うが――

「ええい、いったいどうしてくれようかっ！」

　まだ怒りが収まらないのか、珠枝はカードの切れ端をげしげしと鼻息荒く踏みつけている。

「ほら、これでも抱いて落ち着け」

　これ以上、頭に血が上るとなにをするかわかったものではないので、智宏は珠枝の頭にへばりついていたウサギをはがして、手渡してやる。

　無意識のうちにそれを抱きしめ、もふもふし始める珠枝。

　眉み間けんのしわがほぐれ、次第に顔つきが穏やかになっていく。

「よく効くなぁ～」

　ウサギの素晴らしい癒いやし効果に、智宏は感心した。

「う～む、こうなったらやはりあの三本足とは正々堂々と対決するしかないな」

　ウサギをもふもふしながらも、珠枝は物騒なことを言い出した。

　なんとも嫌な展開になってきた。

「だから、学校で騒ぎは起こすなって――」

「なにを他ひ人と事ごとのようにいっておる。おまえも協力するのだぞ！」

「ええ」

　いつかはこうなるだろうと心の底では覚悟していたので、智宏は感情のこもらない棒読みで驚きの声をあげた。

「見ておれ、ワシを本気にさせたらどうなるか、あの三本足に思い知らせてくれる」

　もふ～んと平和そのものという顔をしたウサギに頬ほおをすり寄せながら、珠枝はなんとも邪悪な笑みを浮かべていた。



　せめて、他ほかの生徒たちに迷惑が及ばないように――



　そのことだけを目の前にいる神様以外の誰だれかに祈る智とも宏ひろであった。



　　　　　◆◇◆



「なんでオオヒロがこの学校の先生になっているのよっ！」

　真ま希きが茶道室の畳をドンと叩たたく。

「そんなことワシが聞きたいぐらいだっ！」

　珠たま枝えも負けずにドンドンと叩く。

　放課後開催された第一回オオヒロ対策会議は、思わぬ珍客の来訪に最初から大混乱だった。

「そういう真希はなんでウチの学校に来てるんだよ？」

「気は進まなかったとはいえ、私からこの家神を学校の守り神として紹介したんだから、その様子見に来たの。まあ、アフターケアってやつね」

　真希は腕を組んで、ちょっと偉そうにする。

　今日の真希は、清せい蘭らん女子学院の制服ではなく、いつものラフな私服だった。

　大きくロックシンガーの顔がプリントされた黒いＴシャツに、ちょっと派手でごついシルバーアクセサリー。そして、真希のおきにいりらしい、いつもはいているダメージジーンズといった格好。

　都会のストリートなら違和感はないだろうが、こんな田舎の町ではちょっと浮いた感じ。少なくとも、あの有名なお嬢様校に通う女子高生には見えなかった。

「そうしたら、こんなわけわからないことになっているし。オオヒロは由緒正しき楠くすの木き家の守護を務めるモノなのよ。それがこんな学校で先生をやっているなんて許されるはずがないわ。実家に知られたら大変よっ！」

「いや、てっきり、おまえも承知しているものだと思ってたけど……」

　智宏にそういわれると、真希は苦い顔をする。

「この前、オオヒロから文部科学省の知り合いを教えてくれっていわれたときに気づけばよかった……まさか、こんなことを企たくらんでいたなんて」

「じゃあ、オオヒロって妖よう術じゆつとかで先生になったんじゃないんだ？」

　てっきり、マドカが学食の厨ちゆう房ぼうに紛まぎれ込んでいるように、もっと妖よう怪かいらしい方法で学校に潜り込んできたのかと思ったが、どうもそうではないらしい。

「少なくとも、この学校に提出されている書類を調べてもボロは出ないでしょうね。もっと上の組織にまで辿たどれば別だろうけど……そんなのは素人では無理な話ね」

「なんか大がかりな話だな」

「オオヒロってこういうのは得意なの。嘘うそか本当かわからないけど、ひいおばあちゃんが若かった頃ころには、香港ホンコンでスパイをしていたとかいってたもの」

「なんでもアリだな……」

「なんでもアリなのよ」

「なぜ、妖よう怪かいがスパイを？」という疑問を別とすれば、オオヒロの妖あやしげな雰囲気とスパイというのは、確かにしっくりくる気がした。

　それにしても嘘うそをつくことも、つかれることも苦手な珠たま枝えとは大違いだ。

「妖よう術じゆつとかなら、その術を解いちゃえばいいだけなのになぁ」

　たとえ相手がオオヒロでも、珠枝が本気を出せばなんとかなると思っていたのだが……

「オオヒロもそれを見越して、ちゃんと手続きを踏んだんでしょうね」

　智とも宏ひろと真ま希きは腕を組んで、うーんと唸うなる。

　やはり手て強ごわい相手だ。一筋縄ではいかない。

「貴様は三本足の飼い主だろう。責任もってなんとかしろ」

　いままで黙っていた珠枝が口を挟んできた。

「ば、馬ば鹿かいわないでよ。コヒロならまだしも……オオヒロが私のいうことなんて聞くわけないでしょ」

「拝み屋のくせに情けないやつだな。ちゃんとお守りぐらいせんか」

「相手が悪すぎるわよ。下へ手たなことしたら、私のほうがお仕置きされるわ」

　思い出したくもないといった顔つきで、真希は身震いしている。

　オオヒロのことだ、よほど恐ろしいお仕置きなのだろう。

「みなさん、お茶が入りましたよ～」

　うーむと難しい顔をしている面々の前に、よい香りを漂わせる緑茶が置かれる。

「校長先生からいただいたものなんです。上等な茶葉らしいですよ」

　すっかり茶道室の給きゆう仕じ係が板についている、マドカであった。

　もっとも、当人もこういうことが好きでやっているようだからよいのだが。

「ふむぅ、なにかよい案はないのか？」

　珠枝はお茶をすすりながらマドカに尋ねた。

「……はい？」

　真希にもお茶を差し出しながら、マドカは小首を傾かしげた。

「よい案はないのかといっているのだ。貴様も元とはいえ、この学校の守り神であろう？」

「えっ、もしかして私もこの会議に参加していたんですかぁ？」

　マドカは心底驚いたような顔をしている。

「当たり前だろう。三本足を追い出すためには、ひとりでも味方は多いほうがよい」

「私は別にオオヒロ先生がいてもいいと思いますけど。先生がたにも、生徒たちにも評判がよいみたいですし」

「そういう問題ではないのだっ！」

　また、珠枝は畳をドンと叩たたいた。

　ならどういう問題なんだろうと、智とも宏ひろは心の中で考える。

　オオヒロの真意がわからないまま、こうして対立路線で突き進んでよいものなのか……？

「でしたら、オオヒロ先生をこの部屋にお呼びして――」

　しばらく考えた末に、マドカは口を開く。

「ほお、ここに誘い込んでどうするというのだ？」

　珠たま枝えは期待に満ちた目で、身を乗り出す。

「みなさんでお茶を飲みながらぁ」

「ほおほお、茶に毒を盛るとでもいうのか？」

「仲良くお話し合いをされたらよいかと思いますけど～」

　智宏としては心が洗われるほどの正論だったが、それで珠枝が納得するわけがない。

「そんな馴なれ合あいができるか～っ！」

　マドカの両りよう頬ほおをつまんで、むに～っと引っ張った。

　柔らかいマドカの頬は、モチのようによく伸びる。

「いたたた……お昼もお聞きしましたけど、なぜ珠枝ねえさまはそんなにオオヒロ先生のことを嫌うんですかぁ？」

　マドカは赤くなったぷにぷにの頬をさすりながら、涙目で尋ねる。

「そ、それはあやつが智宏に妙なちょっかいを出すからだ」

　少し照れくさそうに、珠枝はボソボソとした声で答える。

「オオヒロ先生が稲いな村むらさんを好いている……とでも？」

「なにいってるの、そんなわけないでしょうが」

　そのやりとりを聞いていた真ま希きは、呆あきれた声でツッコミをいれた。

「そうなんですか？」

「あのオオヒロが、こんなのを気にかけるわけないでしょ？」

　真希はカラカラ笑いながら、智宏の肩をパンパンと叩たたく。

「うっせー」

　男子が苦手というくせに、本当に真希は自分にだけは気安い態度を取る。いったいなぜなのだろう？

「でも、私は稲村さんみたいな人、好きですけどね」

「なっ！」

　マドカの呟つぶやきを聞いた珠枝は猛然と詰め寄った。

「いかんぞ、貴様。智宏にはまだ早い！」

「ちょっとあんた、いくら鬼おに火びから助けられたからって、感謝の気持ちと恋愛感情をごっちゃにしたら駄だ目めよ！」

　珠枝と真希にまくしたてられて、マドカはわたわたと手を振った。

「い、いやですよぉ。好きって、そういう意味じゃなくて。お友達として一緒にいると安心するなぁって」

「な、なんだ、そういう意味か。ならいいのだ」

　ゴホンゴホンと不自然な咳せき払ばらいをしながら、珠たま枝えは目をそらす。

「紛まぎらわしいこといわないでよ、ホントに……」

「珠枝ねえさまはともかく、なんで真ま希きさんまでそんなにムキに――」

「なっていないっ！」

　真希は額が触れるほどマドカに顔を近づけて、きっぱりと否定した。

「す、すみません、すみません！」

　その迫力に圧倒されて、マドカは何度も謝る。

　すると、真希は智とも宏ひろのほうをにらみつけた。

「だいたい、あんたがふらふらと女にだらしないから、こういうことになるのよっ！」

「ちょっと待て、誰だれが女にだらしないだ！」

　女難の気はあるかもしれないが、とんだ誤解である。

「じゃあ、いま……つっ、つっ、つっ、つきあっている人とかいるわけ？」

「そんな相手いないよ」

「本当に？　瑞みず穂ほとはどうなのよ」

「瑞穂とは……なにも……」

　確かに珠枝をのぞけば、一番身近な女性ではあるが……そういう関係に達しているという自覚はない。もっとも、どうなったら『友達』から『つきあっている』に変化するのか、智宏にもよくわからないのだが。

「ふ～ん、そうなんだ」

　真希は少し考え込むような顔をする。

「なんだよ」

「別に……なんでもない」

　智宏が怪け訝げんそうな顔をすると、真希は身体からだの向きを変えて、智宏から顔をそらした。

　真希と瑞穂は友達同士であることだし、なにか思うところがあるのかもしれない。

　女友達というのは、そういうことに敏感だというから、真希も気になるのだろう。

「……真希さん、なんだか嬉うれしそうな顔をしてますけど。どうかしました？」

　真希を挟んで智宏の反対側に座っていたマドカが、自分のほうを向いた真希の顔をのぞき込んで尋ねる。

「う、嬉しいなんて……そんな顔……してるわけないでしょ……」

　マドカに指摘され、真希は自分の頬ほおを軽く叩たたいた。

「そんなことより、いまはオオヒロの話なんでしょ？」

「む、そのとおりだ。あやつを追い出すために、なにかよい手だてはないものか」

　すっかりあさっての方向へ突き進んでいた会議が、ようやく本題へと立ち返った。

　あまり妙なことを聞かれても困るので、智宏もしかたなくオオヒロ対策会議に参加することにする。

「オオヒロには弱点とかないのかなぁ？」

　強い光が苦手な鬼おに火びのことを思い浮かべながら、真ま希きに尋ねる。

「オオヒロの弱点ねえ」

「コヒロは光りモノに弱いだろ？」

　とはいえ、あのオオヒロが安物のアクセサリーに興味を引かれている姿は、ちょっと想像できないが……

　智とも宏ひろはなにげなく茶道室の障子を開けて、外を眺める。

　まだまだ残暑真っ盛り。

　校庭を照らす、強い日差しは殺人的だ。

「はあ、プールにでも行きたいなぁ」

　茶道室の古びた冷房は効きが悪く、この人数が集まるとやや暑苦しい。

　智宏は襟えり首くびのボタンをひとつ外した。

「……そういえば、弱点かどうかわからないけど」

　そんな智宏の独り言を聞いた真希が、少し迷ったような口調で言い出した。

「なんだ、いってみろ？」

　珠たま枝えは先をうながす。

「オオヒロが泳いでいるところって見たことないわね」

「ああ、そういえば、夏休みにみんなで海水浴に行ったときも、コヒロは泳がなかったっけ……」

　水浴びは好きなようだが、カラスの行水だといって、すぐにあがってきていた。

「なるほど、もとがカラスでは泳ぎは苦手ということか。これはよいことを聞いた」

　珠枝はポンと手を叩たたき、にかっと白い歯を見せて笑った。

「けど、それがなんだっていうんだよ？」

「ふっふっふっ、三本足に水泳勝負を挑む！」

「はあ？」

「そして三本足が負けたら、素直にこの学校から立ち去ってもらう」

「もし、オオヒロが勝ったら？」

「なにをいっておる。相手は泳げんのだ。負けるわけがないだろう？」

「……だったら、そもそも水泳勝負なんて受けるわけないと思うけど」

　わざわざ自分に不利な勝負を受けるような馬ば鹿かはいない。

　相手が抜け目のないオオヒロならば、なおさらのことだろう。

「そこはそれ、ワシによい知恵がある。まかせておけい！」

　珠枝は胸を叩いて自信満々な顔をしているが、いったいどんな策があるというのだろう。

　もっとも、たとえどんな策があろうと、嘘うそが苦手の珠枝の考えた浅知恵が、あのオオヒロに通じるとも思えないが。

　とはいえ、水泳勝負となれば一対一の地味な戦い。

　万が一、オオヒロが勝負に応じたところで、そんな大騒ぎになることもないだろう。



　このとき智とも宏ひろはそんなことを気楽に考えていたが――

　まさか、この日の会議の決定があのような大騒ぎを引き起こすことになるとは……誰だれも予想だにしていなかったのだった。



    

  
    
      
第五話　奉ほう納のう・妖よう怪かいだらけの水泳大会





『第一回・珠たま枝え様奉納水泳大会っ！』

　室内プールに、ドンドンパフパフと無節操な鳴り物の音が響き渡った。

　智とも宏ひろの高校は公立校としては贅ぜい沢たくなことに、五十メートルの室内プールを持っている。

　これは町の自慢の設備で、地元の小中学校の水泳部の部員たちが、シーズンオフに練習にやってくることもあった。

　体育館よりも広い室内プールのプールサイドには、みっしりと生徒たちが並んでいる。

　プールだというのに誰だれひとり水着の生徒はいなく、みんな制服を着ている。なんとも異様な光景だった。

『さて、始まりましたね。第一回・珠枝様奉納水泳大会。本日の実況は、みなさまのお耳の恋人、一年の桑くわ野の辰たつ則のりです。どうぞよろしく』

　プールサイドの一等席には折りたたみ式の長机が置かれ、実況席が急造されていた。

『そして、解説は我が校のマーメイドティーチャー、本ほん間ま先生です。本日はどうぞよろしくお願いします』

『なっ、なんですか、そのマーメイドティーチャーって？　それに解説なんて……先生はプールの戸締まりを任されただけで……というか、なんですか、この大騒ぎは。先生、こんなの聞いてませんよ？』

『はい、ありがとうございます。さて、本日は我が校の守り神である珠枝様に水泳の仕合を奉納するというわけですが――』

　本間先生の抗議を完全無視で、辰則は興奮した口調でこの馬ば鹿か騒ぎの理由を解説していた。

　プールのスタート位置付近。

　見学者の立ち入りが禁止された関係者区画で、智宏はフルマラソンを走り終えたほどの疲労感をもって珠枝に問いかけた。

「珠枝……いったいなにをした……」

「祭りだ、祭り。奉ほう納のう仕じ合あいだ！」

　白いビキニ姿の珠枝は、手のひらと拳こぶしを打ち鳴らして、熱気渦巻く室内プールの様子を満足げに眺めている。

「もう少し……具体的に……」

「校長の枕まくら元もとでお告げをしたのだ。神に仕合を献けん上じようせよとな」

「なんだよ、それ」

「神前に相撲を奉納することと同じことだ。神を慰めるため、昔から人間は舞や武芸を捧ささげてきただろう？」

「それで水泳大会かよ」

「こたびは神遊びも兼ねて、ワシと人間の代表が仕合をすることとさせた。ここの校長は話のわかるやつで助かるぞ」

「人間の代表……？」

　そのとき、室内プールを覆っていた歓声が、ひときわ大きさを増した。

「私のことよ」

　生徒たちの歓声を軽く受け流しながら、室内プールに入ってきたのはオオヒロだった。

　いつもの黒いスーツではなく、珍しく黒いジャージの上だけを着ている。

　そして、その下は水着のようだ。ジャージの裾すそからすらりと伸びる生脚が、生徒たちのボルテージを上限無視で高めていた。

「ご機嫌いかが、珠たま枝え様？」

「上々だ。ひさびさに心躍る祭りだぞ」

　オオヒロは智とも宏ひろたちに対たい峙じする。

「それで、わざわざ校長に頼んでまで、私を引っ張り出した理由は？」

　ようやく智宏も、珠枝の策が理解できた。

　守り神という立場を利用して、オオヒロとの水泳勝負を校長先生に仕組ませたのだ。

　珠枝にしては、驚くほど上出来な策といえるだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、勝負の場に引き出すことができたとして――次のステップが問題である。

「我らが仕合に、なにも賭かけないということでは興きようが乗らん。ここはひとつ、敗者は勝者になんでもひとつ命ずることができるとせぬか？」

　いきなり直球勝負の要求である。

　珠たま枝えのことであるから、搦からめ手ては苦手ということもあるが、それにしても水が苦手のオオヒロが、そんな勝負に乗るはずがないと思うのだが……

「なんでもですか？」

　ところが意外にもオオヒロは乗り気で、条件を確認してきた。

「なんでもだ。ワシに二言はない」

　神である珠枝にとって、言葉は重要な意味を持つ。

　神の言葉には言霊が宿り、言葉が現象を生み出す。

　言葉から世界が生まれるといってもよい。

　だから、神は嘘うそをつかない。珠枝が嘘が苦手なのも、それが理由だった。

　すなわち、珠枝の口約束は、どんな契約よりも重い意味を持つものなのだ。

「いいでしょう、その勝負受けましょう」

　しばらく珠枝の言葉を吟味するように沈黙していたオオヒロが、多くの生徒たちを魅了してきた艶なまめかしい唇に弧を作ってにんまりと笑った。

「よし、それでこそ三本足！」

　作戦がうまくいって、珠枝は小躍りしている。

「でも、泳ぐなんてひさしぶりね……」

　オオヒロは何気ない動作でジャージを脱ぎながら、プールのスタート台へと向かう。

　当然、その下は水着である。

　その瞬間、室内プールの興奮は最高潮に達した。

　耳をつんざく歓声の中、さらにそれを煽あおるかのように辰たつ則のりの実況が響き渡る。

『意外、これは意外。オオヒロ先生の水着は、なんと機能性重視の最新鋭競泳水着。しかしながら、シャープなラインと、トレードカラーのブラックが実にマッチしていて……これはこれでよいですっ！　十分にアリですっ！　ねえ、本ほん間ま先生？』

『私は知りません！』

　辰則による馬ば鹿かな実況などまったく聞こえていないといった調子で、オオヒロはスタート台の上に立つ。

　女性にしては背が高く、その手足はすらりと伸びて、いわゆるモデル体型。

　全体的にはスリムなスタイルであるが、フィット力の強い競泳水着でも、とても押さえきれない豊満なバストは破壊力抜群。

　男子生徒も女子生徒も、思わず身を乗り出して歓声をあげている。

　しかし、これだけ興奮したたくさんの観客を前にしても、オオヒロはまったく動じる様子を見せなかった。やはりただ者ではない。

「軽くウォーミングアップさせてくださいね？」

　ちらりとこちらを見てから、オオヒロは優雅な動作で飛び込んだ。

　かなりの距離を稼いだ飛び込みにもかかわらず、着水時にはほとんど飛し沫ぶきを上げることなく、滑り込むように水中へと没する。

　そのまま、まるで魚のように水中を突き進んだかと思うと、五十メートルプールの五分の一ぐらいの位置で浮上。ダイナミックなクロールで泳ぎ始めた。

『これは……速いですよ。さすがはオオヒロ先生、泳ぎも完かん璧ぺきです』

　一瞬、その見事な泳ぎに心奪われていた生徒たちだったが、辰たつ則のりの実況によって我に返った。

　そして、オオヒロを応援すべく、再び鳴り物を打ち鳴らし、声援を送る。

　そんな大歓声の中で、オオヒロはそのままプールの向う側に達すると、慣れた動きでターン。まったく疲れを見せない安定したフォームで、百メートルを堂々と泳ぎ切った。

　いきなりのことだったのでタイムを計っている者はいなかったが、誰だれの目にもその泳ぎが素人離れしていることは明らかであった。

「お、おい……見たか？」

　いままで言葉を失っていた智とも宏ひろは、愕がく然ぜんとした顔で珠たま枝えのほうを見る。

「む、むぅ、なかなかやるのぉ」

　さっきまでの勢いはどこへやら。

　オオヒロの見事な模範演技を目の当たりにして、さすがの珠枝も青ざめた顔をしていた。

「稲いな村むら君、ちょっと来なさい」

　プールから上がってきたオオヒロが、身体からだに滴を纏まとったままで手招きしている。

　有罪判決を受けに行くような気分で、智宏はオオヒロの近くに寄った。

「あなた、これが好きなんでしょう？」

　そういうと、オオヒロは両りよう肘ひじをあげてくいくいっと腰を振る。

　その途端、オオヒロの身体を濡ぬらしていた水滴がばしゃーっと一斉に落ちた。

　これぞ八や咫た烏がらすの『秘技・水滴落とし』であった。

　よくコヒロが披露してくれる技で、微妙に役立ちそうで、それでいてうらやましいというほどでもないこの能力は、なんとなく智宏のツボにはまっており、おきにいりの技だった。

　しかし、いまの智宏にはその技を見て喜ぶほどの心の余裕はなかった。

「あら、この技をするとあなたが喜ぶとコヒロから聞いていたんだけど、お気に召さなかった？」

　オオヒロは無反応な智宏に心外そうな顔をすると、くるりと背を向けた。

「でも、この尾羽は好きでしょう？」

　腰にはコヒロと同様に尾羽がぴょこんと飛び出ており、実力を見せつけて上機嫌なのか、ピコピコと智宏を小こ馬ば鹿かにするように動いている。

「いや……だからそれは……」

　ここで以前、尾羽を抜いたことの誤解を解きたい気持ちでいっぱいだったが、うかつなことをいえば、その怒りを買うことは必至である。

　なんといえばよいのかわからずに、智とも宏ひろが口をパクパクさせていると、オオヒロはなにが面白いのか口の両端をにいっと持ち上げて、笑みを浮かべる。

「noncommitmentは、みんなに嫌われるわよ？」

「え、なに？」

「あら、この前の課題に出ていたはずだけど。ちゃんとやっているの？」

「いや、それはその……」

　智宏がすっかりオオヒロのペースに翻ほん弄ろうされていると助け船がやってきてくれた。

「ふん、なかなかやるようだな」

　珠たま枝えは両手を腰にあてて、不敵な笑みを浮かべている。

「カラスですので、普段は長く水浴びはしませんが、だからといって泳ぎまで苦手とは限りませんよ？」

　すべてお見通しといった顔つきでオオヒロは答える。

「だが、ワシの仲間たちは強つわ者もの揃ぞろいだぞ。はたして貴様たちで勝てるかな？」

「仲間といいますと？」

「なにをいっておる。この勝負は三本勝負だろう？」

「うわ」

　あまりの強引な申し出に、味方である智宏でさえ呆あきれてしまった。

「珠枝、いくらなんでもそんな無茶な――」

「あら、そうだったんですか。わかりました」

「それでいいのかよっ!?」

　思わず智宏は突っ込んでしまった。

「珠枝様がそうおっしゃるなら、別段文句はないわ」

　もしかすると、オオヒロは凄すごいお人好しなのか――と思ったが、そんなはずがないのは智宏自身が百も承知だ。

　ならば、どんな勝負でも勝つ自信があるというのだろうか？

「では、貴様の仲間はどうする。あの馬ば鹿かどもの中から自由に選んでもよいぞ？」

　珠枝は飽きもせず大騒ぎをしている生徒たちを横目で見る。

「ご心配なく。私の勝負です。身内で応じさせていただきます」

　オオヒロは余裕の態度でそう告げると、まわりを見回してから、さほど大きくもない声で呼びかけた。

「真ま希き、コヒロでてきなさい」



「――は、はいっ、いますぐに!!」



　プールの備品が納められている倉庫に隠れていたらしい真ま希きとコヒロが、ガラガラと用具をひっくり返しながら、あわてて飛び出してきた。

「では、こちらはこの三人で」

　直立不動の姿勢で整列する二人を指し、オオヒロはすべて予定通りといった様子で、にいっと満足げに微ほほ笑えんだ。



　　　　　◆◇◆



『えー、みなさん、突然ですが、この奉ほう納のう水泳大会は三本勝負であることが判明しました。では、これより両陣営の選手紹介をいたします！』

　辰たつ則のりの実況に、生徒たちはプールの水面が震えるほどの大歓声をあげる。

『まずはオオヒロ先生の陣営の第一泳者は、楠くすの木き真希選手。放送席に寄せられている情報によると、彼女はなんと清せい蘭らん女子学院の現役一年生。そんな正真正銘のお嬢様が、我が校のプールサイドに舞い降りてくださいました。これは神に――いや、珠たま枝え様に感謝するしかないでしょう。ありがとう、珠枝様！　そして真希様、その八重歯の見える子猫のような口で、俺おれをののしってください！』

　観客の女子たちがひくようなアホな実況を聞きながら、真希は頭からバスタオルを被かぶって、智とも宏ひろのほうを横目でにらんでいる。

「うう～っ、恨むわよ……」

　肝っ玉の据わった珠枝やオオヒロとは違い、大勢の生徒の前で水着でいることが死ぬほど恥ずかしいらしい。

　もともと男子が苦手な真希なのだから、同情はするが……これは誰だれにもどうすることもできない。

　なにしろ、あのオオヒロからのご指名である。

　だからこそ、真希もしかたなくバスタオルに身を包みながらも参戦しているのだ。

　そんな真希の水着は、高校のプールにはあまり相応ふさわしくない布地少なめの白いビキニ。

　小さなリボンがワンポイントとなっていて、セクシーさの中に可愛かわいらしさもある。

　男子に見られるのが嫌ならもっとおとなしい水着にすればよいのにと思わないでもないが、どこからかオオヒロが調達してきたものがこれだったらしい。

　たぶん、真希への意地悪だろう。

「とにかく、すぐに負けちまえばいいんだよ」

「わかってるわよ。オオヒロに気づかれないよう、うまく負けてあげるから」

「頼むぞ……」

　大歓声に紛まぎれて、智宏と真希は出来レースの密談をする。

　この勝負、たとえオオヒロに敵かなわなくとも、残りの二人に勝てばよいのだ。

　それならばまだ勝機はある。

　珠たま枝えが三本勝負を申し出たのも、そういう算段であろう。

　決して三本勝負のほうが面白そうだから――という理由ではないと信じたい。

『それに対する珠枝様陣営、第一泳者は……かまどがみ？　これで読みかた当ってるの？　ええと、竈かまど神がみマドカ選手です。知る人ぞ知る、学食のお手伝い天使。そのかいがいしい姿は、学食に集う男子たちの心を癒いやす小さなおふくろさん。しかし、放送席の情報でも学年クラスは謎なぞのまま――その容よう貌ぼうに似合わずミステリアスなところも残して、男子たちをじらします。どうにも憎いね、このっ！』

「どうも、どうも……」

　紹介されたマドカは律儀に観客たちにペコペコと頭を下げる。

　どこから引っ張り出してきたのか、いまはもう智とも宏ひろの高校でも採用されていない旧式のスクール水着。胸には大きく「マドカ」と名札がついている。

　しかし、背中に背負っている大きなひょっとこの面を辰たつ則のりが突っ込まないということは、普通の生徒たちには見えていないようだ。もしくは、マドカが学食の厨ちゆ房うぼうに自然に溶け込んでいるように、生徒たちに見えても気にならないようになっているのかもしれない。

　ちょっと仲間としては頼りないが、真ま希きは手を抜いてくれるのだから、マドカでもなんとかなるだろう。

　辰則の実況通り、学食でお手伝いしている姿が男子たちの話題になっているようで、意外とマドカのファンは多いらしい。「マドカちゃ～ん」という声を揃そろえた野太い声援に、マドカは戸惑いながらも手を振って応こたえている。

『さて、続きまして、オオヒロ先生陣営の第二泳者はいきなり秘密兵器。謎のクールビューティー、コヒロ選手です。その名前を聞いてピンと来たかたは冴さえていますよ。なんと、彼女はオオヒロ先生の妹さんだそうです。オオヒロ先生を侵略する炎と例えるならば、コヒロ選手は沈黙する氷。その感情を表さない瞳ひとみでなにを思うのか？　ああっ、その目で俺おれをゴミクズのように見下して欲しいっ！』

　自分の性癖を赤裸々にカミングアウトする辰則。

　しかし、観客の二割ぐらいが同意するようにうなずいているのはどういうことだろう。智宏の知らないうちに、この学校は変態の巣そう窟くつになっていたのか？

　辰則の実況通り、コヒロはまったく無表情のままプールを眺めていた。

　オオヒロと同様に、背中が大きく開いた布地の少ないスリムな競泳水着姿で、お尻しりから尾羽がピンと伸びているのもおそろいだ。

　真希とは違い、そのナイスバディを惜しげもなく生徒たちに晒さらしている。

『なお、観測班の報告によると、コヒロ選手は一・一五ホンマは確実とのことです。これは恐るべきダークホースが現れたものです。夏よ、ありがとうっ！』

『え、ホンマ？　なにそれ、なんの単位？』

　解説であるはずの本ほん間ま先生が、実況の辰則に質問をしている隙すきに、智宏はオオヒロに気づかれないようにコヒロを呼ぶ。

「コヒロ、コヒロ！」

「…………」

　しかし、コヒロはこちらを見ようともしない。

　こちらの声は聞こえているはずなのだが、完全に無視である。

「コヒロってば！」

　声が大きすぎたのか、オオヒロに気づかれてしまった。

「あら、うちの選手になにか用かしら？」

「い、いや、別になんでもないけど」

　あわてて顔を伏せる智とも宏ひろ。

「コヒロには私から言い含めておくから……」

　そんな智宏に真ま希きがひそひそと囁ささやく。

　コヒロが泳ぐ第二仕合こそが勝負の要かなめだ。

　ここで二連勝してしまえば、強敵のオオヒロまでまわることなく、珠たま枝え陣営の勝利である。

　これまで何度も自分を助けてくれたコヒロだから心配はしていないが、さきほどからこちらを無視しているような素振りをしているのが少し気がかりだった。

　もっとも、コヒロが無感情、無表情なのはいつものことであるが……

　そんなことを智宏が考えていると、珠枝がもぞもぞと背中をよじ登ってきた。

「なにしているんだよ？」

「次はワシの番だ。肩を貸せ」

　珠枝は智宏の頭をつかむと、よっこらせと智宏の肩に足をかけて、肩車の状態となった。

『さて、お次は――おっと、これは意外なカードですよ。第二泳者コヒロ選手に対するは、なんとこの大会の主役であらせられる珠枝様です。みなさんよくご存じの、我が校の守り神。この素晴らしき奉ほう納のう仕じ合あいの立役者。みなさん、いま一度、感謝の拍手をお願いいたします！』

　男子も女子も、みんな笑顔で珠枝に拍手を送る。

　珠枝はそんな声援に智宏の肩の上から手を振って応こたえていたが、しばらくすると身体からだを前に倒して、上から智宏の顔を不満げに見下ろした。

「……なあ、ワシの紹介が短くないか？」

「そうか？」

　どこから見ても小学生の珠枝をいままでのような下品なノリで実況していたら、さすがに辰たつ則のりとの縁を切るところだった。

「なんというか……その、もっと誉ほめ称たたえるような言葉があってもよいのではないか？」

「おまえのどこを誉めればいいんだよ」

　そういって、智宏はすぐ目の前にある珠枝の貧相な胸をちらりと見た。

　珠たま枝えの水着は、とにかく布地の少ない白のローライズビキニ。

　いくら隠す必要性の少ない幼児体型とはいえ、智とも宏ひろとしては露出が多すぎる気がしてあまり気に入らない。

「なっ、罰当たりめ！」

　そんな人の気も知らないで、珠枝は肩車をしたまま、智宏の頭をポカポカと叩たたく。

『では、いよいよみなさんお待ちかね。オオヒロ先生陣営の最終泳者は、もちろんこの人。赴任早々、妖よう艶えんなる美び貌ぼうで男子女子を問わず、その心を奪い去った魔性のティーチャー。そして、やはりその着やせ伝説は真実だった！　いま我々の前にあるものは現実――誰だれも否定しようのない圧倒的なまでの存在感をもって自己主張するは、観測班推定一・二ホンマのナイスバディ。その雄姿には、誰もが思わず言葉を失います。沈黙こそが、最大の賛美。ああっ、オオヒロ先生に個人授業をしてもらえるなら、俺おれは落第したってかまわないぞぉぉっ！』

『ねえ、さっきもいっていたけど、そのホンマってなんなの？　私と関係あるの？』

　本ほん間ま先生のもっともな質問は、いままでにない大歓声にかき消された。

　その大音響に、智宏は身体からだが吹き飛ばされそうだった。

　男子も女子も辰たつ則のりの実況に賛同して、拳こぶしを天に突き上げている。おそらくここにいる女子の大部分は、オオヒロが目当てなのだろう。

　オオヒロも水着の上にジャージを羽織った姿で、その大歓声に余裕の笑みで応こたえていた。

『――といった選手たちで繰り広げられる、この奉ほう納のう水泳仕合。第一仕合は五分の小休憩を挟んだあとすぐに開催ですっ！』

　執しつ拗ように迫る本間先生の質問をかわしながら、辰則の実況が一いつ旦たん中断された。

　この間に、あわててトイレに行く生徒たち。

　また、この仕合の手伝いをしてくれている水泳部員たちは、審判やタイム測定の準備を始めたりと、みんな短い休憩時間をあわただしく動き回っている。

　その様子をぼんやり眺めていた智宏は、しばらくしてようやく気づいた。



「…………あれっ、俺の紹介は？」



　珠枝陣営最終泳者、稲いな村むら智宏。

　完全にスルーであった。



　　　　　◆◇◆



『お待たせしました。第一回・珠枝様奉納水泳大会、記念すべき第一仕合の火ぶたがいよいよ切って落とされようとしております。スタート台に立ちますは、いじめられたい系お嬢様の真ま希き選手。それに対するは、意地悪したくなる系おふくろさんのマドカ選手です。

　しかし、第一仕合は図らずもつるぺた対決となりましたね、解説の本ほん間ま先生？』

『女子をそういう評価で見るのはいけませんよ』

『とはいえ、二人とも一ホンマに遠く及んでませんからねぇ』

『ですから、そのホンマという単位はなんなんですか？』

『はい、一ホンマは七十六センチとなっております。もちろん、その基準は本間先生のバス――ガガッ、ピ――ッ！』

　突然、実況が途絶えた。

　もっとも、その原因は実況席でリアルタイムで繰り広げられている格闘戦を見れば明らかであるので、誰だれも騒ぎはしなかった。

「位置について！」

　些さ細さいなトラブルなどに動揺することなく、水泳部員の有志がピストルを構える。

　恥ずかしくて顔を真っ赤にしている真ま希きと、ガチガチに緊張しているマドカが、スタートの姿勢についた。

　観客たちも息を呑のみ、一瞬の静寂が室内プールを包む。

　それを待っていたかのように、乾いたピストルの音が鳴った。

「よし、行けっ！」

　肩に珠たま枝えを担いだまま、智とも宏ひろは拳こぶしを握りしめ、身を乗り出す。

「……って、おい」

　ところが、すぐにその勢いは萎しぼんでいく。

「わぷっ、わぷっ！」

　ひょっとこの面をビート板のように持って、ばしゃばしゃと激しい水しぶきをあげて進むマドカ。

　身体からだは半分沈みかけ、苦しそうな息継ぎがここまで聞こえてきそう。

　カナヅチ小学生レベルの泳ぎであった。

「こらぁ、竈かまど神がみ、しっかりせんかぁ！」

　頭の上で珠枝が檄げきを飛ばしているが、誰が見てもあれがマドカの精一杯というのはわかる。むしろ、あのレベルでよく泳者を引き受けてくれたと感心すべきだろう。

　真希のほうは可もなく不可もないといった調子のクロールで、すでにマドカと五メートル以上の差をつけていた。真希は泳ぎが得意であることは、夏休み、一緒に行った海水浴で実証済みである。

「まずい、この勝負を取れなかったら絶望的だぞ！」

　真希もそのことはよくわかっているようで、息継ぎの合間にさりげなくマドカとの距離を確認すると、急にペースをダウンさせた。

　やや不自然な気もするが、いたしかたあるまい。

「はっはっはっ、真希のやつ。もうバテているぞ～！」

　オオヒロを誤ご魔ま化かすべく、智宏は白しら々じらしい嘘うそをつく。

　こんなフォローでも、しないよりマシだ。

　一方、懸命にバタ足を続けるマドカは、着実に真ま希きに追いつきつつあった。

　そのけなげな様子に、学食愛好家の男子たちから暑苦しい声援があがった。

　この勝負は五十メートル自由形。

　プールの向う側に着いた時点で終了だ。

　智とも宏ひろたちはゴール側で、二人の選手が到着するのを待ちかまえている。

「いけないわね、真ま面じ目めにやってくれないと」

　ひやりと背筋が凍るような呟つぶやき声。

　ふと横を見ると、腕組みをして真希の様子を眺めるオオヒロがいた。

　その目つきは鋭く、少しだけ不機嫌そうに見えた。

　そんなオオヒロに智宏はぶるるっと身震いをする。

「縛ばく鎖さの小人、来なさい」

　オオヒロはプールサイドの床をかかとでトントンと叩たたいた。

「ほっ、ほほっ！」

　いつもよりだいぶきびきびした動きで、縛鎖の小人たちが床の下から現れる。

　彼らは普通の人間には見えないようにすることもできるので、生徒たちはこの小さな乱入者には気づいていない。

「あのやる気のない子を引っ張り上げてやりなさい」

「ほほっ！」

　縛鎖の小人たちはびしっと敬礼すると、細くて長い鎖を床からずるずると引っ張り出して、投げ縄のように構えた。

「や、やめ――！」

　オオヒロたちがなにをしようとしているのか気づいた智宏は縛鎖の小人を止めようとするが、一歩遅かった。

「ほほ―――っ！」

　縛鎖の小人は、その鎖をプールの中間地点あたりを泳いでいる真希めがけて投げつけた。その小さな身体からだからは想像もできない剛力。

「ほほーっ！」

　そしてコントロールも抜群である。

　鎖が見事に真希を捕縛すると、小人たちは綱引きのように鎖を引っ張り始めた。

「きゃあ～っ！」

　水面をジェットスキーのように突き進む――のではなく、正確には引っ張られてくる真希。せっかく追いついたマドカにまた大差をつけた。

「オオヒロ、反則だぞ！」

「あら、八や百おち長ようだって反則でしょ？」

　悲鳴をあげながら引っ張られている真希の姿を満足げに眺めながら、オオヒロは悪びれる様子もなく答えた。やはりオオヒロの目を誤ご魔ま化かすことなど無理だったようだ。

　しかし、このまま真ま希きが勝ってしまうと、流れは完全にオオヒロ陣営に傾く。

　たとえ第二仕合で珠たま枝えがコヒロに勝ったとしても――最終仕合、智とも宏ひろがオオヒロに勝たねばならない。

　かなり絶望的な展開だ。

　智宏は青ざめながら、縛ばく鎖さの小人たちに囁ささやきかける。

「鎖を引っ張るのをやめたら、あとでせんべいをやるぞ」

　いやしい小人たちならこれで十分に取引になるはずなのだが、なぜかまったく効果がない。

　いや、よくよく見ると、口元からよだれをたら～っと垂らしながら、必死に誘惑に耐えているようだった。

「おまえたちも、オオヒロには逆らえないのか」

「ふーふー」

「ほーほー」

　縛鎖の小人は涙目でコクコクとうなずいている。

「けど、このままじゃあ……」

　そんなことをしている間にも、真希は残り十五メートルの距離まで迫っている。

　一方、マドカはようやくプールの半分に達したあたり。

　もはや絶望的かと思われた――そのとき。

　プールの水面ギリギリを青い炎が疾走してきた。

「あれは鬼おに火び!?」

　それは一直線に真希のほうを目指し、縛鎖の小人の鎖を焼き切った。

　その直後、室内プールの照明の影響か、すぐに鬼火はかき消える。

「ほほーっ！」

　智宏の足下で小人たちがゴロゴロと転がった。

　鬼火によって鎖が切断され、勢い余って転んでしまったのだ。

「ほ、ほほっ？」

　なにが起きたのか理解していない小人たちは、首を傾かしげながら鎖を引き上げる。

　当然、その先に真希はいない。

「おい……大丈夫なのか、あれ」

　智宏がプールを見ると、真希がゴール寸前のところでぷか～っと顔を下にして浮かんでいた。

　さきほどから、ぴくりとも動かない。

　無理矢理身体からだを引きずられ、気でも失っているのだろうか。

　この隙すきにマドカは地道なバタ足泳法で真希を抜き去り、なんとかゴールを果たした。

　奇跡と疑惑の逆転劇に、観客たちは大きくどよめく。

「真ま希き、大丈夫か!?」

　マドカと入れ違いに智とも宏ひろはプールに飛び込むと、真希の背中から両りよう脇わきに手を入れて抱き起こしてやる。

「ぷはっ、死ぬかと思った！」

　幸いなことに、真希はすぐに息を吹き返してくれた。

「無事だったか……」

　ホッと一安心する智宏だったが、突然、鼓膜をつんざくような歓声が沸き起こった。

「なっ、何事だ!?」

　驚いた智宏が思わず、真希の身体からだを後ろから抱きしめると、なんだかつるっとした感触が……

「あれ……これって？」

　おそるおそる智宏は自分の手が触っているものを確認しようとしたが――

「みゃっ！」

　まわりの歓声すら霞かすむような、真希の大絶叫。

　それはつるぺたが引き起こした悲劇。

　無む惨ざん、真希の水着のブラジャーは、ひっかかりが少ないが故ゆえに水流によってずり落ちて腹巻きのように――いまは智宏に手ブラをしてもらっている状態である。

　智宏はこの場にいる男子全員と、そしてなにより目の前にいる真希からの殺気に晒さらされ、このまま消滅してしまいたいと本気で考えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ただ、その中で高らかに笑い声をあげるのは、誰だれあろうオオヒロであった。



「あーははははっ！　真ま希き、その姿に免じてこの勝負は私の負けでいいわよ。八や百お長ちようのことは許してあげるわ」



　かくして真希の心深くにトラウマを残しながらも、第一仕合は珠たま枝え陣営の勝利に終わったのだが……

「私、頑張ったと思うんですけど、誰も誉ほめてくださらないんですね」

　そんなマドカの寂しげな呟つぶやきは、誰にも届くことなく大歓声の中に消えていったのだった。



　　　　　◆◇◆



　恥ずかしさのあまり更衣室に閉じこもってしまった真希の代わりに、智とも宏ひろはオオヒロの目を盗んでコヒロに呼びかける。

「コヒロ、頼むからこの勝負負けてくれよ」

「…………」

　あいかわらずコヒロは完全無視である。

　ピンと尾羽を突き立てた背中を向けるばかりで、こちらを見てもくれない。

「珠枝、なんかコヒロの様子がおかしい。八百長してくれないかもしれないぞ」

「ふむ、姉に義理立てするか。ならしかたあるまい」

「しかたないって……どうするんだよ？」

「ふふふっ、智宏、ワシは山でカッパに泳ぎを学んだほどの名手だぞ。まともに勝負したところで、黒助に後れなど取らん！」

「おおっ」

　智宏はそんな自信満々の珠枝の言葉に、パチパチと拍手を送る。

「そういえば、おまえって泳ぎは得意だったな」

「三本足とやり合っても負ける気はせんが、用心して格下の黒助と勝負をするところが策士であろう？」

　珠枝はむふーっと鼻を鳴らして、自慢げにビキニの胸を張った。

　この水泳勝負を言い出しただけあって、泳ぎには並々ならぬ自信があるらしい。

　これならばコヒロが八百長をしてくれなくても、十分に勝機はありそうだ。

「よしっ、頼んだぞ。ここで勝てば、俺おれたちの勝利だ！」

「まかせておけ。おまえに出番は回さんよ。はーっはっはっはっ！」



『みなさん、いよいよ第二仕合が始まろうとしております。実況は前任者が生徒指導室に強制連行されてしまいましたので、代役として一年の有あり坂さか瑞みず穂ほが引き継がせていただきます――って、なんで私なんですか、本ほん間ま先生？』

『お馬ば鹿かな男子にはもう任せられません。それにしても、いったいどこから私のバストのサイズが……』

『ええと、第二仕合は珠たま枝えちゃんとコヒロさんの対決ですね。珠枝ちゃんは泳ぎは得意だったはずだけど、コヒロさんが泳いでいるところは見たことないですね。本間先生はどう思われますか？』

『コヒロ選手はあの長身ですから、基本のフォームさえしっかりしていればそれなりのスピードが出そうですね。そうなると小柄の珠枝様は不利かもしれません』

　会場から消え去った辰たつ則のりの代わりに、いつの間にか実況席には瑞穂が座っていた。

　選手たちの多くと顔見知りの瑞穂ならば、適任かもしれない。

　さきほどまでの妙な嗜し好こうに偏っていた実況に比べると、ずいぶんとまともな内容になっている。

「しっかり頼むぞ……珠枝」

　珠枝とコヒロが立つスタート台の反対側。

　ゴール地点で智とも宏ひろは固かた唾ずを呑のんで、勝負の行く末を見守る。

　小細工無しの実力勝負。

　ここは珠枝の言葉を信じるしかない。

「位置について――」

　コヒロは両手をスタート台について、実に絵になる構え。

　一方、珠枝はまるでかけっこでも始めようかという構えだ。



　パ――――ン！



　スタートの合図が鳴り響く。

「うりゃああっ！」

　かけ声と共に、珠枝はスタート台の上をダッシュ。

　派手な水しぶきをあげて、足からプールにダイブした。

　しかし、その脚力は実に驚くべきもので、短い助走にも関かかわらず五メートル以上は一気に飛んでいた。

　一方、コヒロのほうはスマートな飛び込みであったが、珠枝のほどの勢いはない。

　意外なことに無茶苦茶なスタートをした珠枝のほうが一歩リードした形となっている。

『これは予想外の展開ですね、本間先生？』

『珠枝様の場合、水泳よりも走り幅跳びの選手になったほうがよいのではと、先生は思いますねぇ』

　さて、珠たま枝えは水面に顔を出した途端、猛烈な勢いで泳ぎ始めた。

　小さな身体からだながら、全身を効率よく使った力強いフォーム。

　見た目よりずっと腕力の強い珠枝だけあって、派手に水をかき分けながらも、バテる様子はまったく見せずに、ぐいぐいと尻しり上がりにスピードを増していく。

　そのダイナミックな泳ぎには、水泳部員たちも感嘆の声をあげるぐらいだった。

　さすがはカッパ仕込みの妖よう怪かい泳法。大口を叩たたくだけのことはある。

　さきほどの真ま希きVSマドカ戦のようなグダグダ感はなく、勝負は息詰まるデッドヒートの末――



　僅きん差さでコヒロが勝利した。



　敗因はただひとつ。

「……やっぱり、平泳ぎじゃあクロールには勝てないか」

　そう、珠枝の泳ぎはカッパ仕込みの平泳ぎであった。

　善戦はしたのだが、タッチの差で無難にクロールをこなしたコヒロの勝ちであった。

「ううううう～っ！」

　プールから上がった珠枝は、ギリギリと歯ぎしりしながら悔しがっている。

「いや、よい勝負だったよ。正直、感心した」

　智とも宏ひろは珠枝の頭にバスタオルを乗せてやる。

「よい勝負でも、負けは負けなのだ……」

　バスタオルの両端をぎゅっと引っ張って、珠枝は顔を隠す。

　どうやら本気で落ち込んでいるらしい。

　いつも勝ち気な珠枝なので、そんな姿は見られたくないだろうと、智宏は気を遣ってひとりにしてやった。

　見ると勝者であるコヒロが、バスタオルを手にこちらを見ていた。

　あちらの陣営はクールなもので、コヒロが勝利してもオオヒロは喜ぶようなこともなく、ただ静かに満足げな顔をするのみである。

「あれ？」

　コヒロが長い髪をバスタオルで拭ふいているのを見て、智宏はふと疑問に思う。

「コヒロ、いつものアレはしないの？」

「……なんでしょう」

　今日、初めてコヒロが口をきいてくれた。

「アレだよ、アレ。腰を振るやつ」

　智宏は『秘技・水滴落とし』を真ま似ねて、腰をくいくいっと振ってみせた。

　男がやると、かなり間抜けな姿である。

「やりません」

　ぷいっとコヒロはそっぽを向くと、これ見よがしにバスタオルで身体からだを拭ふいている。

「なんで？　便利なのに」

「知りません」

　そういって背中を向けるコヒロ。

　尾羽がピーンと立っている。

「コヒロは珍しくご機嫌斜めのようよ。あなた、怒らせるようなことしたんじゃないの？」

　オオヒロが、実に楽しそうな顔をして口を挟んできた。

「そんなこと……」

　智とも宏ひろにまったく心当たりはなかった。

　だいたいコヒロとは、この前の祭りで会ったのが最後である。

　あのときのコヒロはこの上なく機嫌がよかったようだが……と、そこまで考えて、智宏はギクリとした。

「あっ、もしかして指輪のことか!?」

「クワッ！」

　智宏の声が聞こえたのか、コヒロは奇声をあげた。

　そして、智宏を横目でじっとにらむ。

　表情に出ないので、いまいちわかりづらいのだが、あれはたぶん怒っている目だ。

　きっと、祭りのあとほったらかしにされたことが原因だろう。

「ご、ごめん。あのあといろいろあって！」

「知りません」

　智宏はとにかく平謝りするが、コヒロはぷいっとそっぽを向いてしまった。

「こ、今度、一緒に……」

「知りません。知りません」

　智宏はコヒロの前に回ろうとするが、そのたびにぷいぷいっと顔をそらす。

　案外と子供っぽいところがあると思ったが……もしかすると、それだけ怒りが強いということかもしれない。

「指輪ってなんのことかしら？」

　うろたえている智宏の肩に、オオヒロが腕をまわしてきた。

　ひやりと冷たいその感触に、智宏はぞわわっと鳥肌が立った。

「い、いえ、別にっ！」

「あらそうなの。楽しそうな話なのに」

　耳元で囁ささやかれる言葉は、真冬の霜のように智宏の首筋を凍いてつかせる。

「たいした話じゃないから……」

「まあいいわ。仕合が終わってから、ゆっくりと聞かせてもらいましょう」

　するりとオオヒロは智宏から腕を離した。

　その途端、室内プールの熱気が身体を温めてくれる。

　あのままだったら、真夏に凍死すらしかねないところだ。物理的にではなく精神的に。

　オオヒロは、まだぞくぞくしている智とも宏ひろを置いてスタート地点へと向かう。

　コヒロのことは気がかりであるが、智宏もここはこれからの大一番に専念することを優先した。

　ここで勝たねば、珠たま枝えたちはオオヒロの命令をひとつ聞かねばならない。

　いったいオオヒロは、どんなことを命じるつもりなのか……

　オオヒロも真ま希きと同様に、珠枝のような強い力を持つ神が自由気ままに人間と関かかわっていることを認めていない。

　はるか昔から八や咫た烏がらすの一族は人間と共にあるために、真希の実家のような祈き祷とう師しと契約によって結ばれてきたという。互いの関係を契約によって厳しく縛ることで、異なるモノ同士の軋あつ轢れきを避けてきたのだ。

　だからこそ、オオヒロや真希は、いつか珠枝の力が人間に害を及ぼすことがあるのではないかと危き惧ぐしている。

　それは、これまで人間と神や妖よう怪かいといった存在が繰り広げてきた、長い歴史に裏付けされた正論であった。

　ただ、智宏は珠枝が祭られたり、封印されたりすることを認めたくなかった。

　個人的なわがままといわれてもしかたのない、理屈ではなく、個人の感情から智宏は真希やオオヒロの正論を拒絶してきた。

「もしも、オオヒロが珠枝を封じるといったら……」

　きっと珠枝はそれに応じるだろう。

　自由奔放な珠枝も、一度、言葉にしたことはかたくなに守ろうとする。

　人間の想像以上に、神の言葉とは強い意味を持つモノなのだ。

　ならばこの勝負は絶対に負けられない。

「ずいぶん真剣な顔をしているのね。お祭りなのよ、もっと楽しんだらどうなの？」

　スタート地点に向かう途中、智宏の心境を知ってか知らずか、オオヒロがからかうようにいった。

「俺おれたちが負けたら、いったいなにを望む気だ？」

「さあ、どうしようかしら」

　オオヒロは、その艶なまめかしい唇に、感情の読めない不思議な笑みを浮かべるだけだ。

「……もし、どうしても私に勝ちたいのなら秘策があるわよ」

　唐突にオオヒロがいった。

「なんだって？」

「あなたの眼がん力りきを使いなさい。本気を出せば、私の正体だって暴けるはずよ。この大勢の前でカラスの姿に戻されたら、さすがの私も誤ご魔ま化かしきれないわね」

　なにが面白いのか、くつくつとオオヒロは含み笑いをして智宏を見つめる。

「俺の眼力で……？」



　スタート台の前に立つと、いままでやかましかった生徒たちの歓声がすっと消えていくようだった。

　智とも宏ひろは緊張で高鳴る心臓を押さえながら、じっと横目でオオヒロを観察する。

　そこに立つのはモデルさながらの、長身の女性。

　しかし、智宏の眼がん力りきはその内部に抑え込まれた、禍まが々まがしいまでの霊力を感じ取っていた。

「オオヒロ……もしも、珠たま枝えを封じるなんて望んだら、俺おれはあんたを絶対に許さない」

「あら、私を脅すの？」

　オオヒロは意にも介さないといった調子で、こちらを斜めに見下ろした。

　その光を発しない、深い闇やみのような瞳ひとみの奥にあるものは、嵐あらしのように渦巻く、黒い羽根の集まり。そして、何者であっても逃さない巨大なかぎ爪づめ。

　それこそが、オオヒロの正体だ。

　見るだけで心が打ち砕かれそうになる、恐るべき本性。

　だが、妖よう怪かいたちは本性を見られると、その力が弱まってしまう。

　人間に理解させないこと。

　未知であること。

　それが妖怪たちの力の源なのだ。

　智宏の眼力は、そんなオオヒロの本性を暴き、その化身を解くことができる。

　もしそうなれば、とても水泳の仕合どころではないだろう。

　それどころか、オオヒロは学校を追われることとなるかもしれない。

　すべてはこちらの望み通りに……

「位置について！」

　水泳部員の合図が聞こえた。

　智宏は黙ってスタート台の上に立ち、すうっと息を吸ってゆっくり目を閉じた。

　やがてプールに反響する歓声も消えて、心は穏やかに落ち着いてくる。

　時間にしてほんの数秒のことだったが、その間に智宏は迷いを断ち切り、意を決して目を見開いた。



　そして、その視線を――珠枝のいる、ゴール地点に向けた。



　いまはあそこを目指すだけだ。

　ピストルの音が鳴り響いた。

　もう余計なことは考えない。

　智宏はプールへと飛び込んだ。



　　　　　◆◇◆



　お祭り騒ぎもようやく収まり、室内プールには静けさが戻っていた。

　窓から差し込む夕日を受けて、プールの水がオレンジ色のさざ波を立てている。

　あれだけいた生徒もいまはひとりもいない。

　水着から着替えた智とも宏ひろと珠たま枝え、そしてオオヒロだけがプールサイドに集まっていた。

　真ま希きは大勢の男子生徒にあられもない姿を見せてしまったショックから雲隠れしてしまい、マドカとコヒロはそのフォローに行っていた。

「まあ、すぐに立ち直るでしょ」

　真希にトラウマを与えた張本人のオオヒロは、さほど気にもしていない調子で呟つぶやく。

　そんなオオヒロは、いつもの男物のスーツと、頭にはソフト帽。そして黒いステッキを小こ脇わきに挟んでいた。

　一方、珠枝は袖そでの広い白しろ装しよう束ぞくに、朱色の帯、頭の両側の髪をリボンで縛った姿。

　これは珠枝が正装と呼ぶ姿であり、特別なときしか着ることのない衣装だった。

「負けてしまったのだから、しかたあるまい。なんでも貴様のいうことを聞いてやろう」

　珠枝はぶすっとした顔で腕を組むと、オオヒロにいった。

「ずいぶんと殊勝な態度ですこと」

「正々堂々と勝負をして、ワシと智宏が負けたのだ。言い訳などするつもりはない」

「あなたはどうなの？」

　オオヒロに問われても、智宏には言葉はなかった。

　結局、水泳勝負は智宏の負けだった。

　なんの慰めにもならないことだが、プールをあがったあとに聞いた瑞みず穂ほのアナウンスによると、ゴールはほぼタッチの差だったらしい。

　だが、珠枝もいっていたように、たとえよい勝負だったとしても負けは負けだった。

「なぜ、あなたは眼がん力りきを使わなかったの？」

「それは……」

　オオヒロに問われ、智宏は言葉につまる。

「己の我を貫くためなら、どんな力でも使うのが人間でしょう？」

「けど、そんなのはなんか卑ひ怯きようだと思ったから」

「あらそう。けれど、私を脅したりはするわけ」

　智宏はスタート直前にオオヒロにいった言葉を思い出した。

「あれは脅しとかじゃなくて……だいたい、おまえにそんな脅しなんて通じな――」

　言葉の途中で、オオヒロは智宏の鼻を指ではじいた。

「なっ！」

　軽くではなく思いっきりなので、かなり痛い。

「先生を『おまえ』呼ばわりは感心しないわね」

　人差し指を立てて、オオヒロはにいっと笑いながら注意した。

「ご、ごめん」

　智とも宏ひろには、とりあえず謝ることしかできなかった。

「ごめんなさい、でしょ？」

「……ごめんなさい」

「ふふっ、いいでしょう。では、脅したことはこれで勘弁してあげる。それにしても、あなたが眼がん力りきを使えば面白いことになったのに」

「面白い？」

「本当の姿となった私が翼を羽ばたかせたら、こんな建物ひとたまりもなかったわよ？」

「それって……」

　智宏はオオヒロの言葉に青ざめる。

　あれだけ生徒の集まった室内プールが倒壊したら、とんでもない大惨事となったことだろう。

「ふふふ、冗談よ。先生が可愛かわいい生徒たちを巻き込むわけがないでしょう？」

　そう語るオオヒロの瞳ひとみの奥には、眼力を使わずとも黒くて恐ろしいなにかが渦巻いているのが見えた。

　もしかして、オオヒロは自分を試したのだろうか。

　彼女の真意を読み取ることなど、智宏にはとてもできはしない。

　ただ、この勝負に負ける以上の災厄を免れたというのならば、自分の選択は正しかったのだろう。

　智宏としては、深い理由もなく、ただ己の感情に任せた子供っぽい選択だったのだが……



「ええい、いつまでぐだぐだと話をしておる。いい加減、なにを望むのかいわんか。この三本足めっ！」

　しびれを切らした珠たま枝えが、どすどすと地じ団だん駄だを踏みながら叫んだ。

「ああ、そうでしたね。ではさっそく、私の望みを――」

　オオヒロはステッキをくるりと回転させながら手に持った。

　珠枝はぴくりと眉まゆを動かして、少し警戒した顔をする。

　いつもオオヒロが持っているステッキは、八や咫た烏がらすの三本目の足。どんなものも逃さない鋭きかぎ爪づめだ。

「隠れても無駄よ」

　オオヒロは何気ない口調で呟つぶやくと、ステッキを軽く横に振った。

　すると、ステッキは突とつ如じよとしてロープのように長くなり、稲いな妻ずまのような勢いで宙を駆け、室内プールの入口のほうへと伸びていった。

「ぴぃぃぃぃぃぃっ！」

　プールに響き渡る奇妙な悲鳴。

　だが、智とも宏ひろはその声に聞き覚えがあった。

「加か茂もさん！」

　ステッキの先のかぎ爪づめに捕らわれ引きずり出されてきたのは、制服姿の遼りよう子こであった。

「なんだこやつは。祭りのときの白しろ助すけではないか？」

　珠たま枝えは怪け訝げんそうな顔で、遼子とオオヒロを見比べる。

「鬼おに火びで勝負の邪魔をしたのは、あなたね？」

「ぴっ、ぴょれはぁ～」

　遼子はおろおろと助けを求めるような目でなにかを訴えようとしたが、オオヒロはそれを一いち瞥べつして却下した。

　その途端、遼子はしゅんと頭を垂れる。

「も、申し訳ございません」

　真ま希きとマドカの勝負のとき、縛ばく鎖さの小人の鎖を焼き切ったのは、やはり遼子の仕業だったようだ。

「感心しないわね」

　オオヒロは遼子の束縛を解いてステッキを元の長さに戻すと、また小こ脇わきに抱えた。

　うつむいた遼子の顔は青ざめ、可哀かわい相そうなぐらいに怯おびえているのがわかる。

「ちょっと待ってくれ。彼女が邪魔したとしても、三本勝負はそっちの勝ちだったんだから、もうそんなこといいじゃないか！」

　智宏はオオヒロの前に立って、遼子をかばう。

　なぜ遼子が智宏たちを助けてくれたのかはわからないが、自分たちの勝負のことで彼女にまで迷惑をかけたくなかった。

「そうね。別に私もいまさらそのことを責めるつもりはないわ。むしろ面白かったことだしね」

　意外なことに、あっさりとオオヒロが折れた。

「では、珠枝様……私の望みは、この子の在学を認めてくださることですが、いかがなものでしょう？」

　オオヒロは座り込んでいる遼子の頭に手を置いて、珠枝に申し出た。

「え、どういうことだ？」

　智宏にはオオヒロがなにをいっているのかさっぱりわからない。なぜ、そんなことを珠枝に望まねばならないのだろう？

「むっ？」

　珠枝はあごをさすりながら、怪訝そうな顔で遼子のことを観察する。

「別にかまわぬが、こやつはおまえのなんなのだ？」

「妹のスエヒロです。以後、お見知りおきを」

　オオヒロは、さも当然のことのようにいった。



「……って、ええええええええっ？　加か茂もさんが、オオヒロの妹!?」



　智とも宏ひろはひとりで馬ば鹿かみたいに驚きの声をあげた。

「この子が妖よう術じゆつで学校に潜り込んでいることを、珠たま枝え様にお目こぼしいただきたいのです」

　オオヒロはポンポンと遼りよう子この頭を叩たたいた。

　一方、遼子はされるがままにじっと静かにしている。

「加茂さんが……妹……え、ええっ!?」

　まだ智宏は事態が飲み込めていなかった。

「そうよ、八や咫た烏がらす三姉妹の三女。もっとも、まだ産毛も抜けていないひよっこだけどね」

「でも、なんでこの学校に……それに、俺おれのことを……」

　なぜ魂を焼くと襲ったり――そうかと思えば、助けてくれたりしたのか。

「スエヒロには、あなたへのお使いを頼んだのよ。まだ受け取っていないの？」

「いやなにも……」

　智宏は首を傾かしげる。

「スエヒロ！」

「ぴ、ぴぃっ！」

　オオヒロに叱しつ咤たされ、電気ショックを受けたようにあわてて遼子が差し出したのは、祭りのときに見せてくれた立派なのし袋。

　震える遼子の手から、智宏はそれを受け取った。

「スエヒロがあなたになにをしたのかはだいたい察しがつくけど、勘弁してあげてね」

「しかし、こやつを学校に通わせて、貴様はなにを企たくらむ？」

「別に……私はこの子に人間をもっと理解してもらいたいだけ。そのためには、この学校こそが最良の場と思ったものですから」

「そうか、なるほどな」

　いままで子供のようにふくれ面をしていた珠枝の顔から、すうっと表情が消えた。

　それは大人びたという表現を通り越して、どこか仏像にも似た穏やかさのある顔だった。

「珠枝様も同じ考えでここにいるのでは？」

「……お、大きなお世話だ！」

　珠枝はいきなりぶすっとした顔をして、そっぽを向く。

　ただ、智宏の目にはそれは珠枝が無理をして、子供っぽく振る舞っているようにも見えた。

　もしかすると、さきほどの顔を自分に見られたくなかったのかもしれない。

　智宏はなぜかそんな気がしていた。

「それに、珠枝様もスエヒロのことは気に入っていただけると思いますよ」

「なぜワシが、こんな白しろ助すけを気に入らねばならんのだ」

「では、これでどうでしょう？」

　オオヒロはにんまりと目を細めて、実に楽しそうな笑みを浮かべると、スエヒロの頭をステッキでコツンと叩たたいた。

「ぴぃっ!?」

　突然、遼りよう子この姿が制服だけを残して忽こつ然ぜんと消えてしまった。

　まるで、この前の廊下のときと同じだった。

「ほら、スエヒロ。出てきなさい」

　オオヒロが呼びかけると、脱ぎ捨てられた制服の中からもぞもぞと白いモノが出てきた。

　それは手まりぐらいの大きさで、白い綿毛に包まれたペンギンの雛ひなのような姿。

　なんとなく本ほん間ま先生おきにいりの癒いやし系マスコットのカモメッピと似ている気がするが、こちらのほうがふわふわもふもふとやわらかそう。

「ぴい？」

　制服の上にちょこんと乗って、それは小さく鳴いた。

　誰だれもが思わず心和ませる、なんとも愛くるしい仕草。

「これが遼子の正体……？」

　なるほど、確かに産毛も抜けていない雛ひな鳥どりだった。

　あの清純そうな美少女の遼子と、このぽてっとした雛鳥のギャップには、我慢しようとしてもどうしても笑いが漏れてしまう。

「ぴいいいっ！」

　馬ば鹿かにされていることを察知したのか、笑いを堪える智とも宏ひろの足を遼子が黄色いくちばしで突いた。

　といっても、痛くもかゆくもない。

「スエヒロは、この姿を見られるのは好きじゃあないの。霊力も弱いから、あなたの眼がん力りきで見られたら、すぐに正体を現してしまうかも。学校では、気をつけてあげて」

　遼子をこの姿にした張本人であるオオヒロは、まるで他ひ人と事ごとのように説明する。

　確かにそれはすでに実証済みだ。

　どうりで遼子が眼力のことを嫌っていたはずである。

「……といったわけで、珠たま枝え様、スエヒロのことをよろしくお願いいたしますね」

「ま、ま、ま、任されたぁぁぁぁ！」

　いままで目を爛らん々らんと輝かせ、口を半開きにして遼子を見ていた珠枝は絶叫する。

　そして、いきなり遼子めがけてぴょーんと飛びかかった。

「ぴぃぃぃっ!?」

　遼子はそんな珠枝の手からするりと逃れると、飛べない翼をパタパタ、短い足をバタバタさせながら逃げ出した。

　その洋よう梨なしのような体型からは想像できないほどのスピードだ。

「まっ、待つのだ。ちょっとでいいから触らせてくれ。なんという魅力的なもふもふ。貴様ならすぐにもふもふの殿堂入り間違いないぞぉ！」

　珠たま枝えは立ち上がる暇も惜しいのか、四よつん這ばいのまま雛ひな鳥どりの遼りよう子こを追いかける。その姿はまるでネズミを追いかける猫のアニメのよう。

「すっかり仲良くなったようでなにより」

　二人の追いかけっこを満足げに眺めるオオヒロ。

　こうなることがわかっていて、わざと遼子の変へん化げを解いたのだろう。やはり一番恐ろしいのは、間違いなくオオヒロである。

「ところで、これってなんなんだ？」

「どうぞ開けてみて？」

　そんなオオヒロが、わざわざ妹を使いに出してまで届けさせたモノとはいったい……？

　智とも宏ひろはオオヒロにうながされ、おそるおそるのし袋を開けてみた。

「これは……！」

　中に入っていたのは、一枚の大きく黒い尾羽であった。

「私の尾羽よ」

　いつの間にか背後に移動していたオオヒロは、智宏の両肩にしっかりと手を置いて、耳元で囁ささやきかけた。

「こ、これは……どういう意味なんでしょう……」

　戸惑いと恐怖がない交ぜとなった声で、智宏は問いかける。

「あなたを婿むこ候補として認めたということ」

「む、むこっ!?」

　智宏は裏返った声で叫んだ。

「私がこの学校に来たのも、あなたがそれに相応ふさわしいかどうか見極めるため」

　いったいオオヒロがどんな顔で喋しやべっているのか、恐ろしくてとても振り返ることはできなかった。

「でも、スエヒロは私があなたと関かかわることが気に入らないみたい。だから、私たちのようなモノたちとの縁を切らせるため、鬼おに火びであなたの眼がん力りきを焼こうとしたんでしょうね」

「魂を焼くって……そういうことだったのか」

　だからサングラスをかけていたときには、鬼火も効果がなかったのだ。

「水泳仕合の邪魔をして、私を学校から追い出そうとしたり……ほんと、我が妹ながら可愛かわいいことするわね。あなたは、そうは思わない？」

　オオヒロの吐息が耳をくすぐる中、智宏はガチガチに硬直したまま黙ってオオヒロの言葉を聞くだけだった。

「ともあれ、その尾羽はしばらく預けておくわ。でも、あなたがつまらない人間とわかったときには――」

　そこでオオヒロはしばらく間をおいた。

「ど、ど、どうなっちゃうんでしょう？」

　智とも宏ひろの顔には冷や汗か脂汗か涙か鼻水か、とにかくそんな感じの汁がたらたらと流れっぱなし。

「私は眼がん力りきを奪うだけなんて、そんなに甘くないわよ。では、スエヒロのことをlook after――よろしくね？」

　もったいぶった口調でそう告げると、オオヒロは智宏の耳たぶを軽く甘あま噛がみした。

「うわわわっ！」

　とうとう堪えきれずに智宏が悲鳴をあげたとき、すでにオオヒロの姿は消えていた。

　そして、雛ひなの姿をした遼りよう子こを追っていた珠たま枝えも、どこまで行ったのか姿が見えない。

「なんかとんでもないことになったぞ……」

　まだ耳たぶに残るオオヒロの唇の感触に震えながら、智宏はひとり我が手を見る。

　そこには、妖あやしく黒光りする尾羽が一枚。

　それは、自分の置かれた状況が紛まぎれもない現実であることを、なによりも雄弁に語ってくれている。

「婿むこ候補……俺おれが？」

　二学期が始まって波乱続きの学校生活だったが、どうやら本番はこれからのようだった……



    

  
    
      
終章





「もふもふだのぉ。今朝も、ぴょん吉きちは罰当たりなまでにもふもふだのぉ」

　朝も早くから、珠たま枝えは飼育小屋の前でうっとりとウサギたちを観賞している。

　すっかりこれが珠枝の日課となってしまい、朝はもっとゆっくりしたい智とも宏ひろとしては、たまったものではない。

　そうでなくても新学期早々、頭の痛い問題を大量に抱えて寝つけない夜もあるというのに。

「オオヒロの望みがたいしたことなくてよかったな。下へ手たしたら、そんなのんきなことしていられなくなっていたかもしれないぞ」

　思わず皮肉も口に出てくるというものだ。

「まあ、三本足の望みなど、あんなところだろう」

「なんで、そんなことわかるんだよ。おまえを封じるとかいわれたらどうするつもりだったんだ？」

「ワシらは分というものをわきまえておる。あの程度の遊びなら、望みもたかが知れるというものだ」

「へえ、そんなにオオヒロのことを信用しているのか？」

　珠枝は、最初からオオヒロがそんなたいそうなことを望みはしないとわかっていたというのだろうか。

　この二人の間に、そんな信頼関係があったとは思えないが。

「与えられた権利を逆手にとって、分不相応なことを声高に望むような愚おろか者ではないぐらいには信用しておる。もちろん、相手が人間のときには用心するぞ。なにを言い出すかわかったものではないからな」

　なんとも身につまされる言葉に、智宏は苦い顔をする。

　珠枝のいうとおり「なんでも命じてよい」といわれたら、無茶なことを言い出す人間が多いだろうことは否定できない。

「でも、結局、オオヒロを追い出すことはできなかったな」

「ふん、どうせ妹の白しろ助すけの様子を見に来ているだけだ。そのうち飽きて、勝手に消えるだろう」

「だったらいいんだけど」

「なんだ、浮かない顔をして？」

「いや、別に……」

　オオヒロが自分のことを婿むことして適格かどうか見定めに来ていることは、とても珠枝にはいえなかった。

　オオヒロのことだから、あの言葉をそのまま鵜う呑のみにはできないが、それでもこのことを珠たま枝えが知ったら、今度は水泳大会ではすまされない大事になりそうだ。

　智とも宏ひろとしては、もうあんな馬ば鹿か騒ぎはごめん被こうむりたかった。

「まあ、三本足の望みだ。しばらくは、あの白しろ助すけの相手をしてやるんだな」

「やるんだな……って、俺おれが？」

「姉に比べれば、まだまだひよっこ。あやつの正体を知る者が助けてやらねば、いずれ正体がばれるやもしれん」

「でも、なんていうかスエヒロって凄すごく人間っぽいんだよな。あれで化ける力が強かったら、俺でも正体は見破れなかったかも」

　いまになって思えば、遼りよう子こが妖よう怪かいであると疑わしいところはいくらでもあった。

　しかしそれでも最後の確信に至らなかったのは、彼女の普段の様子に妖怪らしさがなかったからだ。

　人間の姿に化ける妖怪はいる。

　だが、遼子はそんな見た目の問題ではなく、智宏自身にも説明できないが、もっと内面的な部分が人間に近かった気がするのだ。

　あれは化けるとかそういうものとは少し違う気がしていた。

「そうか……」

　珠枝はウサギの観賞をやめて立ち上がった。

　さっきまでのゆるみきった顔が、いつの間にかどこか憂いを帯びた表情に変わっており、その目はどこか遠くを見つめていた。

「あれが人間のことを学んだ成果ってやつなのかな？」

「……八や咫た烏がらすたちは、はるか永い時間続けてきた人間との関係を変えようとしているのだろう。あの白助は、その最初の一歩なのかもしれん」

　そう語る珠枝はどこか知らない世界を見ているような気がして、智宏を不安にさせる。

「どういうことなんだ？」

「いまのワシにはなにもいえんよ。まだ一歩目も踏み出していない、ワシからはな……」



　　　　　◆◇◆



「昨日は惜しかったね。本当にタッチの差だったんだよ」

　智宏が朝の教室に入ると、待ちかまえていたように瑞みず穂ほが話しかけてきた。

「そんなにいい勝負だった？」

「うん、智ともちゃんの手があと五メートルぐらい長かったら、先にゴールできていたかも」

「……それはタッチの差というのか？」

「まあまあ、私の目にはそう見えたんだからいいじゃないの」

　瑞みず穂ほの微妙なフォローを聞かされながら、自分の席につく。

「うん……あれ、辰たつ則のりは？」

　いつもなら早くに来ている辰則の席が空いていた。

「昨日から、生徒指導室で反省文を書かされているみたい」

「どれだけ大長編の反省文なんだ？」

「本ほん間ま先生、かなり怒っていたからね～」

　たぶんいまごろ辰則は、個人情報保護の大切さについて泣きながら原稿用紙に書きつづっているのだろう。

「そりゃあ、あんなこと生徒の前で実況すればなあ」

　智とも宏ひろとしては、辰則は加害者側の人間なので、あまり同情心は湧わいてこなかった。むしろざまあみろという気持ちのほうが強い。

　そんなことを瑞穂と話していると、教室がざわっとどよめいた。

「加か茂もさん、ひさしぶり！」

「来た、来た、秋と冬を飛び越して、俺おれたちの春がやってきたぞ！」

「しまった、油断して、また納なつ豆とうを食べてきちまったぁっ！」

　クラスメイトの注目を独り占めにするのは、ひさしぶりに登校してきた遼りよう子こであった。

　みんなに囲まれ歓迎の嵐あらしにさらされながら、遼子は照れくさそうな顔で挨あい拶さつを交わしている。

「大人気ね、加茂さん」

「ホントに……」

　あのように人間たちの中に溶け込むことを、妖よう怪かいである遼子自身はどのように思っているのだろうか。

　クラスメイトたちと一緒に笑いあっている顔からは、彼女がなにかを偽っているという影は見られなかった。

　まるで本当のクラスメイトのようだ。

　少なくともいまのところは……であるが。

　自分だけが知る遼子の正体。

　遼子も智宏もクラスメイトを偽っている。

　そのことに若干の罪悪感を覚えながら、智宏は遼子を見つめる。

　すると、そんな智宏の視線に気づいたのか、遼子がこちらをにらんだ。

　そして、やや不機嫌な表情でこちらにつかつかと歩み寄ってくる。

「智ともちゃん、またなにか加茂さんを怒らせるようなことしたの？」

　瑞穂が心配そうに尋ねてきた。

「また……って」

　自分はそんなに信用されていないのかと少々傷つきながらも、智宏は余裕の態度で遼子を迎える。

　なにしろ今朝は対遼りよう子こ用の秘策があった。

「おはよう。ひさしぶり」

「私はあなたのことを、決して認めたりはしませんから！」

　そんな智とも宏ひろに、びしっと指を突きつけて遼子は宣言した。

「はいはい、わかってますよ」

　自分だってオオヒロの婿むこに相応ふさわしいとは思っていない。

　というより、できることなら謹んで辞退させていただきたいぐらいである。

　もっとも、そうなったらそうなったで恐ろしい運命が待ち受けていそうで恐ろしい。

　あんな恐ろしい姉に目をつけられている、こちらの苦労も少しは察して欲しいものだ。

　智宏は、そんな気持ちで遼子の顔を見つめる。

　すると、遼子は少し身構えながら、またいつもの台詞せりふを口にしようとした。

「ぴいっ！　だから、その破は廉れん恥ちな目で――」

　その瞬間、智宏はポケットから棒つきの小さなキャンディを取り出すと、密ひそかに練習していた素早い動作で包装紙をはがす。

「あーん」

　案の定、遼子は本能的に口を大きく開いた。

「はい、どうぞ」

　すかさず智宏は遼子の口にキャンディを突っ込んでやる。

「もごっ、もごももなもご……！」

「食べながら喋しやべるのは行儀悪いぞ？」

　智宏がにやりと笑うと、遼子は真っ赤になって黙り込み、一心不乱にキャンディをもごもごとなめ始めた。

　これぞ遼子を黙らせるための秘策。



「とぉ、とぅぉ、とぅぉもぉひろぉ～!!」



　作戦がうまくいってご満悦の智宏の背後から、異様な叫び声が轟とどろいた。

「なっ、うわっ、お化けっ！」

「誰だれがお化けだ……」

　振り向いたそこにいたのは、げっそりとやつれ果てた辰たつ則のりであった。

　頭に鉢巻きを巻いて、鉛筆を何本も突き刺しているその姿は、まるで丑うしの刻こく参まいりの最中のよう。

「ああ、おはよう。反省文は書けたのか？」

「これが血と汗と涙の結晶だっ！」

　辰則は手に持っていた、辞書ぐらいの厚さがある原稿用紙の束を机に叩たたきつけた。

　驚くべき大長編の反省文。

「そんなことより、なんだいまのは？　なんでおまえが遼りよう子こ様と『あーん』な関係なんだよ？」

「いや、あれは……」

「俺おれは生徒指導室にいる間に、どこか別次元に迷い込んでしまったのか？　ここは冴さえない男がモテモテになる不条理ワールドなのか？」

　心を病んだ人間の妄想としか思えないことを叫びながら、辰たつ則のりは智とも宏ひろの首根っこをつかんでガクガクと揺さぶる。

「お、落ち着け――って、うわわっ！」

　なんとか辰則をなだめようとする智宏だったが、突とつ如じよ、横揺れが二倍の震度となった。

「智ともちゃん、いったいいつのまに加か茂もさんと『あーん』な関係に……」

　瑞みず穂ほは瑞穂でなにやらよからぬ誤解をして、智宏の肩をガクガクと揺さぶっているのだ。

　そのたびに辰則の手が智宏の首にぐいぐいと食い込んで、実に危険な感じ。

　なるほど、この技は人前では禁じ手にすべきらしい。

　二人に脳みそをシェイクされながら、薄れゆく意識でぼんやりとそんなことを考えていると、窓の外からこちらをじっと見つめる視線を感じ取った。

　しかし、この教室は二階……外に人がいるはずはない。

　もしかして救いの神がこの哀れな受難者を助けに来たのかもと、一いち縷るの希望を込めて窓に目を向けた。

「……知りません」

　そこにいたのは、窓に手をかけ顔を半分だけ出して、じっとこちらを見つめているコヒロ。

　その顔はあいかわらずの無表情。

　だが、智宏はすぐに理解した。

　まだ彼女が指輪のことで怒っていることを。



　八や咫た烏がらす三姉妹のうち唯一の味方を失った智宏は、そのまま為す術すべもなく、辰則と瑞穂に責め続けられた。

　やがて、キャンディをなめ終えた遼子も参戦することだろう……

〈おわり〉



    

  
    
      
あとがき



　さて、新シリーズの本作品ですが、実は私が以前、同じＭＦ文庫Ｊにて書いていた『神様のおきにいり』シリーズの続編だったりします。

　タイトルも変わって、ちょっと雰囲気が賑にぎやかなコメディタッチになっておりますが、キャラクターと舞台はそのまま引き継いでいます。

　もちろん、前シリーズを知らないというかたにもすぐに入り込めるように書いたつもりですので、まだ未読のかたはご安心を。

　な～に、主人公の家に住み着いた家神の珠たま枝えと、近所の妖よう怪かいたちがわいわいもふもふする小説とだけ押さえておけば十分です。そんな小難しいお話ではありませんから。

　もしも、本屋さんでこのあとがきを先に読みながら「なんだシリーズ物なのか……」と思われているかた――あまり気になるようだったら、いま読んだことは忘れてしまってください。

　で、忘れたら、すぐにこの本をレジに持っていくのです。

　そうしたらさっきまでの悩みなど、すぐに過去のものになるはず。

　ほら、これで万事解決ですぞ！

　そして、本作を読んで前シリーズが気になったかたは、既刊の『神様のおきにいり』シリーズも是非どうぞ。

　この本を読まれたのでしたら、別に一巻から順番に読む必要もありません。

　本作中にも何度か話題にのぼった、妖怪たちの海水浴に興味があったら、三巻を。

　オオヒロの初登場シーンを読んでみたいというかたは、四巻をどうぞ。

　途中の巻から、つまみ食いして読んでも十分に楽しめると思います。



　さて、今回も素敵なイラストを描いていただいた真さな田だ茸たけ人と先生には、感謝、感謝、大感謝です。また一緒に頑張りましょう。

　そして、いつも私の小説にたくさんの助言をいただいているSUZUNEさんにも、この場を借りて御礼申し上げます。いつもお忙しいところ、ご協力いただきすみません。

　そしてもちろん、この本を読んでくださったみなさまには最大限の感謝をお送りしたいと思います。

　また、次の作品でお会いできましたら嬉しいです。

　どうぞよろしくお願いします。

　いや、ほんとに。

内うち山やま靖やす二じ郎ろう



    

  
    
      　著者

　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　『神様のおきにいり』で第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨を受賞。

　　東京在住。主なる仕事場は、池袋の喫茶店。

　　ノートパソコンの壁紙にしているウサギの写真に心癒されながら、コーヒーを片手に執筆する毎日。

　　趣味はＴＲＰＧと呼ばれるアナログゲーム。「クトゥルフ神話ＴＲＰＧ」に関する書籍や雑誌記事の執筆もしている。

　　あとは美味しいモノを食べることと、お酒を飲むことが大好き。



　イラスト

　真田茸人（さなだ・たけと）

　　１９８４年３月14日生まれ。千葉県在住。

　　最近、約10年使っていたタブレットと別れを告げ新しいタブレットを買いました。

　　モニターワイドじゃないのに、ワイドを間違って買いそうになりました。危ない…。



　　ラノベ挿絵代表作

　『神様のおきにいり』（ＭＦ文庫Ｊ）

　『サーベイランスマニュアル』（ＧＡ文庫）



　　ホームページ：‥「pumpkin jet!!」

　　http://pumpkinjet.web.fc2.com/



    

  
    
      もふもふっ　珠枝さま！
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